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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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《零》







　自分が『神を継つぐ存在』だと知ったのは、中学生になる春だった。

「間ま違ちがいない。統とう夜や。おまえは私の曾そう祖そ父ふ以来の、継けい承しよう者だ」

「はぁ……神の？」

「そうだ。我が家系の始祖は、『夜の神』だと伝わっている」

　家系に伝承されてきた『神の証あかし』を有していることに、間違いない。久々に継承者が現れた。

　そんなふうに真顔で語る父親は、普ふ段だんは厳格で近寄り難がたく……冗じよう談だんを口にするタイプではない。

「いまいち……まったく、実感がないけど。根こん拠きよは？」

　唐とう突とつに聞かされた『神』に関する話は、信じ難いもので啞あ然ぜんとするばかりだった。

　まるで、映画の内容を聞かされているみたいだ。それも、少しばかり作りが雑なＢ級ファンタジー映画……。

　そんなふうに考えている統夜に、父親は静かに『根拠』を語る。

「おまえは赤子の頃ころから極きよく端たんな夜型で、乳母うばが寝ねかしつけるのに四苦八苦したものだ。それに、右手の親指のつけ根に下か弦げんの月の形をした痣あざがあるだろう。年々、ハッキリと浮うき上がってくるそれが、継承者の証だ」

「……夜型なのは確かだし、痣……は、まぁ……下弦の月？　と言われれば、そう見えなくもないか」

　統夜は首を捻ひねりながら自分の右手を開いて、ジッと注視した。

　親指のつけ根……丘きゆう状になっているところに、言われてみれば『半月の形』に見えなくもない痣があるのは確かだ。

　子供の頃から薄うすくその場所にあった痣は、十歳を過ぎた頃からクッキリと色いろ濃こく浮かび上がってきた。

　今年の正月に一族が集まった場で、祖父や伯お父じたちがやけに真しん剣けんな顔で自分の手を見ていたから何事かと不ふ審しんに思っていたのだが、どうやら『神の証』であるかどうか品定めをされていたらしい。

「ただし、神の能力を最大に発揮するには片割れが必要だ。片割れは、おまえの痣と対ついになる上じよう弦げんの月を有しているはずだ。あちらも、家系のいつどこに継承者が現れるのかは誰だれも知らないそうだ。曾祖父は、生しよう涯がい出で逢あえなかったらしい。おまえは……片割れを探し出して、御み影かげの更さらなる繁はん栄えいを築け」

　自分の手を見み詰つめていた統夜は、父親の口から出た更に予想もしていなかった一言に、眉まゆを顰ひそめて聞き返す。

「片割れ？」

「そうだ。御影の……『夜神』は、もともと『夢神』と一つの存在だった。三百年ほど前に、継承者が双ふた子ごとして誕生し……能力が二手に分かれたのだと伝えられている。両方揃そろえば、引き継がれてきた神の力を発揮できる」

「力って、なに？」

　なんだか、大おお仰ぎような言い回しだ。

　父親は『力』と口にしたが、自分は突とつ出しゆつした怪かい力りきというわけではないし、俗ぞくにいう超ちよう能のう力りよくがあるわけでもない。

　だいたい、『夜の神』の能力がどのようなものなのかなど、想像もつかない。

　聞き返した統夜は怪け訝げんな表情を浮かべていると思うが、父親は「さぁな」と無責任な台詞せりふを続ける。

「そのあたりは、古書でも曖あい昧まいで……よくわかっていないらしい。継承者から次世代へと口伝で継がれていたそうだが、少しばかり間が空いたからな……。まぁ、なんにしても『神の力』だ。うまく利用して、御影の権力を国……いや、世界へと広げろ」

　……天下を取れと？　この時代に、バカらしい。

　満足げに野望を語る父親を、統夜はそれと気づかれないように冷めた目で見み遣やった。

「おまえの力を伸のばして絶対的なものにするためには、サポートは惜おしまん」

「……とりあえず、もう一ランク上の塾じゆくに通いたい。あと、武術を習う。腕うでっ節ぷしは強いほうが得だろうし」

「ふむ……学術も武術も、無む駄だにはならんか。好きにしろ。星ほし川かわ、適当に手配しておけ」

　背後に控ひかえている秘書に短く告げると、長く父親に仕える男は「はい」と短く答えて頭を下げ、書しよ斎さいを出ていく。

「星川の倅せがれは、おまえの二つ下だったか。中学は同じところに進学させて、将来、おまえに仕えさせる」

　星川の倅……毎年正月に、父親に連れられて挨あい拶さつにやって来る、口数の少ない賢かしこそうで物静かな少年を思い浮かべる。

　歳が近いからといって、特に交流があるわけではない。一言二言、挨拶を交かわしたことがあるくらいだ。

　将来、仕えさせると言われても煩わずらわしいとしか感じなかった。

「面めん倒どうだから、いらない」

「そう言わずに、傍そばにおけ。いずれ、必要となることもあるだろう」

　重ねて必要ないと言っても、父親が決めたことには逆らえないとわかっている。

　自分の意見など撥はねつけられることがわかっていて、言い合うのは面倒だ。眉を顰めた統夜は口を噤つぐみ、「もういい？」と窮きゆう屈くつな書斎からの退室を願い出た。

「ああ。知りたいこと……疑問があれば、祖父じいさんのほうが私より詳くわしいから、聞きに行けばいい」

「……わかった」

　既すでに、疑問だらけだ。

　確かに、父親よりも祖父のほうが詳しそうだから、次の土曜にでも訪ねよう。『神』がナントカという発言が本気なのか、その根拠についても……知ったところで自分が『そう』だと受け入れられるかどうかは、別の問題だが。

　軽く目礼をすると、廊ろう下かに出る。書斎の扉とびらを閉めて、ようやく特大のため息をついた。

「神様……って、なんだそれ」

　改めて自分の手を見下ろしたけれど、実感は皆かい無むだ。妄もう言げんだったと言われたほうが納なつ得とくできる。

「ま、だからなにってわけでもないだろうし……どうでもいいか。力とか、意味不明だし」

　右手を軽く振ふると、自室に向かって歩き出す。

　夜の神、か。

　父親にとっては、そんなふうに統夜に言い聞かせたほうが、なにかと都合がいいのだろう。いずれ、自分の跡あとを継がせようと思うのなら……特に。

「夜の店を取り仕切る、夜の神か。陳ちん腐ぷだな」

　父親が複数経営している『夜の店』を思い浮かべた統夜は、独り言をつぶやいて皮肉な笑えみを滲にじませると、自室へ続く階段を一段飛ばしで駆かけ上がった。
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　二十二時を過ぎた歓かん楽らく街には、昼間とはまるで異なる空気が満ちている。

　雑多な男女の話し声、行き交かう大人たちは酒に酔よっていたり、独特の空気に中あてられたかのように大声を張り上げていたり……。

　あまり広くない道の両側に、色とりどりのネオンが瞬またたいて眩まぶしい。

「お袋ふくろにバレたらヤバい連れん絡らく先が満まん載さいなケータイを、自宅の玄げん関かんに忘れるとか……バカだろ。しかも、それを息子むすこに届けさせるか？　ロクデナシオヤジめ」

　届け物を終えた統夜は、「いやぁ、助かった」と悪びれず笑った父親への呪じゆ詛そをつぶやきながら、対向してくる二人組のサラリーマンを避よける。

　不届きな携けい帯たい電話を息子に届けさせる父親には呆あきれるばかりだが、小こ遣づかいに釣つられた自分も褒ほめられたものではないか。

　中学生の自分は、夜の街では浮いた存在のはずだ。上背もあるからか、大人びていて十五歳に見えない……と言われてはいるが、成人していると主張するには無理があるだろうし、補導員に見み咎とがめられれば面倒なことになるのは確実だ。

　この通りさえ抜ぬければ、コンビニエンスストアやチェーン展開するカフェがある。あの角を曲がりさえすれば、自分が身を置いても不自然に思われない界かい隈わいに出られる……と、うつむき加減で足早に歩いていたのだが、視界に違い和わ感かんのあるものが映り込んだ。

　白いブラウス、淡あわいレモンイエローのハーフパンツを身に着けた……子供？

「え……っ」

　なんで、深夜にこんな場所で子供がうろついている……？　と歩を緩ゆるませた直後、四、五歳であろうその子供が統夜の目前でボテッと転んだ。

　なかなか派手な転てん倒とうの仕方だったが、泣くか？　と身構えた統夜をよそに子供は泣き声を上げることなく身体からだを起こす。

「あ……」

　母親らしき女性は、後ろをついてきている子供が転んだことに気づかないらしく、立ち止まることなく歩いて行く。

　女性を呼び止めるべきか、子供をなんとかするべきか……迷っていると、前からスーツ姿の男性が歩いてくることに気がついた。

　右手に持った携帯電話を操作しながら歩いているせいで、間ま違ちがいなくあの男の視界に子供は入っていない。

　このままだと、子供を蹴けるか踏ふむか……無事ではないだろう。

「おっさん、前見ろよ！」

　咄とつ嗟さに発した統夜の声に、スーツ姿の男はビクッと顔を上げる。

　数歩先の足元に座り込んでいる子供にようやく気づいたらしく、チッと忌いま々いましげな舌打ちをして統夜を睨にらみつけると、子供の脇わきギリギリのところをすり抜けて行った。

「おい、怪け我がはしていないか？　危ないから、とりあえず立って道の脇に寄ろう」

　子供の前でしゃがみ込んだ統夜は、「ほら」と右手を差し出す。

　普ふ段だんは、子供とは縁えんがない生活をしていて……どう扱あつかえばいいのか、わからない。

　自分でもぶっきらぼうな言葉と態度だと思うが、子供はコクンとうなずいて統夜の右手を握にぎり返してきた。

「あ……？」

　瞬しゆん間かん的に、繫つないだ手が光を放ったように感じて目をしばたたかせた。

　なんだ？　静電気……とは、違ちがう。仄ほのかな金色の光はすぐに消えたけれど、右手……親指のつけ根が、熱い。　>>>♥

「なぁ、おまえ……」

　ひとまず道路の端はじに誘ゆう導どうした子供を、改めて見下ろす。

　少し色素の薄うすい栗くり色いろの髪かみは、白いリボンで左右二つに結ばれている。絹糸のように細くて、触ふれれば気持ちよさそうだ。

　四、五歳であってもハッキリとした顔立ちの、なかなかお目にかかれないレベルの美少女だった。

　テレビに出ている子役タレントや、街角で見かけるブティックの子供服モデルよりも、ずっと可愛かわいい。

　俗ぞくにいうロリコンの気などないはずなのに、目を奪うばわれる。心臓がギュッと握り締しめられているかのように、苦しい。

　女の子は、零こぼれ落ちそうに大きな瞳ひとみで、どこか不思議そうに目の前にいる統夜をジッと見上げていた。

　先ほどの不思議な光と、手の熱さを……この子も感じているのだろうか。

「あの、さ……今……」

　どう言えばいいのかわからなくて、言葉を濁にごしてしまう。

　その場にしゃがみ込んで女の子と視線の位置を合わせた統夜は、恐おそる恐る女の子の右手を摑つかみ、手のひらを上向きにして視線を落とした。

　夜の街の人工的な光でも、親指のつけ根に……半月形の痣あざがあることがわかる。

　自分の右手の同じ位置にある見慣れたものより薄く、形が対たい称しようで……。

「上じよう弦げんの月？」

　きっと、自分のものと合わせれば……満月の形になる。

　自然とそう思い浮うかべたのと同時に、頭上から女性の声が落ちてきた。

「ひろちゃん！　振り返ったらいないから、ママびっくりしちゃったわよ！」

　慌あわてた調子で、女の子に向かってそう言いながらチラリとこちらを見み遣やる目には、『不ふ審しん者』という女性の心の声がまざまざと表れている。

　このままでは、ヤバい人だ……と危機を感じた統夜が状じよう況きようを説明するより先に、『ひろちゃん』と呼ばれていた女の子がたどたどしく口を開いた。

「あ、あのね……ひろが、転んだ。お兄ちゃん、たすけてくれた」

「……そう。ありがとう」

　ふっと表情を和やわらげた女性の目から、あからさまな棘とげが消える。警けい戒かいは解き切っていないけれど、露ろ骨こつな不審人物扱いからは免まぬがれることができたようだ。

　フォローしてくれた女の子は、統夜を見上げて少し恥はずかしそうな笑みを浮かべた。

　目が合った瞬間、トクンと心臓が奇き妙みように鼓こ動どうを乱して、そんな自分に狼狽うろたえる。

　相手は、幼よう稚ち園えん児じくらいの子供だ。可愛いと感じたとしても、こんな……胸が甘く苦しくなるような、妙みような動どう悸きとは無む縁えんのはず。

　違う。ロリコンじゃないぞ！

　心の中で絶ぜつ叫きようしながら、脳内で自分を殴なぐりつけている統夜の前で、女性が女の子の左手を握る。

「ほら、行くよ。お兄ちゃんにバイバイして。もう、ママの手を離はなさないでね」

「ん……」

　コクンとうなずいた女の子が、はにかみながら統夜に右手を振った。

　路上でしゃがみ込んだままの統夜は、ぼんやりと女の子に手を振り返して……ハッと目をしばたたかせる。

　きっとあの子は、自分の『運命』だ。かすかに疼うずく、右手の『下か弦げんの月』が、そう主張している。

「っ……」

　我に返った統夜は雑ざつ踏とうに視線を泳がせたけれど、歓楽街には違和感のある親子の姿はどこにもなかった。

　路地への角を曲がったのか、どこかのビルに入ったのか……立ち上がって付近をうろうろしても、見つけられない。

「チッ、失敗した」

　ぼんやりとしていた、自分の不ふ手て際ぎわを悔くやむ。

　統夜の許もとにある情報は、『ひろちゃん』という名前と、右手の親指のつけ根にある『上弦の月』の痣だけだ。

　あの小さな女の子が、父親から聞かされた『片割れ』であると、理り屈くつではない本能が告げている。

　二年前、中学校へと進学する直前に父親に聞かされた『神』云うん々ぬんの話など、眉まゆ唾つば物ものだと真に受けていなかったのに……突つきつけられた『ひろちゃん』の存在が、理屈ではなく統夜に自覚をもたらした。

　父親や祖父が語ったことによると、自分が『夜神』ならば、あの子は『夢神』を継つぐ存在に違いない。

　かつて、一つだったという『片割れ』だ。だから、数分の接せつ触しよくにもかかわらずこれほど強きよう烈れつなインパクトを残しているのだろう。

　その『片割れ』が、自分にとってどのような意味があるのか……なにもわからないのに、激しい動悸が治まらない。

　あの子を傍そばに置かなければならないという、焦しよう燥そう感かんに似た強い願望が込み上げてくる。

　どうして、手を離してしまったのだろう。せめて、きちんとした名前と連れん絡らく先を聞いておくべきだった。

　……不審そうに統夜を見ていたあの母親が、尋たずねたところで教えてくれたかどうかは不明だが、なにもしなかったよりはマシに違いない。

「捜さがし出してやる」

　夜の街に佇たたずんだ統夜は、ポツリとつぶやいて右手を強く握り締めた。

　捜し出して、傍に置いて……どうするのか、具体的なことはなにもわからないのに、そうしなければならないと理屈ではなく心が求めている。

　あの子の意志？

　そんなもの、関係ない。

　だって、自分たちはかつて『一つ』だったのだ。

　惹ひかれ合い、求め合うのはお互たがい様に決まっている。







《一》







「あっ、ここにいた！　ヒロさん！」

「んー……？」

　無ぶ遠えん慮りよに名前を呼ばれた啓ひろ夢むは、銜くわえていたストローから口を離して顔を上げる。

　啓夢が座っているファストフード店の小さなテーブルの脇わき、すれ違うのも困難な狭せまい通路を塞ふさいで、若い女の子が二人立っていた。

　啓夢を見下ろしている女の子の一人が、目をパチクリとさせて首を傾かしげる。

「ええ？　これが、夕ゆう菜なの言ってた占うらないの人？　若い男の子なんだぁ。なんか、思ってたのと全然違う……」

　少し不安そうに想像と違うと言われて、苦く笑しようを滲にじませる。

　確かに……天然なのだが薄うす茶ちや色いろの髪かみと、左右の耳にトルコ石のピアスを装着した自分は、所謂いわゆる『最近の若者』の風ふう体ていらしい。占い師しという言葉から連想する人物像とは、かけ離れているだろう。

「でも、夢ゆめ占うらないがめちゃくちゃ当たるんだって！　悪夢祓ばらいもすごくて、御お守まもりを枕まくら元もとに置いたら、本当に怖こわい夢を見ることがなくなったし」

　どうやら夕菜と呼ばれている女の子が、いつかの「お客さん」だったらしい。憶おぼえるつもりがないせいか、名前も顔も記き憶おくにないけれど……。

「ねっ、座っていい？　この子、ヒロさんに観みてほしいんだって。それとも先客あり？」

「っと……二十分くらいだったら、いいよ」

　チラリと左手首の腕うで時ど計けいを見み遣やって、正式に約束してある『お客さん』と落ち合う時間まで二十分ほどの猶ゆう予よがあることを確かく認にんする。

「ちょっと待って。これを片づけてくる」

　テーブルに置いたトレイに転がっている、丸めたハンバーガーの包み紙とフライドポテトの空き容器を指差すと、女の子たちはうなずいて啓夢の向かい側に腰こしを下ろした。

　イスを立った啓夢は、ジュースのカップだけテーブルに残して、トレイの上のゴミをダストボックスに放ほうり込む。

　狭いテーブルのあいだを縫ぬうように歩いてテーブルに戻もどると、二人の女の子に改めて向き合った。

「ご用命は？」

　隣となりの夕菜をチラリと見上げた女の子は、前置きもなく本題に入った啓夢に少し戸と惑まどったようだ。

　それでも、事前に二十分くらいならいい……と予告しておいたせいか、時間を無む駄だにしたくないらしく、おずおずと答えた。

「えっと……悪夢を祓ってほしいの」

「了りよう解かい。じゃあ、簡単に内容を聞こうかな。あ、手……指先でいいから、触さわるよ」

　触ふれることを予告して、女の子の指先に自らの右手の指先をそっと触れ合わせる。

　話すように視線で促うながすと、躊躇ためらいがちに口を開いた。

「誰だれかに追いかけられる夢を、毎晩のように見てて……少しずつ距きよ離りが縮まってるみたいで気味が悪くて。捕つかまったら、どうなるんだろう……とか、ただの夢なのに怖くて、眠ねむれなくなりそう」

「追いかけられる夢……か」

　うつむいた啓夢は、目を閉じて指先に神経を集中させる。

　頭に浮うかぶのは、彼女が昨夜見た夢だ。

　……黒い人ひと影かげに追いかけられ、必死で逃にげ続ける。走っても走っても足音がついてきて、暗くら闇やみに捕とらえられそうになったところで目が醒さめた。

「ふー……」

　深く息をついて瞼まぶたを開いた啓夢は、触れていた女の子の指から手を離す。緊きん迫ぱく感かんと、激しい動どう悸き……恐きよう怖ふは本物だ。

　ただ、誰かから、わかりやすい呪のろいをかけられている……などの、外的な要因はなさそうだった。彼女自身の精神的なストレスが、悪夢を見る原因だろう。

『啓夢、この女おな子ごの不安の種を我が喰らうぞ』

「……ん」

　不意に耳元で聞こえた小さな声に、ほんの少し頭を上下させる。薄うす目めを開くと、啓夢の肩かたから飛び立ったバレーボールほどの大きさの黒い影かげが女の子の肩口にとまり、なにかを掘ほり起こすかのように耳元に鼻先を埋うずめた。

　さほど手間取ることなく用が済んだのか、すぐさま彼女の傍から離れて、啓夢の肩に戻ってくる。

　その間、およそ二十秒。

　女の子にとっては、耳元を風が吹ふき抜ぬけたような些さ細さいな感覚のはずだ。不思議そうに首を捻ひねって振ふり返り、埃ほこりを落とすように右肩を手で掃はらっている。

「一応、悪夢の元は祓ったけど……寝ねる時に、御守りを枕元に置いたら完かん璧ぺきかな。悪夢祓いと合わせて、三千円。どうする？」

　笑いながら指を三本立てて見せた啓夢に、女の子は少し不安そうな顔を見せる。

　十代の女の子にとっては、安くはない。でも、決して捻ねん出しゆつできない値段でもない……という、ギリギリのところに設定してあるつもりだ。

　相手によって変動する見返りは、もっと金銭的な余よ裕ゆうのある大人だと、ゼロの数が一つ増える。

「……舞まい香か」

　隣に座っている夕菜に促す声で名前を呼ばれ、彼女は躊躇いを残しつつうなずいた。

　不要だと突つっぱねないのは、それだけ悪夢に追い詰つめられていた証しよう拠こだ。

「うん。じゃあ……」

　バッグから財さい布ふを取り出すと、テーブルの上に千円札を三枚置く。その千円札を手に取った啓夢は、いつでも『お客さん』に渡わたせるよう常に持ち歩いている、小さな巾きん着ちやく型の御守り袋ぶくろを手て渡わたした。

「これ、御守りね。さっそく今夜から試ためしてみて。効果がなかったら……おれ、夜はたいていこのあたりにいるから、文句を言ってくれていいよ」

　このあたりと言いながら、小さなテーブルを指差す。

　毎日定まった場所にはいないけれど、ファストフード店だったり駅前のカフェだったり……若者が集まるこの駅周辺を、うろうろしているのだ。

　啓夢の言葉に、女の子はコクリとうなずいた。

「わかった。……ありがと」

　ここまでで、ピッタリ十五分だ。

　友人と視線を交かわして腰かけていたイスから立ち上がった女の子は、啓夢が渡した御守り袋を右手の中に握にぎり締しめて混こみ合うフロアを歩いて行った。

『相変わらず、阿あ漕こぎな商売だ』

　耳元で呆あきれたような声が響ひびき、ふんと鼻を鳴らした。この『相方』とは啓夢が十歳の頃ころからのつき合いだからか、説教くさいのは相変わらずだ。

「……効果は本物だろ」

　御守り袋自体は、市し販はんの安いものだ。

　ただ特別なのは、その中身で……売りつけた相手には言えないが、啓夢の髪が一本収まっている。

「ボランティアで、悪夢祓いをしているわけじゃねーんだ。おれも、生活がかかってるんだし」

　自じ慢まんできることではないが、今の啓夢は住所不定無職の身だ。日々生きていくために、特技を生かしてなにが悪い。

　そう開き直った啓夢に、肩のところに乗っている『相方』は苦い調子で言い返してくる。

『まったく、神こう々ごうしい力を軽々しく……』

「おい。最近このあたりで荒あら稼かせぎしているヒロってのは、おまえだな」

　いつまでも続きそうだった『相方』の言葉を遮さえぎった低い声に、啓夢はビクッと肩を震ふるわせて背後を振り仰あおいだ。

　第一印象は、『黒い』。

　スーツは黒と見み紛まごうばかりの濃のう紺こんで、前を開け放してあるトレンチコートも黒、ネクタイは唯ゆい一いつアイスグレーだが……髪も夜の闇やみを吸い込んだかのような、漆しつ黒こく。ついでに、夜なのに目元を隠かくすかのようなグラスの色が濃こいサングラス。

　平均年ねん齢れい、二十歳はたち前後であろう若じやく年ねん層が集まるファストフード店に、恐おそろしく場ば違ちがいな男が立っている。

　ざわついていた店内が静まり返り、居合わせた誰もが心の中で同じことをつぶやいているに違ちがいない。

　……ヤクザ？　と。

「おまえが、ヒロかって聞いてんだよ。悪夢を祓うって？」

「……そうだけど」

　傲ごう慢まんな口調で質問を重ねられて、短く答えた。

　周りの若者たちは怯ひるんでいるようだが、啓夢は怖こわくない。たとえ本物のヤクザだとしても、これほど人目のあるところで無体な行動には出ないだろう。

　いざとなれば、……逃げよう。短たん距きよ離り走そうは得意だ。

　あのテーブルを乗り越こえて、階段は……半分くらいなら、飛び降りられる。上ってくる人間に、前方を塞ふさがれなければいいのだが。

　逃げるための動線を横目で確かく認にんしながらシミュレーションしつつ、仁に王おう立だちしている男に聞き返した。

「なにかご用で？」

「用があるから、声をかけたんだ。……一いつ緒しよに来てもらおうか」

「おれ、人と待ち合わせしているんですケド」

　そろそろ、今夜のメインとなる依い頼らい人との待ち合わせの時間だ。先ほどの、飛び込みの女の子はいうなれば小こ遣づかい稼かせぎでしかない。

　彼女たちとは違い、夜の店で働く人たちに口コミで伝わっているらしい『占せん術じゆつ師しのヒロ』を求める、金払ばらいのいい大人の『お客さん』で……。

「それなら問題ない。本日二十二時の予約客は、俺だ。『相談』に乗ってくれるんだろう？」

「……ここじゃダメなんすか？」

　人を介かいしての予約客の詳しよう細さいは、逢あうまでわからない。

　占うらないに頼たよる人はキャバクラや風ふう俗ぞく店てんで働く女性が中心で、最近はホストの男性もチラホラ増えてきたけれど……この手の男は、初めてだ。

　人を外見で判断してはいけないと思うけれど、啓夢を見下ろしている男は、現実主義というか……占いやら悪夢祓ばらいといった、目に見えないものに縋すがるタイプではなさそうなのだが。

「こんなところじゃ、落ち着かないだろ」

　なにを考えているのか読み取ることのできない、低く淡たん々たんとした声でそう返されて、内心それもそうかとうなずく。

　だが、この男について行くのは危険だと、本能が警告している。

「えー……と、ここじゃ無理な『相談』？　怖いなぁ」

　緊きん迫ぱくした店内の空気を緩かん和わさせようと、啓夢は意図してすっ惚とぼけた口調で言いながら、へらりと笑えみを浮うかべた。

「チッ」

　のらりくらりとした啓夢の態度に苛いら立だったのか、舌打ちをして右手を上げた男が、目元を隠しているサングラスをゆっくりと外した。

「ぁ」

　男と視線が絡からんだ瞬しゆん間かん、啓夢はゾクリと悪お寒かんに似たものが背筋を這はい上がったのを感じて、身体からだを震わせる。

　奇き妙みように肌はだがざわつくと思えば、腕うでに鳥とり肌はだが立っていた。

　頭でなにかを考えるよりも先に、身体がこの男の視線に反応している。まるで、電気ショックにかけられたかのような衝しよう撃げきだ。

　啓夢は、間ま抜ぬけとしか言いようのないぽかんとした顔をしているはずだが、男は笑うでもなく無表情でこちらを見下ろしていた。

　標的を射い貫ぬくかのような真っ直すぐな視線は、啓夢に向けられたままだ。

　肉にく食しよく獣じゆうが、標的と定めた獲え物ものを逃にがさないよう視線で縫ぬい留めようとしているみたいで、動けない。

　それに……意外なのは、男の素す顔がおだった。

　妙みような迫はく力りよくというか貫かん禄ろくがあるので、もっと年とし嵩かさだと思っていたのだが、二十代後半か……せいぜい三十歳そこそこだと思われる。しかも、そうそうお目にかかれないランクの端たん整せいな容よう貌ぼうをしている。

　なんとなく物ぶつ騒そうな雰ふん囲い気きの漂ただようダークな装いをノーブルなものに変へん更こうすれば、どこかの御おん曹ぞう司し……というか、立派な紳しん士しだ。

『啓夢』

「っ、あ」

　肩かた口ぐちから名前を呼びかけられたことで、ようやく我に返った。

　白昼夢から醒さめたような心ここ地ちで軽く頭を振ふった啓夢が、夢ゆめ現うつつを彷徨さまようかのように目をしばたたかせていることなど、知る由よしもないのだろう。

　男は、表情を変えることなく口を開く。

「ソレにも関係するんだが、ここで話していいのか？」

「……っ」

　ソレ、と口にした男は、明らかに啓夢の肩に乗っている『相方』を視線で捉とらえていた。

　視線を追うように咄とつ嗟さに同じ場所を見み遣やった啓夢は、己おのれの失敗を悟さとる。

　誘ゆう導どうにまんまと引っかかった自分は、バカではないだろうか。普ふ通つうの人間には見えないはずなのだから、白を切ればよかったのに……。

　そもそも、本当にこの男にソレは見えているのだろうか。鎌かまをかけられただけなのでは……いや、鎌をかけるにも啓夢が『相方』を伴ともなっていること、その存在を知らなければ意味深な言動など取れないはずで……。

　考えれば考えるほど、混乱する。

　この男の得体が知れない。なにより、目的がわからなくて気味が悪い。

「どうする？」

「…………」

　男の視線と言葉に、啓夢がわかりやすく反応したせいか、ほんのわずかに唇くちびるを歪ゆがませて笑みらしきものを滲にじませる。

　ここで変に騒さわいで、今以上に目立つのは避さけたい。ヤクザらしい男に絡まれている啓夢を助けようなどと、余計な気を遣つかった誰だれかに通報されて警察沙ざ汰たになったりすれば、なにかと面めん倒どうだ。

「どこに行くって？」

「……ついて来い」

　出口のほうを視線で促うながした男に、ふっと短く息をついてイスから立ち上がる。

　普ふ段だんなら『正体不明な男について行くな』と騒ぎそうなものなのに、肩のところにいる『相方』は、なぜか黙だまり込んでいて……チラリと視線を向けた。

『あの御お方かたは……まさか』

　啓夢の肩に乗っている『相方』は、怪あやしげな男の正体に心当たりがありそうなつぶやきを漏もらす。

「知り合いか？」

　そんなわけはないだろうと思いつつ、小声で尋たずねてみる。

　黒いコートの背中を目で指すと、『相方』は蝙こう蝠もりのような羽をパタパタと動かして啓夢の前に飛び上がった。

『啓夢。心配は無用だ。ひとまず、あちらに従え』

「えぇ？　……心配無用って、マジかよ」

　どう見ても、堅かた気ぎの商売をしている人間とは思えないのだが……。

　啓夢がついてきていることを確かめようとしてか、怪しさ満点の男が歩みを緩ゆるめてこちらを振り返る。

　数メートルの距きよ離りが空いているせいか、足を止めて啓夢が追いつくのを待っているらしい。

『行くぞ、啓夢』

「あー……わかったよ」

　まぁ、『相方』が心配ないと言うのなら、命の危機にさらされるようなことはないはずだ。

　自分に声をかけた目的がわからない……なにより、得体の知れない男について行くことに気乗りはしないけれど、ため息をついた啓夢は渋しぶ々しぶと足を運んだ。

　人は大勢いるのに、奇妙に静まり返ったファストフード店は居い心ごこ地ちが悪い。しかも、さり気なくのつもりだろうが、身に受ける啓夢にしてみれば露ろ骨こつにチラチラ視線を投げかけられる。

　しばらく、この店に来るのはやめよう……と嘆たん息そくして、男の背中を視界の端はしに捉えながら狭せまい階段を下りた。







《二》







　黒ずくめの男は、啓夢の少し前をゆったりとした大おお股またで歩いている。ファストフード店やカラオケルーム、居酒屋等の飲食店が多数立ち並んでいる駅前を離はなれて、片側三車線の幹線道路に出たところで足を止めた。

「乗れ」

　啓夢を振り返り、短くそう命じた男が視線で指した路ろ肩かたには、黒くろ塗ぬりの大型セダンが停とまっていた。

　丁てい重ちように手入れされていることを示す、汚よごれも傷一つもないピカピカに輝かがやくボディが、夜の街に異い彩さいを放っている。

　名前は知っていても、直接目にする機会はあまりない国産高級車だ。どう見ても、平へい凡ぼんな一いつ般ぱん人が乗る車ではない。

　啓夢の乏とぼしい知識では、やはり『ヤ』のつく物騒な人たちの御ご用よう達たしとしか思えなくて……ヒクッと唇の端を引き攣つらせた。

「おい？」

「し、知らない人と密室で二人きりは避けたいなぁー……とか」

　言われるがままに、この車に乗り込むのは危険だ。

　そう本能に警告され、なんとか捻ひねり出したそんな啓夢の逃げ口こう上じようを、男はふんと鼻で笑って蹴けり飛ばした。

「二人きりじゃないから安心しろ」

「え……えっ、安心……って」

「ゴチャゴチャ言ってないで、乗れ」

　気が長くはないらしく、押し問答に焦じれたように眉まゆ根ねを寄せた男は、後部座席のドアを開けると啓夢の腕うでを摑つかんで車内に押し込んだ。

「うわっ、ちょっ……と」

　車のシートに投げ出された啓夢が体勢を整えて逃げる間もなく、退路を断たつ形で男が乗り込んでくる。

　ドアが閉まると、すぐさま車が動き出した。と、いうことは……運転席に第三の人物がいるようだ。

　恐おそる恐る横目で見遣ると、運転席のヘッドレストからはみ出した頭が見える。

「コレ、立派な拉ら致ち現場だろ。ケーサツ呼ばれたりとか……」

　歩道を通りかかった通行人からすれば、ワカモノがヤクザに拉致された事件現場にしか見えないはずだ。

　車のナンバーも合わせて、通報されているのでは……と、革かわ張ばりのシートに腰こしかけている男をチラリと目にして反応を窺うかがう。

「通報されていたとしても、問題はない。星ほし川かわ、適当に都内を流せ」

「はい」

　男が星川と呼びかけた運転席から、若い男の声が短く返ってきた。

　もう一人いるからといって、安心はできない。この、正体不明な男のお仲間だ。危険が倍になるだけでは……。

　可能な限り自分の脇わきにある車のドアに身体からだを寄せて、隣となりに座る男から距離を取っていたけれど、無ぶ遠えん慮りよに顔を寄せられて肩を強こわ張ばらせた。

「ここ半月くらいか……あのあたりで、いい商売をしているようじゃないか」

「……許可がいりましたかね」

　男と目を合わせないように、微び妙みように視線をずらして答える。

　つい先ほど……ファストフード店でチラリと視線が絡からんだ瞬しゆん間かん、奇き妙みような感覚に襲おそわれた。蛇へびに睨にらまれた蛙かえるとでもいうか、逃にげ出すことができなかった。

　あの、喩たとえようのない危機感は忘れていない。密室に加えて、この近さで目を合わせるのは避けたい。

　目を逸そらし続ける啓夢の態度は不自然なはずだが、男はマイペースで言葉を続ける。

「そんなものは不要。ただ、やり方が下手だ。変に目立つせいで、質たちの悪いのに目をつけられるところだったぞ」

「あ……」

　あんたみたいな？　と面と向かって言い返してしまいそうになり、ギリギリのところで口を噤つぐむ。

　啓夢が言葉を飲み込んだことがわかったのか、目の前の男が「クッ」と低く笑うのが伝わってきた。

「悪夢を祓はらう……か」

　わざわざ『客として予約』をしてきたことからも、啓夢がどのような『商売』をしているのか、なにもかも把は握あくした上でこうして向かい合っているに違ちがいない。

　白を切るのも今いま更さらかと、啓夢は意識して淡たん々たんとした口調で返す。

「子こ供ども騙だましの、暗示だよ。母親が占せん術じゆつ師だったから……見よう見まねで、憶おぼえたんだ。不安がある人間は、コレがあれば大だい丈じよう夫ぶって断言して適当なアイテムを持たされたら、それだけで効くって思い込んで安心するんだ。プラシーボ効果ってやつ？」

　澱よどみない説明だったと、心の中で自画自賛する。

　この文言なら、不自然さも感じさせず……啓夢の『商売』がどんなものなのか、男を納なつ得とくさせられるはずだ。

　少しだけ緊きん張ちようを解こうと、ふっと息をついた瞬間を見計らったかのように、男が「くくくっ」と肩かたを揺ゆらした。

「なるほど。子供騙しの暗示、か。……そんなモノを憑つけておいて、苦しい言い逃のがれだな。さっきから、黒い豚ぶたが睨んできているぞ」

「ッ！」

　啓夢が息を吞んだのと同時に、肩口から憤ふん慨がいした口調の『相方』の苦情が聞こえてくる。

『豚とは！　我は、由ゆい緒しよ正しい獏ばくであります。いくら貴方あなた様でも、豚呼ばわりは受け入れられませぬ』

「…………」

　男は、『相方』の地じ雷らいを見事に踏ふみ抜ぬいたようだ。普ふ段だんは達観したように飄ひよう々ひようとしているのに、憤いきどおりを露あらわにしている。

　黙だまってろよと『相方』を睨みつけた啓夢は、コクンと喉のどを鳴らして男の様子を窺う。

　ファストフード店でもまさか、とは思っていたが……やはり、見えているとしか考えられない。

　豚呼ばわりに対する苦情に、ほんの少し笑えみを浮うかべていることからして、もしかして声も聞こえているのだろうか。

　ある日突とつ然ぜん、目の前に現れた『相方』とは十年に及およぶつき合いだが、これまで啓夢以外には存在を認にん知ちした人間はいなかった。

　ものすごく気になる。けれど、あっさり肯こう定ていされるかもしれないと思えば怖こわくて、確かめることができない。

　コレが見えていると仮定して……啓夢を車に連れ込んだ男の目的は、どこにある？

　膝ひざ元もとに視線を落として唇くちびるを嚙かむ啓夢に、男はこれまでと変わらない調子で話し続ける。

「どうせなら、もっと効率よく稼かせごうと思わないか？　俺と手を組めば、単独でふらふらするより危険もなく……数倍、いや数十倍は報ほう酬しゆうが跳はね上がるぞ」

「……胡散くさ……」

　眉まゆを顰ひそめて、ぽろりと本音を零こぼしてしまった。まさかとは思うが、それが啓夢にコンタクトを取ってきた目的なのだろうか。

　効率よく稼ぐだと？　それも、この男と手を組んで？

　……美味おいしい話には、必ず裏がある。

　特に、夜の街を慣れたふうに闊かつ歩ぽしている類たぐいの人間の言葉にホイホイと乗っかってはならないということは、母親の教えでもあった。

　無遠慮な啓夢のつぶやきは男にも聞こえているはずだが、機き嫌げんを損そこねた様子もなく「ははっ」と笑う。

「それもそうか。美味うまい話に飛びつかないのは、賢けん明めいだ。即そく答とうしろとは言わん。明日の夜まで猶ゆう予よをやるから、考えておけ」

「なに、勝手に……」

「おまえは、嫌いやとは言えないはずだ」

　言葉の終わりと同時に、頭を摑むようにして顔を上げさせられる。

　近くにいても、これまでは啓夢に触ふれようとはしなかったのに……不意打ちだったせいで、顔を背そむけるタイミングを逃してしまう。

「あ……」

　至近距きよ離りで、視線が絡む……。

　薄うす暗ぐらい車内でも、真っ直すぐにこちらを見み据すえる男の目は強きよう烈れつだった。

　距離が近いせいか、ファストフード店で感じたものとは比ひ較かくにならない圧あつ迫ぱく感かんに襲われる。

　男が全身に纏まとう、夜の闇やみのような……ズシリと重い黒いオーラに、吞のみ込まれそうだ。

　ドクドクと猛もうスピードで脈打っている心臓の鼓こ動どうは、まるで警けい鐘しようだ。

　逃げなければならないと思うのに、動けない。目前の男を睨みつけ、指先をかすかに震ふるわせるのが精いっぱいだ。

「啓夢。おまえは、かつて……俺と同じモノだった。片割れだ」

　名前を……この男に教えたか？

　ぼんやりとした頭に、緊きん迫ぱく感かんにそぐわないそんな疑問が浮かぶ。

　視線で啓夢を縫ぬい留めた男は、端たん整せいな顔を寄せてきて……唇が触れた。

「ッ、な……に」

　ビクリと身体を震わせた啓夢は、金かな縛しばりが解けたかのように慌あわてて顔を背けて男の肩に手をかける。

　コイツは今、なにをした？

　キス……とか、悪あく趣しゆ味みな嫌がらせだ。

　狭せまい車内に、逃げ場はない。せめてもの抵てい抗こうとばかりに、背中をドアにピッタリと押しつけて可能な限り男から離はなれる。

　右手の甲こうで唇を拭ぬぐって、意外なほどやんわりと触れてきた男の唇の感かん触しよくを消そうとしていると、強い力で手首を摑つかまれる。

「へぇ……動けるのか。さすがだな」

「なにが、さすがだ。いきなり、意味不明なことしやがって……ヘンタイ」

　手首に絡む男の指を振ふり解ほどこうとしても、力が強くて逃げられない。忌いま々いましい思いで、睨みつけて言い返す。

　啓夢に顔を寄せている男は、奇妙にも楽しそうな笑みを浮かべていた。

「俺のために……と思いたくなるほど、いい具合に育ったな。容姿だけでなく、容易たやすく屈くつしそうにない生きのいい気き性しようも好みだ」

「は……ぁ？」

　目の前の男が、なにを言っているのか……なにを考えているのか、ワケがわからない。からかっているのかとも思ったけれど、啓夢を見据える瞳ひとみは真しん剣けんな光を湛たたえている。

　真っ直ぐな視線も、手首を摑む指の力強さも……伝わってくる熱も、口調ほど軽いものではない。

　どうして、そんなに一いつ生しよう懸けん命めいこちらを見ているのだろう？　と、疑問が過よぎり……抗あらがおうとしていた身体からだから少しだけ力が抜けた。

　啓夢に生じたその隙すきを、男は見み逃のがさなかった。

「ッ、え……？」

　指を組み合される形で手を合わせられた瞬しゆん間かん、親指のつけ根あたりに熱湯を浴びせられたかのような鋭するどい痛みが走る。

　肩を竦すくませたと同時に、またしても唇を塞ふさがれた。

「ぅ、ん……んんっ！　ゃ……！」

　……違う。さっきのような、押しつけるだけの接せつ触しよくではなく……口こう腔こうに侵しん略りやくしてきた熱い舌が、絡からみついてくる。

　男の手と、ピッタリ組み合わせられた右手が熱い。　>>>♥

　指先まで痺しびれているみたいで、そこでなにが起こっているのか怖くて、確かめたいのに……動けない。

　手を振り払はらうこともできず、強ごう引いんな口づけから逃れることもできなくて……ドクドクと激しく脈打つ心臓の鼓動だけが、やけにリアルだ。

『……啓夢。身を任せていいのか？』

「っだ、めだ！」

　頭の上から聞こえてきた『相方』の言葉で、ようやく我に返った。

　なんとか男の口づけから顔を背けて、震える左手で上質そうな生き地じに包まれている肩を押し戻もどす。

「は……っ、はぁ……」

　肩で息をつきながら、目の前でパチンと風船が弾はじけたような、白昼夢から醒さめたような……不可解な心ここ地ちで、忙せわしなく瞬まばたきを繰くり返した。

「チッ、野や暮ぼだな」

　男が低く不満を零こぼした直後、淡たん々たんとした落ち着いた声が車内に響ひびく。

「……同意を得ずに、痴ち漢かん行こう為いに及んだあなたも野や蛮ばんだと思いますが」

　啓夢はビクッと肩を揺らして、声が聞こえてきたほうを見み遣やる。前席のヘッドレストから、運転席に座っている人物の頭が覗のぞいていた。

　そうだった。ここには、もう一人……車を運転している人物がいたのだ。これまで一言もしゃべらず、気配さえ感じなかったので存在を忘れていた。

「車、停とめろ。……降ろせよ。なにが目的か知らないけど、ケーサツに通報するぞ」

「ふん。通報されても、どうってことはないと言わなかったか？　それに、俺の目的は話したはずだ」

　睨にらみつけた男は、啓夢の言葉など意に介かいさないとばかりに鼻で笑って、摑んでいた右手を解放した。

　右手が、ふっと軽くなったみたいだ。

「停めますが……」

　ゆっくりと車のスピードが落ち、停車寸前のところで目の前の男を睨みつけながら背中側のドアの取っ手に指をかけた。

　グッと指先に力を込めると同時に、運転席の男が落ち着いた口調で言葉を続ける。

「危険なので、車道側に飛び出さないでくださいね」

　啓夢が道路に飛び出そうとしていたことはお見通しだったらしく、ドアを開けようとした動きはロックに阻はばまれてしまった。

「バカか。こちらから出ろ」

　自分の脇わきにあるドアを開けた男が、先に車から降りる。急いで車外に出た啓夢は、即そく座ざに走って逃にげようとしたけれど……十センチばかり自分より上背のある男に腕うでを摑まれて、身動きが取れなくなる。

「じゃあな。また明日の夜に。……捜さがし出すのに、十五年もかかったんだ。あと一日くらい、どうってことはない。……あ、忘れ物だ」

　啓夢の背中側に手を回した男は、デニムパンツの尻しりポケットになにかを突つっ込んで車に戻った。

　啞あ然ぜんとする啓夢の前で、黒い車は滑すべるような動きで走り出し……視界から消えた。

　目の前の広い道路は深夜にもかかわらず交通量が多く、結構なスピードで途と切ぎれることなく車が走り抜ぬけていく。

　先ほど、啓夢が後先考えずに後部座席から車道側へと飛び出していたら……無事ではなかっただろう。

　ゾッと鳥とり肌はだが立った腕を擦さすっていると、肩かた口ぐちから『相方』の声が聞こえてきた。

『よもやと思ったが、やはりあの御お方かたは……』

「おまえのこと、黒くろ豚ぶたって言ってたぞ。視みえてた……んだよな」

　ぽつぽつと答えた啓夢は、そういえばさっきなにかを……と思い出して、デニムパンツのポケットを探さぐる。

　指先に触れた紙し片へんを引き出し、目の前を走り抜ける車のヘッドライトや街灯の光に翳かざした。

「名めい刺し？　御影、統夜。……って、はぁっ？」

　大きく印字された名前の上に記されている、肩かた書がきらしき部分に視線を走らせて……目を瞠みはった。

『どうした、啓夢。素すっ頓とん狂きような声を上げて』

「いや、だって、あの男……いやいや、噓うそだろ。偽にせ物ものの名刺で、純真な若者を騙だまそうとしてるんだ。その手に乗るか。明日の夜に、とか……勝手に決めやがって。二度と逢あわねーよ、キスドロボー！」

　白い紙片を手の中でぐしゃぐしゃに丸めた啓夢は、車道に向かって投げようとして……ゴミを投げ捨てたらダメか、と顔を顰しかめてポケットに突っ込む。

　何気なく右手を見下ろすと、親指のつけ根……やわらかな丘きゆう状になっている部分にある半月形の痣あざが、やけにハッキリと浮うかび上がっているように見えて、目をしばたたかせた。

　ぶつけたことによる内出血ではなく、見慣れた、生まれつきの痣だ。急激に濃こくなったり薄うすくなったりする類たぐいの痣ではないはずだから、錯さつ覚かくに違ちがいない。

　この手を、あの黒い男に強く摑まれた……こう表現するのは気分がよくないけれど、ギュッと手を繫つながれたことを思い出して、肩を落とす。

「はぁ……なんか、ドッと疲つかれた。今夜は、カプセルホテルで寝ねるかなぁ」

　正体不明の男に連れ回されたことによる精神的な疲ひ労ろうのせいか、全身が重い。いつものように、カラオケルームやインターネットカフェでの仮か眠みんではなく、きちんと眠ねむることを目的とした空間で心身を休めたかった。

　それでも、節約第一を目的に考えると……カプセルホテルがいいところなのだが。

「うぅ……男にチューされた。なぁ、なんで黙だまって見てたんだよ。もっと早くに声を掛かけてほしかった……」

　それも、ただのキスではない。舌が痺れるような、濃のう厚こうなやつだ。

　舌を絡ませ、口腔の粘ねん膜まくを舐なめ回された……うっかり生々しい感かん触しよくまで呼び起こしてしまいそうになり、唇くちびるを嚙かんで痛みに置き換かえる。

　一応、割り込んではくれたが……そのタイミングが遅おそかったことに対する不満を零すと、『相方』はのんびりとした調子で返してくる。

『本気で啓夢が嫌いやがっていたら、阻そ止ししたのだが』

「い、嫌がってただろ！」

　ギョッとした啓夢は、まるで自分が嫌がっていなかったかのような言い回しに、拳こぶしを握にぎって抗こう議ぎをする。

『それにしては、抵てい抗こうが弱々しかっただろう。生命の危機に直面したり、心底厭いとうてないのであれば、我は余計なことはしない』

　そうだ。コレは、初めて逢った十歳の時から変わらず、徹てつ底ていしてスパルタ教育を貫つらぬき通すスタンスだった。

　啓夢は、これ以上文句を言っても無む駄だかと特大のため息をついて、もう一つ気になっていたことを尋たずねる。

「つーか……あの男に、心当たりがありそうだったよな？　正体に思い当たることがあるなら、話せよ」

『うーむ……我も、半信半疑なのだ。でも……目が合ったことといい、啓夢への言動といい、可能性は一つ……』

「うん？」

　夜が更ふけて、人けの少なくなった歩道をゆっくりと歩きながら、『相方』の語る可能性とやらに耳を傾かたむけた。







《三》







　コーヒーショップの硬かたいスツールに座った啓夢は、歩道に面した大きなガラス窓越ごしに目の前を行き交かう人たちを眺ながめる。

　このところ毎日のように通っていたファストフード店からは、駅を挟はさんだ反対側の地区だ。

　ゲームセンターやカラオケルーム、激安居酒屋と言われる雑多な店が並び、十代半ばから二十歳はたち前後の若者が多いあのあたりとは街の雰ふん囲い気きが異なる。

　駅前の通りでは居酒屋チェーンの看板は目につかず、ショットバーやビストロと呼ばれる飲食店ばかりだ。コーヒーショップの利用客だけを見ても年ねん齢れい層が少し高いので、会話も控ひかえ目で落ち着いた空気が漂ただよっていた。

　ここでは、薄うす茶ちや色いろの髪かみに左右の耳にピアス……カジュアルな服装の啓夢は、年齢的にも浮いて見える存在だろう。

「しばらく、あっちのほうには行きづらいしなぁ」

　特に、昨夜のファストフード店は一週間くらい避さけたい。

　さほど騒さわいだわけではなくても、あの黒くてデカい男のせいで注目を浴びていたことは間ま違ちがいないのだ。自分のような常連客の記き憶おくにはまだ新しいだろうし、悪目立ちするのは望ましくない。

　ただ、あの界かい隈わいを避け続けるのには、日々の糧かてに関かかわる切実な問題がある。このあたりでは、啓夢の『特技』を頼たよる『お客さん』は期待できない。

　啓夢の連れん絡らく先を知っていれば、直接コンタクトを取ってくるだろうけれど、今夜は……今のところゼロだ。

　テーブルに置いてあるスマートフォンから目を逸そらしてふっと息をつくと、結けつ露ろして水すい滴てきが滴したたるグラスを摑つかみ、ストローを吸い上げた。

　氷がすっかり溶とけてしまい、アイスカフェラテだったものがカフェラテ風味の水へと変へん貌ぼうしている。

「んー……薄い」

　ストローから口を離はなした啓夢は苦い表情でつぶやいたが、喉のどの渇かわきを癒いやすことはできるだろうと、邪じや魔まになるストローを引き抜いてグラスに直接口をつける。グラスを呷あおり、底に溜たまっていた冷たい水を小さな氷こおり粒つぶごと喉に流した。

「はぁ、移動するかな」

　そろそろ、ここのカウンター席に座って一時間近くが経たつ。

　テーブルにモバイルパソコンを広げ、自分と同じくらい居座っているスーツ姿の人もいるが、追加でドリンクやフードを購こう入にゆうしている。カフェラテ一いつ杯ぱいで長居をするのには、限界があるだろう。

　デニムパンツのポケットにスマートフォンを突つっ込んだ啓夢は、コーヒーショップを出て夜の街を歩き出す。

「つっても、どこに行くかなぁ。あんまり持ち合わせがないんだよね。あの男と鉢はち合あわせしそうなところは、避けるとしてー……」

　また明日の夜に、などと尊大な態度で当然のように言い放った男を思い浮かべて、眉まゆを顰ひそめた。

　捜さがしたとか言っていたが、知ったことではない。昨夜ゆうべ、『相方』から聞いた話が事実であっても……ハイそうですかと、信じられるものか。

　啓夢の独り言に、頭のすぐ脇わきから咎とがめる口調の声が返ってきた。

『啓夢。何なに故ゆえにあの御お方かたを避けようとする？』

「何故……って、ワケがわかんないからだよ。だいたい、あの御方とかって……啓夢って呼び捨てにされてるおれとは、えらく扱あつかいが違うな」

　啓夢に対する『相方』の言動は、初っ端ぱなから対等か……それ以下だ。むしろ、なにも知らなかった啓夢を教育してくれたと言ってもいい。

　それなのに、あの黒い男にはやたらと恭うやうやしいような気がする。

『昨夜も話しただろう。御影の血統は、夜を統すべる神を継つぐ。あの御方は啓夢のことを片割れと口にされていたが、我らとは立ち位置が異なる』

「……夜の神様、ね」

　小さく口にして、昨夜の黒い男を思い描えがいた。

　確かに、夜の闇やみを纏まとっているかのような空気を全身に漂わせていた。

　御影統夜、という名前からして仰ぎよう々ぎようしいあの男は、『相方』から『夜神』だと聞かされた。

　昔から他人の夢を覗のぞき見することができ、一筋の髪や爪つめの欠片かけらが悪夢を退ける。その上、悪夢を喰くう『相方』を伴ともなっている啓夢は『夢神』らしいので、夜の神などあり得ないだろうと笑い飛ばせないのだが……。

「かつて、『俺と同じモノ』だったって？」

　こちらを見下ろす鋭するどい瞳ひとみを思い出しながらつぶやき、ふっと吐と息いきをついた。

　事情を知っているらしい『相方』に、一応、説明はしてもらったけれど……あんなに偉えらそうな男と『同じ』だなんて、信じられないし受け入れ難がたい。

　啓夢が半信半疑……八割くらい信じていないことは、声にも表情にも表れているに違ちがいない。肩かたのところから、『相方』が窘たしなめる調子で語りかけてくる。

『それも、話した通りだ。諦あきらめて、事実を受け入れるのだ。もともと、御影の血統に継がれていた夜の神は、夢を操あやつる力を有していた。三百年ほど前、継けい承しよう者が双ふた子ごとして生まれ……能力も分かたれたのだ。ただし、本来夜の神が主体だ。つまり、啓夢は夜を統べる神の右みぎ腕うでであり……我は、左ひだり腕うでといったところか』

　昨夜も同じ説明を聞かされたが、やはり釈しやく然ぜんとしない気分だ。

　あの黒い男、御影が『夜神』で、自分が『夢神』を引き継いでいるというところまでは、認めるとして……能力が分かたれた結果、あの男の右腕だと？

「腕一本って、雑ざ魚こっぽいな……」

　自分の右手を見下ろして、ぽつりと口にする。

　大本となるのが、あの男で……自分は、右腕一本か。意のままに動かされそうで、愉ゆ快かいな気分ではない。

『何を言うか。右腕は、重要な存在であろう。だからこそ、あの御方が自ら啓夢を捜し出したのではないか？』

　自じ称しよう左腕である『相方』は、黒い羽をパタパタ動かして啓夢の頭付近を行き来しながら『卑ひ屈くつなことを言うでない』と窘めてくる。

　確かに、右腕は重要だ。あの男にとって、自分はなにかしら利用価値があるのだろう。

　ぼんやりと考え事をしながら目的地もなく歩道を歩いていると、突とつ然ぜん街路樹の陰かげから腕を摑まれた。

「……おい」

「ひぁっ！」

　驚おどろいた啓夢は、ビクリと全身を硬こう直ちよくさせて腕を摑んでいる不ふ審しん者に顔を向ける。

　比ひ喩ゆではなく、心臓が口から飛び出るかと思うほど驚いた。ドッドッと、猛もうスピードで脈打っている。

「び……びっくり」

「ふっ、わかりやすい驚き方だな。目が真ん丸だ」

　上うわ擦ずった声でつぶやくしかできない啓夢の驚きようがおかしいのか、こちらを見下ろしている男は人の悪い笑えみを浮うかべている。

　木の陰に潜ひそんでいたこともあってか、夜の闇に溶け込むようにして立っていた男に気がつかなかった。

　上背のあるがっしりとした体たい軀くのこの男は、とても街路樹に隠かくれ切れるサイズではないのだが、まったく目に留めていなかった自分が不思議なくらいだ。身を屈かがめて標的と定めた獲え物ものを狙ねらう、肉にく食しよく獣じゆうのような気配の殺し方だった。

「なんで……」

　まるで、自分がここを通りかかることを知っていたようなタイミングでの登場だ。ずっと跡あとをつけられていたのではないかと、気味が悪い。

「ストーカーかよ」

　声にも目にも、たっぷりと疑念を滲にじませてつぶやくと、男は啓夢の腕を摑んだまま目を眇すがめて大きく息をついた。

「そんな、暇ひま人じんのようなことをするか。おまえが、この界隈をうろついていることは知っていたからな。同じ店には現れないだろうし……駅のこちら側かと、見当をつけた。近づけば、ソレで居場所を察知できる」

　ソレと意味深な言い回しで口にしながら、啓夢の肩あたりに浮かんでいる『相方』にチラリと視線を向ける。

　かつて同一の存在だったという啓夢が、御影の……『夜神』の『右腕』だとしたら、そこに浮いている『相方』は御影の『左腕』のようなものだと聞いたばかりだ。居場所を感知できたとしても、さほど不思議ではないか。

「……優ゆう秀しゆうなレーダーをお持ちのようで」

　皮肉を口にした啓夢に、御影は機き嫌げんを損そこねたふうでもない苦く笑しようを滲ませる。

　我が儘ままな子供を相手に、「仕方がないやつだ」と軽くいなしているような余よ裕ゆうを滲ませていて、面おも白しろくない。

　この男は、たぶん自分よりずっと年上で、実際に啓夢など子供に見えているのかもしれないが……。

「昨夜の返事を、聞かせてもらおう……と言いたいところだが、路上の立ち話で済ませられるものではない。ゆっくり話ができる場所へ移るか」

　場所を移そうと誘さそいかけているようでいて、こちらを見み据すえる視線からは啓夢に否いなとは言わせない圧を感じる。

　腕に食い込む指の力も強くて、逃にがさないからなと言葉ではなく語っているようだ。

「わかった。おれも、あんたに聞きたいことがある。逃げねーから……手、離はなしてくんないかなぁ。連行されてるみたいで、気分がよくない」

　逃げる意志はないと、肩の力を抜ぬくことで示す。左腕を摑つかんでいる御影の手を指差すと、意外そうに目をしばたたかせた。

「昨夜とは、えらく態度が違うな」

　御影を不審人物だと捉とらえた啓夢が、昨日は全身に警けい戒かい心しんを纏まとい、睨にらみつけ……隙すきをついて逃げようとしていたせいか、今の落ち着きが不思議なのだろう。

　どう言えばいいのか迷い、言葉を探すうちに面めん倒どうになって説明を放ほう棄きした。

「……コイツから、軽く聞いた」

　御影にも見えているはずの『相方』を、チラリと視線で指す。

　自らの口で語ろうとはしない、無礼な上に無ぶ精しような態度だったと思うが、御影は笑みを深くして啓夢の腕を摑んでいた指の力を抜いた。

「聞き分けのいい子は好きだぞ」

「あんたに好かれても、嬉うれしくねーよ」

　憎にくまれ口を叩たたいた啓夢にも、なにが面白いのか……端たん整せいな顔に楽しそうな笑みを浮かべたまま、すぐ傍そばの路ろ肩かたに停とめられている昨夜ゆうべと同じ黒くろ塗ぬりの高級車へと誘ゆう導どうされた。
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「着いたぞ。降りろ」

　車に乗ったまま敷しき地ち内に入り、玄げん関かん前の車寄せで降りるように促うながされる。

　啓夢と御影を降ろした車は、そのまま建物の脇わきに延びる小道を進んでいった。庭の奥に、ガレージがあるのだろう。啓夢には一言も話しかけてこなかったけれど、運転していたのは昨夜と同じ人物のようだ。

「……ここ、なに？」

　玄関前で足を止めた啓夢は、御影を見上げて短く問いかけた。

　ゆっくり話ができるところ、とだけ聞かされていたのだ。

　昨夜と同じように、都内を周遊する車の中か……どこか個室のある店にでも連れて行かれると思っていたのだが、最初から啓夢をここへ連れてくることを決めていたのか、真っ直すぐに車を走らせていた。

　啓夢の疑問に、御影は簡潔な言葉で返してくる。

「仕事場兼けん、自宅だ」

「仕事場？」

　普ふ通つうの民家に見えるのに、仕事場とは……ますます怪あやしい。

　まぁ、都内の一等地に建つ、重じゆう厚こうな純和風建築の一戸建て……という点は、『普通』とは言い難がたいが。

「いいから、入れ」

　外観は歴史のありそうな日本家屋なのだが、錠じようは電子式を採用しているらしい。扉とびらにカードを翳かざした御影は、引き戸を開けて啓夢を促す。

　人感センサーを備えているらしく、玄関の内側にパッと光が灯ともった。

　レトロなのかと思えば、見た目の雰ふん囲い気きからは予想もつかない最新のシステムが取り入れられていて……面白い。

「こっちだ」

　廊ろう下かを進む御影の後をついて廊下を歩き、開かれた襖ふすまから室内を覗のぞき込む。応接室なのか、調度品がほとんどない簡素な部屋だ。窓には、シミ一つない白い障子……板の間に、花か瓶びんが飾かざられている。畳たたみ敷じきの、純和風……だが、床ゆか暖だん房ぼうだとしても驚かないぞと、身構えつつ足を踏ふみ入れた。

「座れ」

　うなずいて分厚い座ざ布ぶ団とんに腰こしを下ろすと、当然のように御影が隣となりに座り込む。

　昨夜ほどではないが、警戒心は解き切っていない。ビクッと肩かたを震ふるわせたことが伝わったのか、御影が「くくっ」と低く笑った。

「男を知らない、生き娘むすめみたいな反応だな」

「……なんだよ、その喩たとえ。娘じゃねぇし、男なんか知ってて堪たまるか」

　気味の悪い喩え方をするな、と眉まゆを顰ひそめる。

　啓夢は不ぶ躾しつけな口の利きき方をしていると思うのだが、御影は機嫌を損ねたふうでもなく言葉を続けた。

「ふーん……鑑賞用としてでも、極ごく上じようの部類だ。手元に囲いたがる男もいただろうに、無事でなにより」

「……誰だれかサンみたいに、男女関係なく無節操な痴ち漢かん行こう為いをする人間ばかりじゃないってことだよ」

　ジロジロと観察するように啓夢の全身を眺ながめながら、気分のよくない台詞せりふを吐はく御影を睨みつけた。

　昨夜といい……失礼極きわまりない男だ。

　御影から少しでも距きよ離りを取ろうと身体からだを逃がしていると、開け放されたままの襖からスラリとした男が入ってきた。

　テーブルに茶ちや托たくと湯ゆ吞のみを置き、

「お茶でよろしいですか？　私は隣りん室しつに控ひかえていますので、ご用がございましたらお呼び立てください」

　それだけ言い残して、足音を立てることなく部屋を出ていく。

　声からして、車の運転をしていた男と同一人物に違ちがいない。

　二十代後半だと思うが、初めてまともに容姿を目にした。黒くろ髪かみに白い肌はだ……パッと見では性別に迷うほどの美形だ。それなのに、存在を押し殺すかのように気配を感じさせない不思議な空気感の男だった。

　シン……と沈ちん黙もくが広がり、会話の糸口を探さぐる。

「啓夢」

「なんだよ、って……そういえばおれの名前、調べたのか？」

　馴なれ馴れしく名前を呼ばれて、御影に顔を向けた。三十センチほどの距離で目が合い、ジッと視線を絡からませることになる。

　漆しつ黒こくの髪かみと、夜の闇やみを吸い込んだかのような瞳ひとみだ。心の内まで探ろうとするかのように、真っ直ぐ啓夢の目を覗き込んでくる。

　ここで目を逸そらしたら、怯おびえているみたいで悔くやしい。……負けるものかと、挑いどむような心ここ地ちで御影の目を見み詰つめ返した。

　どれくらい時間が経たっただろうか。

　鋭するどい眼まな差ざしで啓夢を凝ぎよう視ししていた御影が、不意に笑えみを浮うかべた。

「やはり間ま違ちがいないな。おまえは、俺の片割れだ」

「おれは夢の神で……あんたは、夜の神って？　あんたには、この『獏ばく』も……視みえてるんだよな？」

　おずおずと問いかけた啓夢の視線を追って、御影がテーブルの端はしに座っている啓夢の『相方』に目を向ける。

「話には聞いていたが、『獏』ってのは羽の生えた黒くろ豚ぶただったんだな。イメージが動物園にいるバクだったから、微び妙みように外れていて……不細工だ」

　ジッとそこを見ていた御影が『相方』の外見に対する感想を口にすると、自じ称しよう『獏』は黒い羽をバタつかせて抗こう議ぎした。

『あ、貴方あなた様でも、その暴言は聞き捨てなりませぬ。我は、由ゆい緒しよ正しい獏族の末まつ裔えいですぞ』

「まぁ、おれも最初はそう思ったからな……」

　この『相方』が突とつ如じよ啓夢の目の前に現れたのは、十歳の頃ころだった。就しゆう寝しん前、開いていた窓を閉めようとしたところで、『ようやく見つけましたぞ、後こう継けい者しや殿どの！』と、言いながら飛び込んできたのだ。

　その姿は、象……いや、立派な牙きばがある上にふさふさと黒い毛が生えているから、図ず鑑かんで見たマンモスに近いもので、マンモスが飛ぶとは思わなかった啓夢は啞あ然ぜんとした。

　相方を捜さがしていたという自称『獏』から、自分が『夢神』の血統を継つぐ存在だと聞かされたのだ。

　御影から黒豚呼ばわりされて憤ふん慨がいしている『相方』には悪いが、啓夢も第一印象は「飛ぶ黒豚」だったので、なんとか笑いを堪こらえる。

「捜してた、って？」

　御影に言われた、「捜し出すのに……」という台詞を思い浮かべながら、改めて尋たずねた。

　啓夢がこの男の存在を知ったのは、昨夜だ。

　自分が『夢神』を継いでいることは自覚していても、対ついとなると言われた『夜神』など知らなかった。

　それなのに、この男は啓夢が『夢神』だと知っていて捜していたのだろうか？

　自分が与あずかり知らないところで、自分のことを知っている人間がいたというのは、奇き妙みような気分だった。

「ああ……十五年ほど前か、おまえは憶おぼえていないだろうが、夜の街でニアミスしているんだ。スッ転んだおまえを起こすために、手を触ふれたら……」

　しゃべりながら、右手を摑つかまれる。

　御影の右手と手のひら同士を重ね合わされた瞬しゆん間かん、パッと金色の光が弾はじけ……じわりと親指のつけ根が熱を帯びた。

　光は、目の錯さつ覚かくかもしれない。でも、手の熱さは間違いなく感じている。

「対になる、月の形の痣あざが……おまえと俺が、かつて同じモノだったという証あかしだ。それと、もう一つ」

　そこで言葉を切った御影は、啓夢の手を握にぎったまま先ほどよりも近い距離で視線を絡ませてくる。

「おまえは、悪夢を祓はらうことができるんだろう？　俺は、目を合わせた相手を五秒で眠ねむらせることができる。……おまえには、通用しないが」

　確かに、御影の目には奇妙な力があると思う。

　啓夢は、頭がぼんやりとして逃にげられなくなり……他ほかの人間は、強制的に眠りに落とされるのだろうか。

「ただし、弊へい害がいがあって……俺が眠らせると、必ず悪夢を見るらしい。悪夢の種類は、人によって異なるそうだが」

「不ふ眠みん症しようの改善にはもってこいだと思ったけど、副作用みたいなもの？」

　大おお袈げ裟さな言い回しをするでもなく、淡たん々たんと語られた御影の言葉を、眉まゆ唾つば物ものだと笑って聞き流すことはできなかった。

　強きよう烈れつな目力を持つことに加えて、『獏』が視えている……声も聞こえているらしいこと、なにより言葉では形容し難がたい懐なつかしさというか、ずっと昔からこの男のことを知っていたかのような感覚は否定できない。

　尊大な態度が腹立たしくて反発したいのに、逆らえないのだ。

「……かもな。メカニズムはよくわからん。そこで、だ。俺が眠らせた相手の悪夢を、おまえ……とソレが祓う」

「手を組む、の意味はそれか」

　御影が画策していたことを聞かされた啓夢は、拍ひよう子し抜ぬけして「なんだ」と零こぼした。

　もっと、仰ぎよう々ぎようしい悪わる巧だくみなのではないかと疑っていた。……この男の人相が、なんとも物ぶつ騒そうなせいだ。

「じゃあ、あんたの肩かた書がきって……噓うそじゃないのか」

　昨夜ゆうべ、丸めてポケットに突つっ込んだ、白い紙し片へんに印字されていた文字を思い出しながらつぶやいた。

　啓夢の言葉に、御影は心外だと言わんばかりの口調で答える。

「疑ってたのか？　失礼な奴やつだな。俺は、善良な弁護士様だぞ」

　とうてい善良とは言い難い、悪巧みをしていそうな笑みを浮かべて胸を張られても、引き攣つった笑みを返すしかない。

　はは……と乾かわいた笑いを零こぼした啓夢は、ハッとして御影に向き直った。

「じゃあ、あんなコトする理由なんかなかっただろ。なんなんだ、あれ……キ、キス……」

　なんの嫌いやがらせかと思った、と憤いきどおる啓夢に、御影は飄ひよう々ひようとした口調で言い返してくる。

「そんなの、おまえが好みに育って喜ばしかったからに決まってる。それに、片割れとの相あい性しようは重要だ。……悪くなかっただろ？」

「ふっざけんな！」

　啓夢に顔を寄せ、端たん整せいな容よう貌ぼうにニヤリとスケベ笑いを浮かべた御影の頭を、力いっぱい押し戻もどした。

　盗ぬすつ人と猛たけ々だけしいとは、このことか。ふてぶてしいにもほどがある。

　ハリネズミのように、全身に『警けい戒かい』という名の針を纏まとっていると、御影は乱れた前まえ髪がみを搔かき上げながら「っく……いい反応」と肩かたを震ふるわせた。

「強ごう引いんに無体なことはしないから、そう睨にらむな。詳くわしい打ち合わせは、おいおい……でいいか。おまえ、今……宿無しだろ」

　宿無しか？　と尋ねるのではなく、知っているぞと言い切る口調だ。

　不気味なものを感じつつ、御影を見み遣やる。

「……なんで、そんなの知ってんだ。それに、おれは了りよう承しようした憶えがないのに決定したみたいな言い方……」

　このままでは、御影のペースに巻き込まれてしまう。

　今いま更さらかもしれないが、そんな危機感をひしひしと感じながら言い返した。睨みつける啓夢に、御影は相変わらず飄々とした調子で答える。

「一日あれば、身の回りの調査くらい容易たやすいことだ。どこで寝ね起おきしてるんだ？」

「ネットカフェとか……ファストフード店、オールでやってるクラブ、時々路上で座ったまま寝ねて……あとは、声をかけてきたお姉さんの部屋とか？」

　都心に出てきてからの啓夢は、完全な根無し草だ。宿無しでも、わりとどうにかなることを知った。

　啓夢の答えに、御影は呆あきれたような顔で深いため息をつく。

「とりあえず、ここに引っ越こして来い。荷物はどこに置いてある？」

「駅の、コインロッカー……」

「どこの駅だ？　鍵かぎを出せ。星川に取りに行かせる」

　またしても、御影のペースだ。気がつけば、質問に答えてしまっている。

　ただ、定住地のない今の自分にとって、ここに住まわせてやる……という言葉がありがたいのは確かで、「余計なお世話だ」と突っぱねられない。

　この男の言葉に、素す直なおに流されるのはなんだか悔くやしいけれど……。

『啓夢。拒こばむ理由などないだろう』

　躊躇ためらう啓夢に、『相方』が『ハイと言え』と返事をせっつく。

「……ない、わけじゃない」

　ほぼ初対面だ。正体も御影が自じ称しようするものを信じるしかなく……事実か否いなか啓夢には確かめる術すべがない。

『なんだ。野宿のほうが好きだというわけではないだろう』

「そりゃ、そう……だけど」

　なにより、貞てい操そうの危機を感じる、と口にするのは二十歳はたちの男としてプライドが許さない。

　ぼそぼそ『相方』と話し合う啓夢に、御影が焦じれたように身を寄せてきた。

「さっさとロッカーの鍵を出せ」

「…………」

　唇くちびるを引き結び、デニムパンツのポケットに入れてあったコインロッカーの鍵を取り出した啓夢の、負けだ。

　ふんと鼻で笑った御影は、鍵を摘つまみ上げて「星川」と声を上げる。

　さほど大きな声ではなかったと思うが、すぐに先ほどの男が姿を現した。

「啓夢の荷物を引き取ってこい。どこの駅だって？」

「……地下鉄の、……」

　啓夢が渋しぶ々しぶ駅の名前を口にすると、星川と呼ばれていた男は「承知いたしました」と軽く頭を下げて部屋を出ていく。

　御影と二人で残された啓夢は、せめてもの抵てい抗こうとばかりに『相方』を引き寄せて胸むな元もとに抱だき込んだ。

　これで、そうそう不ふ埒らちな行動に出られないだろう。

　啓夢は精いっぱい牽けん制せいしたつもりだけれど、御影は目をしばたたかせて……唇の端はしを吊つり上げた。

「くっ……カワイイな、啓夢」

「目ぇ悪いんじゃねーの？」

　やけに甘ったるい表情で、ふざけた台詞せりふを吐はきながらグシャグシャと髪かみを撫なで回された啓夢は、御影の手を振ふり払はらって顔を背そむけた。

　腹が立つ。なにが……って、心臓がドキドキしている自分に対して。

　だいたいこの男は、なにを考えている？

　御影こそ、啓夢のことなど調べて得た『情報』でしか知らないはずだ。

　得体の知れない人間だと思うのだが、それほど簡単に自宅に入れようとして……なにを考えている？

　啓夢がコッソリ金目のものを持ち出すとか、考えていないのだろうか。

　やけに馴なれ馴れしい啓夢への態度も、謎なぞだ。

　初対面では、暴君のようだとばかり思っていたのに……笑って「カワイイ」などと口走る。印象がコロコロと変わって、戸と惑まどうばかりだ。

　かつて同じモノだったとか、片割れだとか。

　御影の言い分を鵜う吞のみにして、だからか……と納なつ得とくできるほど啓夢はお人ひと好よしではない。

　全身に警戒を纏わりつかせる啓夢に、御影は胸を張って宣言した。

「視力は、両目とも裸ら眼がんで一・〇だ」

「じゃあ、乱視じゃね？」

　啓夢は、可愛かわいげのない憎にくまれ口を重ねるのに、御影は楽しそうな表情を崩くずそうとしない。

　薄うすら笑いを浮うかべたまま、啓夢の頭に大きな手を置いた。

「……目に不具合はない、っつってんだろ」

　この男に逆らい切れないのは、自分が御影の『片割れ』だから……『右みぎ腕うで』のせい。

　そう自分に言い訳をして、またしても馴れ馴れしく髪を撫で回す大きな手を撥はねつけることなく……唇を嚙かんだ。

　結局、あんたはなにを考えているのだと御影に疑問を投げつけるタイミングを逃してしまった。

　尋たずねたところで、すんなり答えてくれたとは……思えないが。







《四》







　御影の屋や敷しきでの生活が始まって、五日。

　それは、予想していたよりも遥はるかに快適なものだった。

　啓夢も朝が苦手で夜型と言われる体質なのだが、御影の生活時間は啓夢どころではなく日にち没ぼつ後に偏かたよっている。

　明け方に眠ねむりにつく啓夢が起き出すのは、たいてい正午を大きく過ぎた時間だ。

　寝ね惚ぼけ眼まなこで顔を洗い、御影の仕事だけでなく生活全ぜん般ぱんのサポートをしているという星川が用意してくれたカフェオレを飲んで心身が完全に覚かく醒せいするのを待っていると、ようやく御影が寝しん室しつから出てくる。

　同じく星川が用意したカフェオレを、新聞を読みながらゆっくりと飲み……一時間近くぼんやりと過ごしたところで、ようやく活動を始めるのだ。

　その頃ころには太陽はすっかり西に傾かたむき、世間一いつ般ぱんでは夕方と呼ばれる時間になっている。

「吸きゆう血けつ鬼きみたいな生活だよな。……まさか、太陽光を浴びたら灰になるとか？」

　ダイニングテーブルを挟はさんで御影と向かい合った啓夢は、自分を棚たなに上げて「極きよく端たんな夜行性だ」と笑う。

　御影は右手に持っているマグカップをテーブルに置くと、左手に持った新聞越ごしにジロッと啓夢を見み遣やった。

「昼間は、なにもかも眩まぶしいから苦手なんだ。日光浴したからって、灰になったり溶とけたりするわけじゃない。どうしても役所や裁判所に用がある時は、サングラス着用で出かけるし……動けないってわけじゃねーよ」

「サングラス着用で裁判所……って、さぞ物ぶつ騒そうな空気を漂ただよわせているんだろうな」

　最初にファストフード店で顔を合わせた際の御影を思い浮かべて、頰ほおを引き攣つらせる。あれも、煌こう々こうとした電気が灯ともされていた店内が眩しかったのかもしれないが……どう見ても、『ヤ』から始まる集団に属する人だった。

　あの風ふう貌ぼうの御影が裁判所をうろついていたら、丸きり手下の裁判を傍ぼう聴ちようする『ヤ』の人なのでは。……本物の彼らが、仲間の裁判の傍聴をするのかどうかは知らないが。

「でもさ、太陽が出ているあいだは寝室に籠こもって寝こけてて夜なったら動き出す……って、やっぱり吸血鬼か蝙こう蝠もりみたいだよな」

「おまえだって、似たようなもんだろうが。夜行性だろ」

　バサッと新聞をテーブルに投げて、啓夢に矛ほこ先さきを向けてくる。ようやく寝惚けモードから覚醒したのか、こちらを見る瞳ひとみに鋭するどい光が戻もどっていた。

「夜行性だけど、昼間も動けないわけじゃないし。高校も、普ふ通つうの全日制を出たし……まぁ、寝てた授業も多かったけど」

　今は世間一般の『時間』に縛しばられることなく好きに生活しているが、それが許されない中学生あたりまでは少し大変だった。

　なんとか高校には行っていたけれど、あまり褒ほめられた授業態度ではなかったかも……と、気まずい思いで笑って誤ご魔ま化かす。

　啓夢が高校の話を持ち出したからか、御影はテーブルに肘ひじをついて尋たずねてきた。

「最近、変わったコトをしているやつがいる……って噂うわさを聞いて、悪夢祓ばらいやら夢ゆめ占うらないって内容からおまえじゃないかと疑って調べたんだが……都心を離はなれていた十五年、どこでなにをしていた？」

　そんなふうに尋ねられても、啓夢に答えられることはあまりない。

　だいたい、十五年前……五歳くらいまでは都心で暮らしていたという記き憶おくも、あまりないのだ。

「母親と二人で、地方を転々と……。半年から一年くらいで住むところを変えていたから、どこでなにを……って聞かれても、よくわかんないかな」

　地域に馴な染じみ切る前に、住すみ処かを変えていたように思う。そのせいで、啓夢には親しい友達というものがいない。

　仲よくなってもすぐに離れ離れになってしまうので、いつしか同級生と距きよ離りを置いたつき合いをするようになったのだ。

　首を捻ひねりながらぽつぽつ口にすると、御影は「なるほど」と表情を曇くもらせる。

「それで、簡単に捜さがし出せなかったんだな。見つかったかと思ったら、訪ねて行った時には引っ越こした後だったり……別人だったり。鬼おにごっこでもしている気分だったぞ」

　御影が、いつから啓夢を捜していたのかはわからない。

　まさか、十五年前から捜し続けていたわけではないだろうが……母親の行動を思うと、誰だれかに捜し出されないようにしていたのでは、という気もする。

「んー……実際に、逃にげてるって感じだったかも。あんたから、ってわけじゃないと思うけど。母親がなにを考えていたのか、よくわかんないんだよな。占せん術じゆつだけで生活するのは厳しいはずなのに、食うのも困るってほど極ごく貧ひんだったわけじゃないし……過去に勤め先とかのヤバい金に手をつけて、日本中を逃げ回っているんじゃないかって疑ったこともあった」

　そのわりには、啓夢は小中高ときちんと学校に通わせてもらったし……必要以上にコソコソしていた感じではない。

　より疑ぎ惑わくを深めることになったのは、啓夢に遺のこされた預金通帳の残高が、苦しい生活の中からコツコツと貯ためた……とは思えない額だったというあたりだ。自分の母親を、犯罪者なのではと疑いたくはないが、いろいろと謎のままだ。

「それが……どんな心境の変化があって、都心に戻ってきた？　おまえ一人で、だよな？　父親は？」

　静かな声で投げられた質問に、啓夢はゆっくりと顔を上げて、テーブル越しに御影と視線を絡からませた。

　真っ直すぐに啓夢を見ている御影の目は、『知っていて鎌かまをかけている』ものではない。だから、小さく息をついて聞かれたことに答える。

「三ヵ月前に、母親が亡なくなったから。……都会のほうが、その日暮らしでもなんとかなるかなって思ったんだ。おれ一人なら、適当に生きていけるかなぁと。父親は物心つく前からいなかったから、生きてるかどうかも知らないし」

　母親と二人、ふらふら拠きよ点てんを変えながら地方を彷徨さまよう生活は、慌あわただしかったけれど嫌きらいではなかった。

　高校を卒業後、啓夢一人で東京へ出ようとも思ったけれど、そうできなかったのは母親の病気が発覚したせいだ。

　闘とう病びようの末、三ヵ月前に母親を見送り、こうして都心へとやってきたのだが……特に目的もなく、その日暮らしをしているところで御影に『捜し当てられた』。

　この半年ほどは、目まぐるしく状じよう況きようが変わり……母親がいなくなったことに対する感傷に浸ひたる間もなかった。

　どこの誰かもわからない父親はもちろん、頼たよることのできる相手など誰もいなくて……独りきりで生きなければならないと唇くちびるを嚙かんでいた。

　なにより、一度でも『淋しい』とか『心細い』と感じてしまえば崩くずれ落ちてしまうのではないかと……そんな不安に駆かられて、意図したわけではないけれど、自分の心情を直視せずにすむ環境に身を置いていた。

　なにもかも不安定なその日暮らしは、様々な感情を麻ま痺ひさせるには好都合だったのだ。

『啓夢。我も一いつ緒しよではないか』

「ああ……そうだった。悪い」

　これまで黙だまっていたけれど、啓夢が『独り』を自じ称しようしたせいで存在を主張したのだろう。頭の上で風船のようにふわふわ浮ういている『相方』を指差して、御影に笑って見せる。

「この相方がいるし、まぁ……なんとかなるだろって」

　母親は、啓夢に様々な疑問を残してこの世を去ってしまった。『夢神』だったという先祖についても、わからないままだ。

　数々の疑問を晴らす術すべは今となっては啓夢にはないし、母親が語らなかったのなら知らないほうがいいのかもしれない……とも思う。

　言葉を切った啓夢に、御影は静かな口調でポツリとつぶやく。

「……逞たくましいな」

「そこそこね」

　憐あわれむでも、聞くんじゃなかったと気まずそうな顔をするでもない短い一言は、啓夢にとっては褒め言葉の一種だ。

　独りになっても逞しく生きろ、と……母親の望むことでもあった。

　こんなふうに御影を相手に語った自分には、我われながら驚おどろくしかない。

　この男なら、啓夢を無用な同情や憐れみを含ふくむ目で見ないだろうと……信じていた？

　そんな根拠など、どこにもないのに。

「もう一つ、疑問があるんだが……俺が十五年前、ニアミスした『ひろ』は女の子だとばかり思っていたぞ。髪かみも長かったし……服装も、男らしいとは言い難がたいものだった。性別を誤って認にん識しきしていたのも、啓夢を捜すのに手間取った理由の一つだ」

「あー……なんか、小学校に入るまで女の子として育てられてたっぽい。なんでって聞いたら、女の子として育てたほうが丈じよう夫ぶな子に育つって迷めい信しんがあるから……とかナントカ。おれは、思い出したくない過去だけど」

　御影のせいで、思い出してしまった。長い髪にリボンを結ばれ、赤やピンクや黄色といった綺き麗れいな色の服ばかり着せられていた啓夢は、小学校に入る際、黒いランドセルを渡わたされて衝しよう撃げきを受けたのだ。

「大昔の風習だな。現代では、珍めずらしい」

「うん。だから、母親のただの趣しゆ味みだったんじゃないかなーって疑ってる。チビのおれに、ひらひらした服を着せたり長く伸のばした髪を弄いじったりするの、嬉うれしそうにやってたからさ」

　それほど大層な理由があるのではなく、本当は女の子を望んでいたのではないか、と。啓夢を着せ替かえ人形のようにして、本人が楽しんでいただけでは……と疑っている。

「まぁ、姿をくらましていた十五年のことは、だいたいわかった。おまえに無事逢あえて、なによりだ」

　そう口にした御影と、目が合う。やけに甘ったるく笑っていて、不覚にも心臓がトクンと大きく脈打った。

「変な言い回しするなよ。……片割れとか、コイツが言うには、あんたの右みぎ腕うでとかって言われたけど、いないと生きていけないってわけでもないだろうし」

「いなくても生きていけるかもしれないが、片割れとは一緒にいるに越したことがないと思わないか？」

「……わかんねーよ。あんたのことを知ったのも、最近だし……」

　子供の頃ころの啓夢に逢ったことがあり、行方ゆくえを捜していたらしい御影とは違ちがう。啓夢にとっては、つい最近出で逢あった正体不明の胡う散さん臭くさい男という認識なのだ。

　思うまま告げると、御影は機き嫌げんを損そこねるでもなく、

「そりゃそうか」

　と苦く笑しようした。

　やけに強ごう引いんだった初対面の印象がよくないせいで、もっと傲ごう慢まんな男ではないかと思っていたのだが、そうでもない……のか？

　チラチラと御影を窺うかがいながら悩なやんでいると、空になったマグカップがテーブルから取り上げられた。

　神経を御影に集中させていた啓夢は、ビクッと肩かたを揺ゆらして顔を上げる。マグカップが、ひとりでに浮き上がったのではなく……。

「統夜さん。そろそろ出かけられるお時間ですが……」

　静かな声で御影に話しかけた星川の横顔を見上げ、そういえばこの男がいたのだった……と肩の力を抜ぬく。

　見事に気配を消していたので、存在をすっかり意識の外へ追い出していた。カフェオレを淹いれてくれたのは星川なのに、我ながら失礼極きわまりない。

「あ？　ああ……そうだな。啓夢、おまえも一緒に来い。朝飯……じゃないか、とりあえず飯と仕事だ」

　驚おどろいた啓夢とは違い、御影は気配を消した星川が傍そばにいることに慣れているのだろう。チラリとダイニングの壁かべにかかっている時計を確認して、啓夢に目を向けてくる。

「仕事？」

　食事はともかく、仕事とはなんだ？　と御影に聞き返す啓夢は、見るからに訝いぶかしげな面おも持もちをしているはずだ。

　御影は、シレッとした顔で答えた。

「この前、言っただろ。おまえと俺の共同作業」

「……だから、変な言い回しするなよっ」

　意味深な言い回しに眉まゆを顰ひそめて、御影を睨にらむ。

　ニッと笑った御影は、わざと啓夢が反応する言い回しを選んだに違いない。それにまんまと引っかかった自分は、バカだ。

「間ま違ちがいじゃないだろ。ともかく、初仕事だ。スーツ……は持ってないか。途と中ちゆうで調達だな。寄り道するところが増えた。さっさと出るぞ」

　ついさっきまで、寝ね惚ぼけ眼まなこでぼんやりとしていたくせに……スッとイスから立ち上がり、星川が用意していた上着に袖そでを通した。

　さすがにネクタイまで星川に任せようとはせず、イスに座ったままの啓夢を見下ろしてスルスルと器用に結ぶ。

　仕上げに星川が襟えり元もとを整えれば、外出仕様の御影の完成だ。

「そっちのほうが、よほど共同作業っぽいし……」

　見事な連係プレーを目前にした啓夢がつぶやくと、御影は眉を顰めてよくわかっていない表情を浮かべる。

　その顔だけで、特別なことではなく、星川に世話を焼かれるのが当たり前の日常なのだと伝わってきた。

「なにを、ぶつくさ言ってんだ？　行くぞ」

　啓夢の脇わきを通りながらポンと頭に手を置かれて、勢いよく立ち上がった。

　まるで、犬扱あつかいだ。

「腹減った」

「……先に飯だな」

　啓夢の背中を軽く叩たたき、「なにが食いたい？」と尋たずねてくる御影は、やはり犬を餌え付づけしている気分なのかもしれない。

　啓夢を家に残して御影が出かけることはあったけれど、こうして連れ立って外出するのは初めてだな……と思えば、詳くわしく聞かされていない『仕事』だということも相あい俟まって、妙みような緊きん張ちようが込み上げてきた。

　物もの怖おじしないのが長所だと自負している啓夢は、緊張を振ふり払はらう意味も込めて、

「焼肉。もしくは、中ちゆう華かがいいなー」

　意図して、はしゃいだ声で答える。

　御影は「若いな」と苦笑して、星川に「道中にある店を適当に手配しておけ」と命じた。

　まるで、好きなものを食べさせて啓夢の機嫌を取ろうとしているみたいだ。

　……その後に控ひかえた『仕事』に、啓夢が必要だからだろうか。

　御影の思おも惑わく通りに、コトが進むかどうかわからない。役に立たないかもしれないのにな、と足元に向かって小さく息をつく。

　わざわざ捜さがし出した啓夢が、御影の計画に役立たずだと……失望するだろうか。

　そんなふうに考えた直後、御影に失望されようがなんだろうがどうでもいい、ここを追い出されたら住むところに困る……それだけだ、と頭を振ってモヤモヤを振り払った。
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　御影が依い頼らい者と待ち合わせをしているというホテルは、啓夢一人ではまず足を踏ふみ入れることのない雰ふん囲い気きの建物だった。

　照明も、あちこちに置かれた観葉植物の鉢はちも、制服を着たホテルマンも……やけにキラキラしているように見える。

　ロビーやエレベータホールには外国人の姿も多く、日本語や啓夢にも辛かろうじてわかる英語……以外の言葉も飛び交かっていた。

　高層階でエレベータを下りると、足音を吸収する毛足の短いカーペットが敷しき詰つめられた廊ろう下かを歩く。

　啓夢の一歩前を行く御影が、抑おさえた声で話しかけてきた。

「今回は、知人相手のお試ためしだ。とりあえずおまえは、俺の助手ってことにしておく。なにか聞かれても、答えなくていい。あ、あと知った顔でも態度に出すなよ」

「……わかった」

　着慣れないスーツが、窮きゆう屈くつで落ち着かない。

　無意識にネクタイの結び目を指先で弄いじっていると、足を止めた御影に「モジモジするな」とその手を摑つかまれた。

「馬ま子ごにも衣装ってやつだな。それなりに似合うぞ」

「馬子って……微び妙みように、褒ほめてないよな」

「褒めてる褒めてる」

　啓夢の切り返しに「くくっ」と笑い、ドアの脇にある呼び鈴りんを鳴らした。

　こんなホテルを指定するくらいだ。御影に『依頼』したのは、どんな人物なのか……少し緊張しつつ扉とびらが開くのを待つ。

「お待ちしていました」

「お邪じや魔まします。秘書の星川はご存知だと思いますが、もう一人……こちらは私の助手ですので、同席させてもよろしいでしょうか」

　御影は、出で迎むかえた男性に落ち着いた口調で啓夢の同席の許可を請こう。所謂いわゆる、余所よそ行ゆきの態度なのか、普ふ段だんの横暴な言こと葉ば遣づかいとは別人みたいだ。

　視線を落とし気味にして立っている啓夢には、御影と話している男のスラックスときちんと手入れされた革かわ靴ぐつしか見えない。

「……御影さんの助手ということでしたら、信用します。お入りください」

「では、失礼します。……啓夢」

　御影に促うながされた啓夢は、軽く頭を下げて室内に足を踏み入れる。部屋の奥では、出迎えた男とは別の人物が待っていた。

　応接セットの、一人掛がけソファに座っているその人物の顔を、何気なく目にして……見たことがあるな？　と目をしばたたかせる。

　少し考えてそれが誰だれだったか思い至った瞬しゆん間かん、うっかり「あ」と零こぼしそうになった驚きの声を、ギリギリのところで吞のみ込んだ。

　テレビで見たことのある人だ。確か……ここ数年で急成長した通つう販はん会社の、社長。テレビで見るスーツ姿ではなく、Ｔシャツにスウェットパンツというラフなルームウエア姿なので、パッと見ではわからなかった。

　事前に、「知った顔でも態度に出すな」と釘くぎを刺さしていた御影は正解だ。

「私の睡すい眠みん誘ゆう導どうは、簡単に言えば催さい眠みん術の一種です。怪あやしげな薬やらは使用しませんので、ご安心ください」

「もちろん、そんな心配はしていません。もともと弁護士としての腕うでは信用していましたが、御影さんにこのような特技があるとは知らなかったな」

　御影に言い返す人物は、以前からつき合いがあるのかずいぶんと親しそうだ。

　御影がどう答えるのか、様子を窺うかがっていると……普段の暴君ぶりを知らなければ、好青年だと信じて疑わないだろう笑えみを浮うかべて応じる。

「まぁ……胡う散さん臭くさいと自分でも思いますので、おおっぴらにしていなかったんです。そちらの秘書氏が、睡すい眠みん改善効果のある漢方薬やらを探していることにうちの秘書が気づかなければ、お声をかけることもなかったのですが……。信用していただけるかどうかは、一度ご自身でお試しになってから判断なさってください。あ、秘書氏も立ち会ってくださって構いません。見張りの意味でも」

　イタズラっぽく最後の一言をつけ加えた御影は、本ほん性しようを知っている啓夢から見れば胡散臭いことこの上ない。

　雑談は時間の無む駄だとばかりに、室内の照明を絞しぼって『社長』がベッドに移動した。

「カウンセリング不要なのはありがたいな。あれはどうも、苦手でしてね。心理状態を覗のぞかれるのは、気分がよくない」

「同感ですね」

「睡眠導入剤ざいの類たぐいもいろいろ試したけど、少しずつ量や種類が増えていって……このままでは依い存ぞん症しよう一直線だと気づいて断薬しました。今は、漢方やら、迷めい信しんじみた民間療りよう法ほうにまで手を伸のばしているところで……」

「なるほど。それで、怪しげな催眠術のようなものでも一度試してみようと？」

「ご自身に怪しげとか言われると、ツッコミのしようがないですね」

　気負う様子もなく御影と会話を交かわす彼は、テレビに出ていた時の人物像そのものの性格らしい。

　四十手前で数十億円を叩き出す凄すご腕うでの若手社長なのに、気さくでユーモアがあり、新入社員と連れ立って社員食堂で昼食を取るような柔じゆう軟なんな思考の持ち主……。

「では、深呼吸をして身体からだの力を抜ぬいて……目を合わせますが、私から視線を逸そらさないでください」

　ベッドサイドに立った御影が、さり気なく右手を動かして啓夢を呼ぶ。ぼんやりとしていた啓夢は、ハッとして御影の隣となりに歩み寄った。

　御影の右手に、自分の右手を重ね……じわりと半月形の痣あざが熱を帯びるのを感じる。

　照明を絞ってあるので、居合わせた人間には御影と啓夢が手を握にぎり合っていることはわからないはずだ。

「そのまま、深く息をしてください。五秒、数えます。イチ、ニ、サン……」

　御影の低い声が、ゆったりと数を読み上げる。

　親指のつけ根にある痣の部分がどんどん熱くなり、頭の中に霞かすみがかかったようにぼうっとする。

『……悪夢の種が視みえますな。喰くらいますぞ』

「ああ」

　御影と『相方』が短く言葉を交わすのも、どこか遠くから聞こえてくるみたいだ。足元が、ぐらぐら揺ゆれているみたいで……。

「っと、啓夢。おい？」

「だいじょ……ぶ。なんでも、ない」

　啓夢の異変に気づいたのか、右手を握る御影の手に力が込められる。痛いくらいの強さなのに、その感覚さえ鈍にぶい。

　どうなっているのだろう。ふらふら……ふわふわする。

「噓うそをつくな。……星川、部屋は押さえているな」

「はい」

　星川が答えると、手を握っていた手が離はなされて肩かたに回され……御影の声が近くなった。

「社長は、うまく眠ねむりにつかれているようです。朝まで、このまま眠り続けられるかと思いますので……」

「は、もう……ですか？」

「感想は、目覚められた社長からお聞きください。助手の調子がよくないようなので、私たちはこれで失礼します」

　会話が、遠い。御影の声はわかるけれど、その他の人の声は不ふ明めい瞭りようだ。

　意識が薄うすれていくことの心こころ許もとなさに、縋すがるものを求め……意識することなく、御影の着ているスーツの脇わき腹ばらを摑んだ。

　部屋を出て、廊下を歩き……すぐに、別の部屋に入った？

　声を出すこともできず、御影に誘ゆう導どうされるまま足を動かすので精いっぱいだ。

　ベッドらしきところへ身体を横たえさせられて、ふっと安あん堵どの息をついた。

「ん……窮屈そうだな」

　息苦しかったネクタイを引き抜かれて、スーツの上着を脱ぬがされている。ベルトまで外されるのがわかり、恥はずかしいから放ほうっておけと言いたいのに……声が出ない。身体が異様に重くて、腕を上げることさえ困難だった。

　啓夢が身体を捩よじっているせいか、御影がくしゃくしゃと髪かみを撫なでながら話しかけてくる。

「心配しなくても、大だい丈じよう夫ぶだ。念のため、同じ階に部屋を取っていて正解だったな。……獏ばく、啓夢の身体に悪あく影えい響きようはないんだよな？」

『貴方あなた様が導く眠りによる夢を眷けん属ぞくの我が喰らうことで、主あるじである啓夢に夢が移るだけのはずです。ただ、啓夢の夢をもう一度我が喰らうことはできませぬので……』

　御影と『相方』の会話が、近くなったり遠ざかったり……必死で聞こうとしているのに、聴ちよう覚かくまでぼやけている。

　黒い眠りに足元から引きずり込まれるみたいで、今は眠りたくない……と必死で抗あらがう。

「悪夢にうなされる、か？」

『貴方様に半分引き受けていただければ、その限りではないかと』

「と、言われても……引き受ける方法など、知らんぞ。近いうちに実家に寄って、文ぶん献けんを探さぐっておくか」

　御影と『相方』の会話が途と絶だえる。

　静かになったら、ダメだ。意識を集中させられるものがなくなれば、ズルズルと底なし沼ぬまに沈しずみ込むように思考が黒く塗ぬり潰つぶされる。

「ぅ……」

　指が手のひらに食い込むほど強く拳こぶしを握り、なんとか眠りに落ちないよう抵てい抗こうしていると、身体を横たえているベッドが軽く揺れた。

「啓夢。とりあえず、今は寝ねてしまえ。俺がここで見張っていて、悪い夢を見ているようなら起こしてやるから」

　そっと頰ほおに触ふれてきたのは、御影の手……か？

　何故なぜか、ぼんやりとした頭でも言葉の意味がわかる。御影の声だけは、明瞭に流れ込んでくるみたいだ。

「……で、も」

「ふ……無理に目を開けていても、焦しよう点てんが合ってないぞ。抵抗せず、眠れ」

　重く感じる瞼まぶたを無理やり開いて、御影を目に映す。

　部屋には照明が灯ともされているはずなのに、視界が薄ぼんやりとしている。それでも、啓夢を見下ろす御影の瞳ひとみはハッキリ見えるから……やはり、不思議だ。

　眠れと言われても、御影に観察するように見下ろされているこの状じよう況きようで寝るのは躊躇ためらう。

「子こ守もり唄うたが必要か？」

「い、らね……」

　辛かろうじて言い返したのを最後に、舌が動かなくなった。目の上を、少しひんやりとした大きな手で覆おおわれると、無理やり瞼を開く気力もなくなる。

　触れてくる手が、気持ちいいと認めるのは癪しやくなのに……振ふり払はらえない。

　そういえば、熱を帯びて焼けるようだった右手の半月形の痣は、今ではすっかり冷めている。

　きっと、御影のものも……同じだ。

　本当に、悪夢を見ていたら御影が起こしてくれるのだろうか。

　そういえば十年前に『相方』が現れて以来、いいものも悪いものも、『夢』自体を見ていない気がするな……と考えたのを最後に、ぷつりと意識が途と切ぎれた。
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「では、私の目を見てください。五秒数えるあいだ、そのままで……」

　きっと意図して、普ふ段だんよりゆっくりとしゃべっている御影の低い声は、まるで子守唄だ。

　ベッドに横たわっている依い頼らい者だけでなく、その脇わきでひっそり手を握にぎり合っている啓夢まで睫まつ毛げを震ふるわせて忙せわしなく瞬まばたきをする。

　手のひら……半月の痣あざが、熱を帯びている。

『悪夢を喰らいますぞ』

　肩のところで漂ただよっていた『相方』がふわりと飛んで移動すると、依頼者の眠りを妨さまたげる悪夢を引き受けるべく口を開けて牙きばを覗のぞかせた。

　自じ称しよう『獏』が御影の導く眠りによる悪夢を喰くうと、それが啓夢に乗り移る。

　ふっと全身が浮うき上がるような錯さつ覚かくに襲おそわれて、意識が遠くなる。目を開けていようと思っても、瞼が重くて自然と閉じてしまう。

　ぐらぐらと揺れる身体からだを、力強い手に肩を抱だかれて支えられた。

「啓夢。移動するぞ。歩けないなら、抱いて行ってやるけど」

「……るく」

　自分の足で歩く、ときちんと言葉にならなかったかもしれない。それでも、腰こしかけていた椅い子すから無理やり立ち上がる。

「ッ」

　大きくふらついた瞬しゆん間かん、耳元で低い声が響ひびく。

「おっと、ギリギリセーフ」

　面おも白しろがっているような一言と共に、待ち構えていたとしか思えない危なげのない動きで抱き留められた。

　強きよう烈れつな眠ねむ気けに襲われ、限界が近いことは自覚していて……本当は、隣となりの男に身を任せてしまったほうが楽なのは確かだ。

　そう頭ではわかっていながら、実行に移せないのは……この男に頼たよるのは悔くやしいという、ちっぽけなプライドだ。

「星川、あとは頼たのんだぞ。獏、おまえはここで、悪夢の片へん鱗りんが覗くたびに喰っておけ」

「はい。明朝、七時にお迎むかえに上がります」

『承知しました。啓夢は任せましたぞ』

　御影の言葉に、星川と『相方』が答えて……力強い腕うでに抱きかかえられるようにして、よろよろと歩き始める。

　ほとんど目を開けられないので、周りの様子を見て取ることはできない。ただ、周りの空気が変わったことで、ホテルの廊ろう下かに出たな……ということは察せられた。

　少しだけ廊下を歩き、ピッと小さな電子音が耳に入る。片手で啓夢を支えたまま、御影が扉とびらを開けて……事前に取っておいた部屋に入ったことがわかった。

「そろそろ限界だろ。意地を張らなくていいのに」

　笑えみを含ふくんだ低い声がそう言ったかと思えば、ふわっと浮ふ遊ゆう感かんに包まれた。扉を入ってすぐのところから、奥にあるベッドまで……長身の御影が大おお股またで歩いて数歩の距きよ離りを、抱き上げられて運ばれる。

　正気なら絶対に許さない無様な扱あつかいに対して、「やめろ。下ろせ！」と抗う気力は……今の啓夢には、残っていなかった。

「寝こける前に、スーツだけ脱ぬげ。ほら、腕を上げて……右を向け。今度は、左」

　主に高級ホテルの一室で実じつ施しされる御影との『仕事』では、それなりの身み嗜だしなみ……スーツが必ひつ須すアイテムだ。

　若じやく年ねんの啓夢には、スーツがあまり似合わないことは自覚しているが、手持ちのラフな服だと胡う散さん臭くさいことこの上ない雰ふん囲い気きになるのは間ま違ちがいない。

　自分たちは『悪夢を祓はらって極ごく上じようの眠ねむりに導く』という、ただでさえ怪あやしげな特とく殊しゆ技能を提供しているのだ。

　御影の人脈を元にした口コミ中心とはいえ、これまで啓夢とは無む縁えんだった上流階級の人間を対象としているのだから、外見だけでもそれなりに取り繕つくろうべきだろう。

「ちょっとでいいから、腰を浮かせろ。……いい子だな」

　啓夢自身はベッドに寝そべったまま、ゴロゴロと何度か左右に身体を転がされて、身に着けていたネクタイやジャケット、ベルトにスラックスまで剝はぎ取られる。

　子供のように御影の手で脱がされるのは屈くつ辱じよくだが、もう手足が重くて動けそうにない……。

「もう寝ね落おちしてもいいぞ」

　ポンと頭に手を置かれて、「ん」と短く答えた。首を小さく縦に振ったつもりだけれど、きちんと動いていたかどうかはわからない。

　御影が力ちから業わざで落とした夢は、相手の深層心理に潜ひそむ恐きよう怖ふを『悪夢』という形でわかりやすく表面化させる。

　その悪夢を、啓夢の『相方』である『獏ばく』が喰うことによって、依頼者には夢も見ない極上の眠りが訪おとずれるのだ。

　ただし、『相方』の消化した悪夢は啓夢へとコピーされることになり、強制的に引きずり込まれた悪夢にうなされることになる。

　そうして啓夢が悪夢を引き受けることにより、睡すい眠みん障害を抱かかえて御影を頼った依頼者は心身の疲ひ労ろうを一いつ掃そうする極上の深い眠りに浸ひたり……啓夢からすれば法外な『対価』を支し払はらう。

　初仕事後、御影から「経費を差し引いて、おまえの取り分は三分の一ってところだな」と手て渡わたされた封ふう筒とうには、予想をはるかにしのぐ額の現金が収められていて、絶句した。

　御影に見つかるまで、夜の街でちまちまと得ていた報ほう酬しゆうなど、子供の小こ遣づかいに等しい。嬉うれしいという感情よりも、恐怖が勝まさった自分は……とことん庶しよ民みんだと思う。

　三分の一で、コレか……と慄おののいた啓夢は、

「ぼったくりだろ」

　そう言って御影を非難したのだが、彼は意外そうな顔で啓夢を眺ながめて言い返してきた。

　曰いわく……。

「人聞きが悪いな。正当な対価だ。依頼者も、それだけの値打ちがあると納なつ得とくしたから払はらってんだろ」

　ふん、と鼻で笑うその姿は、外見が整った美形であるが故ゆえに……悪あく魔まじみた迫はく力りよくを漂わせていた。

　本来は、

「……神様のくせに」

　悪魔など連想するわけがない存在なのではないかと、呆あきれて目を細めたのだが、啓夢の嫌いや味みなど馬ば耳じ東とう風ふうとばかりにシッシッと手で払った。

「倫りん理り的な問題もなければ、法に抵てい触しよくしているわけでもない。効率よく生きる術すべだ。神様が清せい廉れん潔けつ白ぱくでなきゃいけないなんて、誰だれが決めた？」

「ば、罰ばち当あたりな……」

「誰が罰を当てるんだよ」

　口の達者な御影に反論できなくなった、啓夢の負けだ。

　もともと『夜神』は、どちらかといえば王道から少し外れた神様なのかもしれないが、それにしても腹黒い。

　まぁ、御影の言い分も正論かとその後も『仕事』を続けることに賛同した自分も、同じく罰当たりなことをしていると思うが。

「……今夜で五件目か。どんな悪夢だろうな」

　感覚の鈍にぶくなった耳に、御影の声が流れ込んでくる。

　御影にとっては他人ひと事ごとだから、そんなふうにのん気に言えるのだ。啓夢は……依頼者から移植される悪夢に、ほぼ一晩中うなされることになるのに。

「獏のヤツは、俺が半分引き受ければ……とか言ったが、どうやって引き受けるのかって方法はどこにも記録がなかったんだよなぁ」

　うつらうつら漂う浅い夢の中、真っ黒の底なし沼ぬまに足を沈しずめ……ギュッと眉まゆを顰ひそめた啓夢の眉み間けんに、御影が指先で触ふれてくる。

　黒い沼に引きずり込まれそうな恐怖から逃のがれようと、反射的にその手を摑つかんだ。

「ん？　ああ……眠りに落とすのに、手っつーか印を重ねるんだから、無意味ってわけじゃないのかもな」

　ふっと御影が笑った気配に続き、啓夢の手を振ふり払うことなく指を組み合わせるようにして握り返してくる。

　じわじわ……御影の体温が伝わってきて、足元も見えない暗くら闇やみを漂っていた啓夢は、確かなぬくもりに縋すがりついた。

「そんなふうに縋ってきたら、ガキっぽくてカワイイな。普ふ段だんは、独りで立っていられるとばかりに、強い顔しか見せてくれないからなぁ」

　クスリと笑いながらカワイイなどと言われ……夢ゆめ現うつつを彷徨さまよいつつ、ムッとする。

　強い顔しか見せないなんて、当たり前だ。

　独りで立っていられるとばかりに……？　頼れる相手などいないのだから、そうする以外にないだろう。

「眉間の皺しわが深くなったぞ。どんな夢だ？」

「……る、せー……よ」

　夢ではなく、あんたがゴチャゴチャしゃべっているせいで眠りに落ち切っていないのだと言い返したいのに……言葉にならない。

　ただ、握にぎる指の力を強くして瞼まぶたを震ふるわせたことで、御影には啓夢の状じよう況きようが伝わったらしい。

「寝落ちしてないのか。……本当に強ごう情じようだな」

　右手を握られたまま、もう片方の手でグシャグシャと髪かみを撫なで回される。

　こうして大きな手に触れられるのは、子供扱いされているみたいで悔しいのに……悪くない心ここ地ちだった。

「なんか、俺も眠くなってきたな。夜に眠気を感じることなんか、ないはず……なのに」

　御影の声が、近くで聞こえたり……遠ざかったり、夢と現のあいだを行き来している。固く繫つないだ手が熱くて、そこだけやけに現実的だ。

「んー……？　ちょっと、待て」

　ふっと息をついた気配に続いて、繫いでいた手が離はなされる。ぬくもりを取り上げられた途と端たん、啓夢は真っ黒な闇やみに吞のみ込まれた。

　どろどろとした暗闇が、全身を包む。

　一歩でも踏ふみ出せば、黒い泥どろに足を取られるとわかっているのに……息苦しくて、その場に留とどまっていられない。

　逃にげ場のない恐怖に追われ、ずぶずぶと底なし沼のようなものに沈んでいく……。

「ぅ……、ッ」

　瞼を開けて、目を覚ませばいい。

　これは夢だと、頭の片かた隅すみではわかっているのに、まるで鍵かぎをかけて閉じ込められているかのように夢から抜ぬけ出すことができない。

　首まで黒い沼に沈み、もうすぐ顔まで……と絶望的な気分になった瞬しゆん間かん、苦し紛まぎれに伸のばした手を誰かに摑まれた。

　痛いくらいの力で握られ、強く引き上げられる。

　漆しつ黒こくの空間から、眩まばゆい光の中へと……。

「啓夢。悪い、ちょっとそっちに詰つめてくれ。セミダブルは狭せまいなぁ」

「ッ！　……ふ、はっ……ぁ」

　薄うすく目を開くと、思いがけない近さに御影の顔があった。

　なに……？　自分が身体からだを横たえているのは、ベッド……で、御影が隣となりに潜もぐり込もうとしている？

　ぼんやりとしたフットライトの明かりしかないけれど、至近距きよ離りにいることで御影と視線が絡からんだ。

「うなされてたら、起こしてやるっつったけど……おまえに釣つられてか、眠ねむくなってきた。あとで八つ当たりしてくれていいぞ」

「か、って……な」

　勝手なことばかり言うな、と。

　文句をぶつけてやりたいのに、喉のどがカラカラに渇かわいているせいで声が出ない。

　啓夢の抵てい抗こうが鈍いのをいいことにベッドに侵しん入にゆうしてきた傍ぼう若じやく無ぶ人じんな男は、当然のように背中を抱だいて密着してきた。

「く、っつくな……よ」

「つっても、あんまり端はしに寄ったら落ちるだろうが」

　ベッドが狭いせいだとわかっているが、落ち着かない。

　啓夢も……御影もスーツを脱ぬぎ捨てたらしく、薄いシャツ一枚しか身に着けていないことで、密着すると薄い布越ごしに体温が染しみ込んでくる。

　啓夢はなんとも形容し難がたい居い心ごこ地ちの悪さに身を捩よじったけれど、御影はお構いなしに啓夢を腕うでの中に抱かかえたままベッドに寝ね転ころがった。

「悪夢を引き受ける、か。……原始的な方法かもしれないが、吸い取るとかどうだ？」

「……っ？」

　そっと髪に触れられ……後頭部を摑まれる。

　なにを、どうする気だ？

　顔が……近い。薄うす暗ぐらいせいで御影の表情がよくわからなくて、この男がなにを考えているのか見て取れない。

　御影の手から逃れるべく顔を背そむけようとした瞬間、ギョッとした啓夢は薄く開いていた目を瞠みはった。

「な、ン……ッ！」

　唇くちびるを重ね合わせて……吸い取る、という言葉そのままの行こう為いだ。

　反射的に逃げかけたと同時に強く背中を抱き寄せられ、前歯をこじ開けるようにして舌を潜り込ませてくる。

　動きの鈍い啓夢の舌を探さぐり当て、舌先でくすぐり……吸いつく。

　逃げたいのに、身体が動かない。ざわざわと背筋を悪お寒かんに似たものが這はい上がり、小さく身体を震わせた。

　頭の芯しんが、ぼんやり霞かすむ。再び夢に落ちる前まえ触ぶれかとも思うが、これまでの『悪夢』とはなにかが違ちがう。

　心臓の鼓こ動どうが、どんどん速度を増すのは……思うように息ができないせいで、酸欠状態だからに違いない。

　手に力が入らなくて、伸のし掛かかってくる男を突つき放せないのも……そのせいだ。

「ん……ぁ、ぅ……ン」

　ろくな抵抗ができないのをいいことに、御影は好き勝手に口こう腔こうの粘ねん膜まくを貪むさぼると、啓夢の唇をペロリと舐なめて口づけを解いた。

　息苦しさから解放されて、深く息をつく。

「……って、こんなので悪夢を半分引き受けられたらいいけどなぁ？」

　額を軽く触れ合わせると、クッと低く笑った。　>>>♥

　啓夢は、なにも答えられない。

　思考だけでなく、視界まで白く霞んでいるみたいで……すぐ傍そばにいる御影の存在さえ現実なのか夢なのか、あやふやだ。

　ぼんやりしている啓夢に、御影はいつもの覇は気きがなんとなく抜けた声で口にする。

「本格的に、眠ねむ気けが……おまえとくっついているせいか？」

　額を触ふれ合わせたまま尋たずねられても、言い返すことはできなかった。震える右手で御影が着ているシャツの裾すそを握り、左手で御影の手を強く摑つかむ。

　痣あざのあるほうではないのだから、御影の言う『証あかし』は触れ合っていないのに、手のひら全体が熱い。

「なんだろうな。頭が、ぼんやりしてきた。おまえを抱いていると、ホッとするのは……もともと、一つだったせい……か？」

「し……らね」

　ようやく、小さくかすれた声が出た。

　知らない。今の啓夢には、なにもわからない。

　ただ……御影と触れ合った手は熱いのに、何故なぜか腕に鳥とり肌はだが立っている。それが、嫌けん悪お感かんからのものではないことだけは確かだ。

　あの、御影の口づけのせいだとしたら……まるで麻ま薬やくのように、啓夢の思考力を鈍にぶらせている。

　自分がどうなっているのか、わからなくて怖こわい。

「……啓夢」

　怖いのに、名前を呼ぶ低い声が心地いい……全身を包む体温にホッとするなんて、気のせいに決まっている。

　背中を抱き寄せる腕の中から、暴れて逃げ出すことができないのは……眠りに囚とらわれつつあるせい、だ。

　そう自分に言い訳をして、御影に密着したまま瞼まぶたを閉じる。

　ついさっきまで、啓夢を吞み込もうとしていた暗黒の夢が再び訪おとずれることはなく、ぬくもりにふわふわと漂ただよう安あん穏のんとした眠りに身を委ゆだねた。




　　　　□　□　□




　どこかで、人工的な機械音が鳴り響ひびいている。

「……るせぇ」

　一いつ旦たん止まり、再び鳴り始めた不快な電子音に、心ここ地ちいい眠りから引き戻もどされた。

　眉まゆを顰ひそめた啓夢は、目を閉じたまま耳から入ってくる情報を整理する。

　これは……スマートフォンの着信音、で……頭上でぐるぐる旋せん回かいしながら呼びかけてくるのは、『相方』だ。

『啓夢っ。そろそろ目を覚ますのだ！』

「んー、うるせーぞ」

　睫まつ毛げを震ふるわせて瞼を開いた啓夢は、目の前にある白い物に「なんだ？」と眉み間けんの縦たて皺じわを深くする。

　小さなボタンがついている……シャツ、か？　誰だれ……の？

「御……影？」

　至近距離で眠っている、端たん整せいな男の顔が視界に映り……突とつ如じよ、寝ね惚ぼけていた頭がクリアになった。

「ぅわ！」

　反射的に、目の前にあるシャツの胸むな元もとに手をついて押し返す。

　びっくりした。心臓がドクドクと猛もうスピードで脈打っている。

「なんだ……啓夢？」

　さすがに寝こけていられなくなったのか、啓夢と寄り添そってベッドに横たわっている御影がゴソゴソと身み動じろぎして、目を開ける。

　大きな欠伸あくびを一つ零こぼすと、ベッド脇わきの小さなテーブルの上で鳴り続けているスマートフォンを手に取った。

「星川か。……ああ、今開ける」

　スマートフォンを耳元に当てると、短く応答してベッドから足を下ろす。シャツと下着だけの姿で廊ろう下かとの境になっている扉とびらへと向かう御影を、呆ぼう然ぜんと見送った。

　せめて、ズボンを穿はけ……と呼び止めるべきだったと気づいたのは、星川を伴ともなった御影がベッド脇に戻ってきてからだ。

「おはようございます、啓夢さん」

「お、はよ……ございます」

　いつも通りの、淡たん々たんとした顔と声で挨あい拶さつをされてぼんやりと返す。

　啓夢も、御影と同じくシャツだけを身に着けてベッドにいるこの状じよう況きようは……かなり、妙みようなものなのでは。

　挨拶を口にしたきりなにも言えずにいる啓夢をよそに、星川と御影は平然と言葉を交かわしている。

「依い頼らい者の目覚めを待ち、見送りました。久しぶりに夢も見ずに眠ねむることができて、スッキリとした気分だと喜ばれていました。御影は所用で席を外している旨むねを告げると、また連れん絡らくをする……と」

「ああ、そいつはなにより。……啓夢に釣つられて寝こけていたが、夜に寝て朝に目覚めるのは妙な気分だな」

「……一いつ般ぱん人は、それが普ふ通つうですが。日中に活動されるのでしたら、いくつか出向いていただきたい場所があります」

「メンドクセェ……けど、仕方ないな。日ひ除よけは？」

「こちらに」

　ひと通り星川と会話を交わした御影が、ベッドに上半身を起こしてぼんやりとしている啓夢を振ふり返る。

　目が合い、なんとなく気まずくて……そろりと視線を逸そらした。

　この男と、同じベッドで眠っていたのは間ま違ちがいない。これまでの『仕事』では、啓夢だけがベッドで眠り……御影は、同じ部屋の応接セットで朝を待っていたようなのだが、昨夜ゆうべはなにがどうなってこんなコトに……？

　ほとんど眠りに落ちかけた状態で『依頼者』のところからこの部屋に移動した啓夢には、経緯いきさつがわからない。

　ところどころ記き憶おくが飛んでいて、どこから夢でどこまで現実なのかあやふやだ。

　ただ、一つ。

　いつもなら、『依頼者』から移された悪夢にうなされ続け、目覚めの気分は最悪なのに……今朝は、いつになくスッキリとしていることは確かだ。

　全身を包む倦けん怠たい感もなく、頭も痛くない。

「あの、さ……なんで、あんた……と」

　不可解な思いでベッド脇を見上げて話しかけると、唇くちびるの端はしをわずかに吊つり上げた御影は、大きな右手を啓夢に見せつけながら口を開いた。

「釣られたっつっただろ。悪夢にうなされていたから、手を貸してやったらカワイらしくしがみついてきて……」

「お、おれが、そんなことっ」

　していない、と言い切れないのが恐おそろしい。

　手を取り合い、『依頼者』を眠りに落としてからの御影とのやり取りは、ほぼ記憶にないのだ。

　なに？　まさか、本当に御影にしがみついたり……それも、カワイく？

　あり得ない、と信じたい。妙なことを口走っていないか確かめたいけれど、怖くて聞けない。

　口を噤つぐんだ啓夢は、一人で百面相をしていたのだろう。ベッド脇からこちらを見下ろしている御影が、くくっと笑う。

「面おも白しろいな、啓夢。おまえの悪夢を、少しばかり引き受けてやろうとしただけなんだが、俺まで眠ねむ気けに襲おそわれるとは予想外だった。夜のあいだにこんなに眠り込んだのは、ガキの頃ころ以来だなぁ」

「……普ふ段だん、寝てないみたいだな」

「ああ、異様なレベルのショートスリーパーだ。特に、夜は活動時間だからな。妙な感じだが、悪い気分じゃない」

　しゃべりながら首を捻ひねっていた御影は、脱ぬぎ捨てていたスーツを手早く着用して身み支じ度たくを整える。

　まだぼんやりしている啓夢の髪かみを撫なでつけて、ふっと笑った。

「すげー寝ね癖ぐせがついてるぞ。俺は雑用を済ませるが、おまえは適当にここで朝飯を食って家に戻ってろ。タクシーに乗って、住所を言うくらいはできるだろ？」

「……ガキじゃねーんだから」

「迷子になるなよ」

「ならねーって」

　寝癖を指し摘てきしながら撫でつけていたはずなのに、またしてもグシャグシャと髪を搔かき乱されて御影の手を振り払はらった。

　ふざけた台詞せりふといい、完全に子供扱あつかいだ。

「啓夢さん。タクシーチケットをお渡わたししておきます。こちらの朝食代金は宿しゆく泊はく料金と一いつ緒しよに支し払はらいを済ませていますので、レストランでルームカードを提示してください」

「はぁ……」

　まだ寝惚けの残る頭で、ぼんやりと答える。

　ベッドでグズグズしている啓夢をよそに、御影はパウダールームで手早く洗面まで終えてネクタイを結んだ。

　星川に手て渡わたされた、日除けグッズ……サングラスを装着すれば、外出仕様の完成だ。

「じゃあな。獏ばく、啓夢を頼たのんだぞ」

『御ぎよ意い』

　啓夢の頭の上でふわふわ浮うかびつつ、やたらと従順に御影に答えた『相方』をジロリと睨にらみつける。

「……おい。おまえの相方っつか主人は、おれだろ」

『ですが、御影殿どのの命には逆らえませぬ』

　当然のように言い返されて、ムッと唇を引き結んだ。

　なんだか、釈しやく然ぜんとしない。

　確かに、自分たちは御影の左右の腕うでで……本体は『夜神』の御影なのだと、聞かされてはいるが。

　十年余りになるつき合いの自分よりも、半月ほどしか経たっていない御影を優先するのか。

　いや、もともと啓夢の『夢神』と一つの存在だった、『夜神』に仕えていた一族の末まつ裔えいだという言葉を信じるなら、つき合いは数百……何千年か？

　思い巡めぐらせる啓夢は、パタパタと上下する黒い羽を睨みながら難しい顔をしていたのだろう。背中を屈かがめた御影が顔を覗のぞき込んできて、ビクリと肩かたを震わせる。

「ぼーっとして……まだ寝ね惚ぼけてんのか？」

　傲ごう慢まんなものの言い方をして、尊大な態度で……気に食わないところばかりの男だが、端たん整せいな顔は嫌きらいではない。妙な親しみさえ感じる。

　同性の容姿などどうでもいいと気にも留めなかったのに、御影に関してはそんなふうに思ってしまう理由は、自分たちがかつて『一つの存在』だったせいだろうか。

　これほど急速に他人と距きよ離りを縮めるのも例外で、自分でも不思議なほど警けい戒かい心しんが薄うすいのは、初めて出で逢あった『夜』に属する同類だから……？

「二に度ど寝ねするなよ」

　唇に微び笑しようを滲にじませてそう口にした御影から、ふいっと顔を背そむける。

「……完全に目ぇ覚めたよ」

　可愛かわいげなく反論した啓夢に、御影は余よ裕ゆうの滲む声で「それならいいが」と言い残して部屋を出て行った。

『啓夢は、あの御お方かたに対して可愛げがないぞ。厭いとう理由などないだろう』

「るっせーな。人間にはいろいろあるんだよ」

　御影に対して意地を張り、なにかと反発してしまう理由は、一つではない。

　初対面の印象がよくないことが一番で……挨拶代わりなのか、ペットにでも接しているつもりなのか、やたらと馴なれ馴れしくスキンシップを図はかる点が気に入らないのもある。

　どれだけ啓夢が突つっかかっても、反発しても、余裕を崩くずさず……気に食わない。

「腹減った。飯、食いにいこ。朝からホテル飯なんて豪ごう華かなもの、滅めつ多たにありつけないし」

　頭を振って思考から『御影』を追い払った啓夢は、ベッドから下りて視線を彷徨さまよわせ、きちんとハンガーにかけられているスーツに目を留めた。

　ベッドに転がされた際、ついでに御影の手でスーツを脱がされたことは途と切ぎれ途切れながら憶おぼえている。

　皺しわにならないよう、きちんと吊るしてあるあたり……粗そ雑ざつなようでいて、抜ぬかりがない。

「……変な構い方をしてくるせいで、礼を言いそびれたじゃんか」

　ベッドまで運んでくれたことも、人前で恥はずかしい思いをしないで済むようにスーツを吊るしておいてくれたことも、朝食や帰宅に関する気き遣づかいまで。

　啓夢がぼんやりと寝惚けているあいだに、先回りして、すべて整えてくれた。

　一言もお礼を言えなかったのは、御影のせいだと責任転てん嫁かして、……自己嫌けん悪おに唇を嚙かむ。

『今日は顔色がいいな。啓夢も、あの御方も……やはり本来一つであった存在は、寄り添そうと具合がいいのであろうな』

「おまえ、なにをどこまで知ってんだよ。結局、『夜神』と『夢神』の関係性っつーか役に立つのかどうか微び妙みような力についても、ヒントみたいなことしか教えてくれないし」

　スーツに袖そでを通しながら、鏡越ごしに自分の背後にいる『相方』へと目を向ける。

　啓夢に見られていることはわかっているはずなのに、黒い豚ぶた……本人曰いわく『獏』は、視界から逃のがれるように天てん井じよう付近まで飛び上がって言い返してきた。

『……いやはや、眷けん属ぞくの我が、主あるじに進言など……』

「どうせおれは、未熟な神様だよ。どうせなら、派手な超ちよう能のう力りよくがあればいいのになぁ」

　惚とぼけた言い様は、啓夢の質問に答える気がないということだ。

　悪夢を祓はらう……それも、眷属である『相方』に喰くってもらわなければ、啓夢一人ではなにもできないのと同じで、『神』の力など無いに等しい。

　なんのために、『夢神』を継ついでいるのか……存在する意義はなんなのか、啓夢にはわからない。

「御影に逢あわなければ、こんなふうに考えずに済んだのになぁ」

　ちょっと変わった能力を使い、適当に日ひ銭ぜにを稼かせいで……とりあえず生きていく。

　そんなふうに気ままな生活をしていた、平へい穏おんとも言える日常を、御影という強きよう烈れつな存在に乱されたのだ。

　また、こんなふうに『御影』のことを考えている……と眉まゆを顰ひそめた啓夢は、ギュッとネクタイを締しめて今度こそ頭から御影を追い出す。

　もう『相方』を振ふり仰あおぐこともなく、朝食を取るために部屋を出た。

　どうせ、壁かべや扉とびらを通り抜けてついてくるのだ。無視しようとしても、そうすることができないのは……やたらと気に障さわる存在感を放つあの男と、同じだ。







《六》







　瞼まぶたが重い。抱だかれて運ばれたくないという意地とプライドで、なんとか目を開けているけれど、視界がぐらぐらと揺ゆれている。

　足元がふらつき、転ぶ……と思ったけれど、肩に回された力強い腕に引き寄せられて体勢を立て直した。

　今の啓夢は、支えられているというよりも、抱かかえられているというほうが的確な表現だろう。

「ほら、着いたぞ」

「ん……」

　薄うす暗ぐらいホテルの一室、大きなベッドに身体からだを投げ出す。啓夢を眠ねむりに引きずり込もうとする黒い影かげに、抗あらがっていたけれど……そろそろ限界だ。

「啓夢。ちょっとだけ奥に詰つめろ」

　ポンと頭に手を置きながら、低い声に促うながされる。

　頭がぼんやりとしていても、啓夢がそうして作った空間をこの声の主が埋うめようとしていることは察せられた。

「ゃ……だ」

「仕方ねーなぁ」

　苦く笑しようを滲ませた一言と共に、力の入らない腕を摑つかまれた。無理やりスペースを空けると、ギッとベッドが揺れるのを感じる。

　啓夢は拒こばんでいるつもりだが、お構いなしに隣となりへ潜もぐり込んできた。薄いシャツ越しに触ふれ合ったところから、ぬくもりが伝わってくる。

「あの手の男は、どんな悪夢を見るんだろうなぁ」

　そう零こぼした御影は、先ほど自分たちが眠りを提供した、今夜の依い頼らい者を思い浮うかべているのだろう。

　夜の店を多数経営する御影の父親の代からのお得意様だという、大手運送業の経営者だ。若い頃ころに一台のトラックでの輸送から始め、今では業界でも五本の指に入る業績と規模を誇ほこっている。

　七十を超こえた現在は経営権を息子むすこに譲ゆずっているそうだが、隠いん居きよの身ながら経済界に顔が利きき、彼の発言の影えい響きよう力は大きい。

　ホテルに入る前に御影から聞き出した事前情報は、依頼者本人を前にすると頭の中から吹ふき飛んでしまった。

　ここしばらく悪夢にうなされ、ロクに眠れないと……憔しよう悴すいしきっていて、実じつ年ねん齢れいよりずっと老いて見えた。

「俺のことは枕まくらとでも思って、気にせず眠れ。うなされたら、引き取ってやるから」

「ほ……っておけ、よ」

　うなされようが歯ぎしりしていようが、放ほうっておけばいい……と言い返したいのに、舌が重くてきちんと言葉にならない。

　悪夢を御影に引き取ってもらうこと自体は、啓夢にとってもありがたい。ただ、素す直なおに「頼たのむ」と言えないのは、その手段が『アレ』だからだ。

「なんだ、照れてんのか？　初めてじゃないんだから、今いま更さら一回や二回や十回、回数が増えたところで……」

「ッ、無神……経」

　眉を顰めて、背中を抱だき寄せようとする御影を蹴けりつけてやった。が、足にも力が入らないので、蹴るというよりも膝ひざを触れ合わせるだけになってしまう。

　確かに、御影と不本意ながら唇くちびるを重ねた回数は数え切れないほどになっているけれど、デリカシーが皆かい無むだ。

「そんなに怒おこるな。爪つめを立てる猫ねこみたいで、カワイーから。……悪夢を分け合う方法が見つかって、よかったじゃねーか」

「……よか、ねぇ」

　御影曰いわく、『吸い取る』という手段で悪夢を引き受けられても、あまり嬉うれしくない。

　確かに、恐きよう怖ふと不安を和やわらげてくれる……同じ夢を共有してくれる存在があるのは心強いが、調子に乗る一方だとわかっているので本音を御影自身に告げる気はない。

「目が虚うつろになってるぞ。俺が傍そばにいるから、寝ねてしまえ」

「…………」

　いらない、と。言い返せなかった。

　目元を覆おおう大きな手と、触れたところから伝わってくる体温が心ここ地ちよくて……逆らえない。

　この眠ねむ気けと安あん堵ど感かんは、今も依頼者に寄り添そって悪夢を喰っている『相方』から啓夢へと眠りが移植されるせいだ。

　御影と密着して、気を抜ぬいているわけではない……。

　そう心の中で自分に言い聞かせながら、うつらうつらと浅い眠りに漂ただよう。

　ふわりと全身が浮ふ遊ゆう感かんに包まれて、『相方』の喰う悪夢の世界へと引きずり込まれるのを感じる。

　……暗い。真っ暗な道を、進んでいる。

　車……いや、視界が高いので、トラックの運転席だろうか。きっとこれは、依頼者が自らハンドルを握にぎっていたという若い頃の記き憶おくだ。

　少し前から眠気に襲おそわれているという自覚はあるが、休きゆう憩けいの予定時刻はまだ少し先だ。ここで休んだりしたら、納品に間に合わなくなる。

　気を抜けば、ふらっと頭が揺れてしまう。大音量でカーラジオを流していても、ほとんど耳に入ってこない。

　せめて、コーヒーを飲んで眠気に抗おう……と、ドリンクホルダーに納められた缶かんコーヒーに目を向ける。

　左手を大きなハンドルから離はなしてコーヒーを取り、ふと前方に視線を戻もどした瞬しゆん間かん、ヘッドライトに黒い人ひと影かげが映し出された。

　こんな夜道に、まさか。いつ、人が出てきた？

　幼い子供を抱いた女性が、驚きよう愕がくに目を瞠みはってこちらを見ている。渾こん身しんの力でブレーキを踏ふみ込んでも、停とまれるはずのない距きよ離りで……。

「……ッ！」

　全身を強こわ張ばらせて力いっぱい奥歯を嚙かみ締しめていると、耳のすぐ傍で「啓夢！」と名前を呼ばれた。

　力強い男の声は……よく知っているものだ。いつも、啓夢を吞のみ込もうとする悪夢から呼び戻してくれる。

「おい、啓夢。目を開けろ！」

　痛いくらいの力で肩かたを摑んで、揺さ振ぶられている。そこまでわかるのに、瞼が異様に重くて目を開けられない。

「息をしないかっ」

　前歯をこじ開けるようにして強ごう引いんに口の中へ指を突つっ込まれ、奥歯を食い縛しばっていた顎あごの力を抜いた。

　長い指が引かれ、その代わりに、やわらかなものが唇に触れて……強張っていた舌を舐なめられる。

　口づけを認にん識しきしたと同時に身体の強張りが解け、ヒュッと息を吸い込んだ。

「ッ！　はっ……ぁ、ケホッ」

　どれくらい息を止めていたのか、ドッと肺に流れ込んできた空気に噎むせていると、軽く背中を叩たたかれた。

　心臓が、とんでもないスピードで早はや鐘がねを打っている。頭ず蓋がい骨こつの中に反はん響きようするみたいで、耳の奥に響ひびく鼓こ動どうがうるさい。

　震ふるえる手を握り締めて目を開くと、

「啓夢。俺を見ろ。……大だい丈じよう夫ぶか？」

「御……影」

　ぼんやりとした光の中で、顔を覗のぞき込んでくる男と視線が絡からむ。落ち着いた声で名前を呼びかけられ、ガチガチに強張っていた身体から力が抜けた。

　まだ、頭がぼんやりとしている。夢の余よ韻いんが全身に漂っていて、息が苦しい。

「ゆっくり、深く息をしろ。深呼吸だ。……できるだろ？」

「ふっ……」

　御影に促されるまま、深呼吸を二回……三回。大きな手は、そのあいだも啓夢の背中をゆっくりと擦さすっている。

　ここがどこで、なにをしていたのか。

　現実を認識した瞬間、御影の両りよう腕うでの中に身体からだを抱だき込まれた。

「よしよし、怖こわかったな。すまなかった。もう少し早く目覚めさせてやればよかった」

「ん」

　瞬まばたきと同時に、ぬるい涙なみだが次々と零れ落ちる。

　泣くつもりなどなかったのに、勝手に込み上げてきて止められない。恥はずかしい。御影に知られたくない。

「は、放……せ」

　御影の腕うでの中から身体を逃にがして背中を向けようと、ゴソゴソ身み動じろぎをしたのに……御影の腕は、しっかりと啓夢の背中に回されている。

「放さねぇよ。おまえが味わった怖さは……わかるからな」

　その言葉で、先ほどの悪夢を御影も共有しているのだとわかった。　>>>♥

　啓夢をギュッと抱く力強い腕の中はあたたかくて、密着した胸むな元もとから伝わる心臓の脈動が心地よくて……動けない。

「ゆ……め」

「ああ。若い頃に、人身事故……死亡事故を起こしてたんだろうな。年を取ってから罪悪感が甦よみがえって、悪夢を見ていた……か」

　……耳みみ障ざわりなブレーキ音の残ざん響きようが、耳の奥から離れない。

　恐怖と、罪悪感と、自責の念による苦しみと……取り返しのつかない過去を夢の中で繰くり返し、決して忘れるなと自じ戒かいしている。

　啓夢が感知したものと、御影が覗き見したものが、まったく同じだったかどうかはわからない。

　けれど、啓夢を抱いた御影が口にした『おまえが味わった怖さはわかる』が噓うそではないのだと、信じられる。

　どれだけ言葉で説明しても明確には伝わらないだろうあの恐怖を、多く語ることなく察してくれる人がいるというだけで、啓夢の胸に渦うず巻まく息苦しさが少しだけ軽くなる。

　啓夢の背中を軽く叩いた御影は、「少しは落ち着いたか？」と啓夢が零こぼした涙を揶や揄ゆすることなく宥なだめる口調で尋たずねてくる。

　他人の……それも、気に食わないこの男に抱かれて泣いた自分が恥ずかしくて言い返すことができず、啓夢は無言で首を上下させた。

　悪夢による不ふ可か抗こう力りよくとはいえ、御影に無様な姿を見せるなど……悔くやしい。

　複雑な思いで唇を嚙んでいる啓夢を抱いたまま、御影が淡たん々たんと語る。

「とりあえず今夜は、『獏ばく』が喰くってやったことで悪夢を見ることなく眠ねむれただろうが、その場ば凌しのぎでしかない。時間が経たてば、元の木もく阿あ弥みってやつだろうな。これは、俺らじゃなく精神科の領域だ。素す直なおに聞き入れるかどうかはわからんから……星川に、それとなく伝えるよう言っておく」

「……ん」

　自信に溢あふれたあの年代の男が、自分より遥はるかに年若い人間の助言など、聞き入れそうにない……と想像はつくけれど、あの悪夢を繰り返し見るのは苦しいだろう。逃のがれたい一心で、素直にカウンセラーの下もとを訪ねるかもしれない。

「朝までは、まだ時間がある。もう一ひと眠ねむりしろ。……悪夢は、俺が引き受けてやるから」

「なんで、言い切れるんだよ」

　分け合うのではなく、悪夢を御影が引き受ける……など、これまで試ためしたこともない業わざだ。自信たっぷりに出来そうな言い方をする御影が不思議で、怪け訝げんな声で問い返す。

　それに対する御影の返答は、根こん拠きよの欠片かけらもないものだった。

「……気合いで、なんとかなるんじゃねぇの？」

「ならねーだろ」

　子供かよ、と呆あきれた啓夢は、唇くちびるに笑えみを浮うかべて御影の胸元を叩いた。

　いつの間にか、すっかり身体の強張りが解けている。

　普ふ段だんと、まったく変わらない調子でしゃべる御影のおかげか……？　と認めるのは少し癪しやくだけれど、緊きん張ちよう感かんのなさに釣つられたことは事実だ。

　啓夢は、どうすることもできなかった……心臓が握にぎり潰つぶされそうなくらい苦しかった悪夢を、この男はどうやって消化したのだろうか。

　悪夢を見ていなかったかのように、ただ啓夢を抱いて「落ち着け」と宥めてくれて……。

「年を食ったら、鈍どん感かんになるのかな」

　御影は、ようやく二十歳はたちになった啓夢より十歳も上だ。

　人生経験の差だと、そんなふうに御影が大人であることを認めたくなくて、わざと憎にくたらしい言い回しでつぶやいた。

　啓夢は独り言のつもりだったのに、頭のすぐ脇わきで御影が言い返してくる。

「……誰だれが年寄りだ？」

「被ひ害がい妄もう想そう。あんたのことだとか、言ってないだろ。それとも、年寄りだって自覚してるから過か剰じよう反応するんじゃ……」

「さっきまで、神しん妙みような空気を漂ただよわせてしょんぼりしていたくせに……その可愛かわいくない口を閉じて、寝ね落おちしろ」

　啓夢の頭をポンポンと叩いた御影は、それでも抱き込んだ腕の力を抜ぬくことなく大きなため息をついた。

　可愛くないとか言いつつ、一人で勝手に悪夢を見ていればいいのだと、啓夢を突き放さないのか。

　素直に御影に寄りかかるのは、悔しい……のに、心ここ地ちいい。この腕の中にいれば、悪夢から護まもられているのだと実感してホッとする。

　二人で支え合って生きていた母を見送ってからは、誰にも頼たよらず、独りで逞たくましく生きていけると思っていた。

　こんなふうに、弱々しくなかったのに……。

　身を委ゆだねて、寄りかかることのできる存在は、怖い。護って、甘やかそうとする手に慣れてしまえば、今までのように……強い風の中でもふらつくことなく独りきりで立つことができなくなりそうだ。

「……寝られねぇよ」

　小声でつぶやいて、御影の肩かた口ぐちに頭を押しつけた。

　強制的に眠りに引きずり込まれる入にゆう眠みん時はともかく、一度覚かく醒せいしてしまったら御影の腕の中で安あん穏のんとした眠りに落ちることなどできるわけがない。

　この男も、自分が『夜神』で……啓夢が『夢神』で、夜の仕事に必要な存在でなければ可愛げのない男など抱いて寝ようとは思わないだろう。

　啓夢は、眠っていない。

　きっと、御影も起きている。

　それなのに、無言で啓夢の身体を抱き込んでいる御影は……なにを考えている？

　空が白み始め、依い頼らい者の傍そばで一晩かけてたっぷりと悪夢を食べていた『相方』が『満腹だ！』と飛んでくるまで、御影に抱かれたまま息を潜ひそめていた。

　おかげで、筋肉痛のような不快な鈍どん痛つうに丸一日悩なやまされたが、時おり顔を顰しかめて肩を回していた御影も同類の不具合に襲おそわれていたようだ。

　秘書の星川に「どのような寝ね相ぞうを？」と首を傾かしげられて、「なんでもない」と強がる姿は、大人げないとしか言いようのないもので……一いつ瞬しゆんでも頼りがいのある大人だと感じた自分を、殴なぐってやりたい。

　力強い腕の中が、心地よかった……とか。

　甘やかそうとする手に、ホッとした……とか。

　全部、一時的な衝しよう動どうだ。

　悪夢の余よ韻いんのせいで混乱して、気の迷いが生じたに違ちがいない。

　そう自分に言い聞かせながら、のん気な顔で肩に乗ってくる『相方』の羽を摘つまんで引っ張り……八つ当たりをして、『今日は妙みように粗そ暴ぼうだぞ、啓夢！』と怒おこられた。

　憤ふん慨がいする『相方』には悪いが、なにかしていなければ、御影のことばかり考えてしまいそうだったのだ。

　頼りたくも、甘えたくもないのに……。

　御影が現れなければ、こんなふうに自信が揺ゆらぎそうになることなどなかった。

　大おお仰ぎような『夢神』の自覚などなく、少し変わった特技を持ち、自じ称しよう『獏』で眷けん属ぞくだという『相方』を供にした『正体不明の占せん術じゆつ師し』でよかった。

　でも、もう……御影を、かつては一つだったという『夜神』を知らないでいた頃ころには戻もどれない。

　それが、啓夢にとって幸か不幸かは……まだ、わからない。







《七》







　これまで自分には無む縁えんだった高級ホテルだが、御影との『仕事』で週に一度は足を踏ふみ入れるようになれば、それなりに慣れた。

　隣りん接せつする二部屋を予約する理由は、一室は『依頼者』のため……もう一室は、抗あらがいようもなく眠ねむりに落とされる啓夢のためだ。

　朦もう朧ろうとした啓夢をベッドに運び、御影が悪夢をわずかながらでも引き受けてくれて……共に夜を過ごすのが、お約束になった。

　秘書の星川は、彼には見えない『獏』が依頼者の悪夢を喰くう場に立ち会ってその部屋で朝を待ったり、異性の場合は駐ちゆう車しや場に停とめてある車に移動したり……と、啓夢の知らないところで時間を潰しているようだ。

　高層階からの眺ながめは壮そう観かんで、都会の高層ビル群が夜の帳とばりに包まれて星をちりばめたかのように光を灯ともしていく様子をぼんやりと見るのも、嫌きらいではない。

　ただ、なにをするでもなく窓からの展望を目に映すのは……手持ち無ぶ沙さ汰ただ。

　御影はモバイルパソコンや書類を持ち込み、秘書の星川とぽつりぽつり話しながら作業をしているけれど、啓夢にはすることがない。

　テレビを点つけても、文句は言われないはずだ。それでも、同じ部屋で御影が仕事をしていることを思えば、リモコンに手を伸のばすのは躊躇ためらう。

「夜まで、おれは用無しだろ？　ちょっと、そのあたりをうろついてくる」

　窓の脇に設置されたカウチソファに座り込んでいた啓夢は、弾はずみをつけて立ちあがった。

　このホテル周辺の徒歩圏けん内ないにはゲームセンターやらの娯ご楽らく施し設せつはないけれど、コンビニエンスストアやコーヒーチェーン店、啓夢が身を置くには少し場ば違ちがいながらセレクトショップなどがあるはずだ。

　適当に、時間を潰すことはできるだろう。

「……知らない人について行くなよ」

「あんたが言うか」

　御影は十五年前、五歳くらいの啓夢に逢あっていたというが、啓夢にその記き憶おくはない。つまり啓夢にとっては、『初対面の知らない人』だったにもかかわらず……強ごう引いんに怪あやしげな車へ押し込んだ、無作法な人間だ。

　眉まゆを顰めた啓夢は、

「キレーなお姉さんだったら、ついて行くかも」

　わざと、可愛げのない言い回しで御影に反発する。御影の脇に立っている星川はクスリと笑い、御影は呆あきれたように手を振ふった。

「好きに遊べばいいが、十七時にはここに戻ってこい。晩飯……と、軽い打ち合わせだ。今日の依頼者は、少しばかり特とく殊しゆだからな」

「了りようー解かいしましたっ」

　ふざけた調子で答えて、財さい布ふとスマートフォンが入っている上着を摑つかみ、御影に背中を向けた。

　ここしばらく、御影と一いつ緒しよにいるのがなんだか息苦しい。

　星川とやり取りしている御影は、相変わらずマイペースで……夜のファストフード店で顔を合わせた時から、ほとんど変わらないのに。

　チラリと振り向くと、星川と目が合った。パソコンのモニターを注視している御影は、啓夢が振り向いたことなど気がついていないだろう。

「……っ」

　小さな子供に対するように微び笑しようして手を振った星川から、露ろ骨こつに顔を背そむけて廊ろう下かに出た。

　あの男の印象も……ほぼ一いつ貫かんしている。

　ただの秘書にしては甲斐かい甲斐がいしく御影に仕え、正体不明の不ふ審しん者に等しいはずの啓夢にも慇いん懃ぎん無礼と感じるほど丁てい寧ねいに接してくる。

　本当に御影のサポートができるのは、自分のほうだと見せつけている……時おりそんなふうに感じる啓夢は、我ながら気持ち悪い。

「劣れつ等とう感っつーか……疎そ外がい感？　おれより、本職にはずっと役に立つだろうし。見た目も、ウルワシーしなぁ」

　御影の本職は弁護士なのだと知ってはいても、啓夢には具体的になにをしているのかまではわからない。

　繁はん華か街がいに、父親から継ついだという複数の店を持っているとか……夜の街で働いている男女の相談に乗ったり、高級がつく店の上得意客を顧こ客きやくに持っていたりするせいで、やたらと顔が広いらしいということは、なんとなく察せられるが……。

『啓夢？　なにを気落ちしている』

「……おまえには、わかんないことだよ。人間には、いろいろ考えることがあるんだ」

『我は、啓夢より長く世を生きておるぞ。啓夢が知らぬことでも、我には知ち恵えがある』

「ああ……そういうの、なんて言うんだっけ。生き字引？」

　小声で『相方』と会話をしていたけれど、上階から降りてきて扉とびらが開いたエレベータに先客がいたことで口を噤つぐむ。

　普ふ通つうの人には見えないモノなのだから、ぶつぶつしゃべっていたら不審人物だ。

『御影殿どのにはああ言ったが、女おな子ごに誘さそわれてもついて行く気などないであろう。啓夢は素す直なおでないな』

「…………」

　反論できないのが、悔くやしい。

　無言で手を振り、肩に乗っている『相方』を払はらい落とす。これなら、虫を除のけているくらいにしか思われないだろう。

『啓夢っ。我を払い除けるなど……』

　なにやら文句を言っているが聞こえないふりをして、ロビー階に到とう着ちやくして扉が開いたエレベータを出た。

　どれほど綺き麗れいな女性に声をかけられても、ついて行く気になれない……など、『相方』に言われるまでもない。

　最初から、そのつもりなど皆かい無むな上で、言ってみただけなのだ。

　なにも言っていないのに『相方』に見み透すかされているのも悔しいし、認めて肯こう定ていするのも恥はずかしいので、唇くちびるを引き結んで早足でロビーを突つっ切る。

　御影と逢ってから、そろそろ一ヵ月……調子を狂くるわされることばかりだ。

　そうして注意力が散さん漫まんになっていたせいで、前から歩いてきた人に体当たりしてしまいそうになった。

「っと、すみません」

　慌あわてて急ブレーキをかけたことで衝しよう突とつは免まぬがれたけれど、杖つえを手にした小こ柄がらな老ろう紳しん士しは驚おどろいた顔で目の前に立つ啓夢を見上げている。

　言い訳をさせてもらうと、ロビーにいくつも置かれている背の高い観葉植物の陰かげになっていて気がつかなかったのだ。それでも、きちんと前を見ていなかった……急ぎ足で歩いていた自分が悪い。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　接せつ触しよくはしていないのだから、大丈夫なはず……と思いつつ、お年寄りを驚かせたことには違ちがいない。

　背中を屈かがめて老紳士を覗のぞき込むと、

「おじい様、どうなさったので……」

　若い女性の声が聞こえてきて、パッと顔を上げた。

　長いストレートの黒くろ髪かみが印象的な、古風な美人だ。年ねん齢れいは、たぶん自分と同じくらい。ただ、啓夢と目が合った途と端たん、見てわかるほど表情を険しくする。

　ぶつかっていないのだが……いや、スーツは着ていても高級ホテルにはあまりそぐわない風ふう袋たいの啓夢が、難なん癖くせをつけているように見えるのだろうか。

「あ、えっと……」

「バッタリ鉢はち合あわせをしただけだ」

　どう言えばいいか迷い、口くち籠ごもった啓夢に老紳士が助け船を出してくれる。それを幸いとばかりに、愛あい想そ笑いを浮うかべて立ち去ることにした。

「じゃあ、おれはこれで。本当にすみま……」

「そう急がなくてもいいだろう。啓夢」

「……へ？」

　老紳士の声が耳に入ったと同時に、ピタリと身体からだの動きを止めた。

　今、確かに啓夢……と呼ばれた。どうして？

　記憶を探さぐっても、この老紳士に見覚えはない。これまでに、御影と悪夢祓ばらいをしたことのあるお客でもないし……初対面のはずだ。

　ファストフード店で御影に声をかけられた時よりも、更さらにわけがわからない状じよう況きようだ。

　間ま抜ぬけな一言を零こぼしたきり立ち竦すくむ啓夢を、女性が眉を顰ひそめて睨にらんでくる。

「名前を呼ばれたのに、無視するつもり？」

「麗れい華か。そんな顔をするでない。……やはり、あの男の動向を張っておいて正解だったな。啓夢など知らぬと、白を切りおって」

　なに？　あの男とは、御影のことか？

　啓夢が御影と行動を共にしていると知ってか、推測をして御影に尋たずね、否定されていたのだろうか。

　なんのために、啓夢を……捜さがしていた？

　なにもかもわからないことばかりで、どういうことだと老紳士に尋ねることもできずにいると、女性はますます不快そうに眉を顰めた。

「間抜けな顔。おじい様、本当にこれが？」

「これ呼ばわりをするな。母親は違うとはいえ、おまえの弟だ」

「……は？」

　再び間の抜けた一言を漏もらした啓夢を、麗華と呼ばれた女性は冷たい目で見み遣やって顔を背けた。

　突とつ然ぜん降ってわいたような、意味不明な事態に直面しているのだ。困こん惑わくのあまり、ろくな反応ができなくても仕方ないだろう。

　啓夢の肩かたのところにいる『相方』は、いつもは饒じよう舌ぜつなくせして、一言も発することなく成り行きを傍ぼう観かんしている。

　なんなんだいったい……と口に出すことなく零し、助けを求める目を向けても……啓夢の視線に気づかない素そ振ぶりで、黙だまって黒い羽をパタパタ動かしていた。










　ホテル内のカフェに移動すると、テーブルを挟はさんだ向かい側に並んでいる老紳士と麗華をチラリと目にした。

　沈ちん黙もくが重い。どう切り出せばいいのか悩なやましいが、黙っているほうが息苦しくなり、おずおずと口を開いた。

「あのー……人ひと違ちがい……とか」

「啓夢だろう。叶野かのう、啓夢」

「は……い」

　人違いであることを期待したけれど、即そく座ざに打ち砕くだかれてしまった。フルネームで名前を呼ばれては、うなずく以外にない。

「失礼します。カフェラテとホテルブレンドがお二つ、お待ちいたしました」

　ウエイターによって運ばれてきたコーヒーカップが、テーブルに三つ並ぶ。

　これで、意図して呼ばない限りテーブルに近づいてこないはずだ。カフェの利用者はさほど多くなく、席と席の間かん隔かくがゆったりと取られているので、よほど大きな声を出さない限り話を聞かれることはない。

　啓夢がそう考えたところで、麗華と呼ばれていた女性が口を開いた。

「手、出して」

「……手？」

　唐とう突とつな一言だ。聞き返した啓夢は、さぞ怪け訝げんな表情をしているだろう。

　すんなりと麗華の言葉に従わなかったせいか、ほんの少し眉まゆ根ねを寄せている。

「右手よね、おじい様」

　麗華の問いかけに、老紳士は無言でうなずく。早くしろ、という圧力が彼女から漂ただよってきて、渋しぶ々しぶと右手をテーブルの上で伸のばした。

「お父様と同じ……」

　麗華は啓夢の右手を摑つかむと、手のひらを上に向けて親指の付け根部分を検分する。

　上じよう弦げんの月と、御影に言われるまで形など意識したことのなかった生まれつきの痣あざを、……睨みつけられている？

「やはり、間ま違ちがいないな。……啓夢、おまえの父は私の息子むすこだ」

「…………」

　もう「は？」とか「へ？」という一言を零すことさえできず、目を見開いて絶句した。

　ハッとして『相方』に目を向けると、啓夢と目を合わせようとせず、無言でふわふわ空中に漂っている。

　否定するでもなく、すっ惚とぼけている。ということは、この老紳士の言うことは……事実か？

「おまえの母親は、息子の仕事上のパートナーだったんだが、いつの間にか男女の仲になり……おまえを身籠って、姿を消した。出産したのは女児だったとだけ知らせてきて、その後は音信不通だ。息子も、定期的に生活費を振ふり込んではいたようだが、おまえたちに関しては沈黙しておった。男子だと、知っていたかどうか……」

　啓夢が初めて知る、母親と……存在の片へん鱗りんさえ感じなかった父親についての話に、トクトクと心臓が鼓こ動どうを速くする。

　母親が亡なくなるまで語らなかった父親のことを、知りたくないと言えば噓うそになる。自分のルーツに、興味がないわけがない。

　でも、半分血が繫つながっている……という麗華の存在は、自身が不義の子である事実を啓夢に知らしめた。

　呆ぼう然ぜんとしていた頭に思考が戻もどり、そこまで行き着いたところで、きっとわかりやすく顔に表れていたのだろう。

　麗華がパッと手を引いて、険しい顔と口調で啓夢が思い至ったものを突つきつけてくる。

「自分の立場がわかったみたいね。お父様は、私のお母様を裏切ってあなたの母親と関係を持ったってわけ。弟なんて……思えるわけがないじゃない」

「そう言うな、麗華。家と家の関係だったとはいえ、おまえの両親のあいだにも気持ちがなかったわけではないだろう。私がなにより気に入らぬのは……生まれた子が女児だったと、謀たばかったことだな」

　老ろう紳しん士しの目が、啓夢をジッと見み据すえてくる。

　つい今しがたまで小こ柄がらな好こう々こう爺やといった雰ふん囲い気きを漂わせていたのに、眼光がやたらと鋭するどくて、縫ぬい留められたようになり……身み動じろぎさえできない。　>>>♥

「我が夢む川かわは、御影と対ついを成す由ゆい緒しよある家系だ。ただ、息子の死去により後こう継けい者しやが途と絶だえてしもうてな。資格のない麗華に婿むこを取って継つがせるしかないかと諦あきらめかけていたのだが、最近……御影の倅せがれが妙みようなことをしておると小耳に挟んで、少しばかり調べさせてもらった」

　むかわ……という名前を聞くのも、初めてだ。母親は、本当になに一つ、父親についてのヒントを啓夢に残さなかったらしい。

　後継がどうとか聞かされても、すんなり受け止められるわけがない。

「……愛人の子には、もっと資格がないんじゃないですか」

　正妻の子からいるなら、婿を取るなりなんなりして継がせればいい。男子でなければならないとか……戦国時代でもあるまいし。

　バカらしい、と声に滲にじみ出ていたかもしれない。面めん倒どうなことに巻き込まれたくない、というのが本音だ。

　祖父などと思えるわけのないこの老紳士はともかく、麗華はとてもではないが啓夢を歓かん迎げいしているようには見えないのだから。

「目に視みえる資格が、そこにある」

　右手を指差されて、反射的に拳こぶしを握にぎった。

　資格……この、『夢神』の印だという、痣か。

　顔も見たことのない……亡くなっているらしい父親という人も、啓夢と同じような悪夢祓いの能力を持っていたのだろうか。

　初めて、父親という存在に興味を持った。

「夢川の跡あと取とりには、必ずその痣があるのだ。それを有する者が家か督とくを継ぐことにより、繁はん栄えいが保障されると伝承されておる」

「そんなことで……おれが詐さ欺ぎ師しだったらとか、疑わないんですか？　家を乗っ取ろうとしているとか……」

　啓夢の言葉を聞いた老紳士は、ふと目をしばたたかせて……「ふはははは」と豪ごう快かいな笑い声を上げた。

「自ら名乗るものは、これまでにも何人もコンタクトを取ってきおった。我が倅ながら、色好みの男だったからな。非ひ嫡ちやく出しゆつ子しを偽ぎ称しようする人間も枚挙に暇いとまがない。ＤＮＡ鑑かん定ていというものが容易に可能な現代は、便利な世の中だ。もう一つ、秘ひ匿とくされておるソレは、誰だれもが偽ぎ装そうできるものではないからな」

　ソレと啓夢が握り締しめている右手を指差されて、唇くちびるを引き結んだ。

　まさか、この痣がある男子……血脈を継いでいるというだけで、啓夢を跡取りの座に据すえる気か？

　これまでは捜さがそうという気さえなかったようなのに、本気でそんなことを考えているのだろうか。

「今日のところは、挨あい拶さつをしたかっただけだ。いつでも連れん絡らくをしてきなさい。おまえには、夢川の家に入る正当な権利がある。御影にどのように利用されているのかは知らんが、義理立てする理由もないだろう」

　テーブルの上に名めい刺しを差し出されたけれど、手に取ることはできなかった。

　ジッと名刺に視線を落としたまま動きを止めている啓夢に、今はなにを言っても無む駄だだと思ったのだろう。

　老紳士は静かに席を立ち、「近いうちにまた逢あえることを願っている」とだけ言い残すと、麗華に付き添そわれてカフェを出て行った。

『啓夢』

「おまえは、なにもかも知っていたんだよな。父親って人が亡くなったのは、おれが十歳の時……だろ？」

　夜よ中なかに、突とつ然ぜん部屋に飛び込んできた自じ称しよう『獏ばく』は、相方がいなくなったことで後継者を捜していたのだと言っていた。

　きっと、間違いなく……あの日に、啓夢の父親という人が彼ひ岸がんへと旅立ったに違ちがいない。

『そうだ。ただし、おまえの父は痣が薄うすく……啓夢より遥はるかに能力が微び弱じやくだった。我と言葉を交かわすこともできなかったし、悪夢を喰くうように我を使し役えきすることもできなかった。せいぜい、手を触ふれた相手の悪夢を、一時遠ざけるくらいか』

　母親は、そんな父親を占せん術じゆつ師としてサポートしていた……か。

　それなら、詳しよう細さいは知らされていなくても、『夢川』という家がどのようなものなのか察していたのかもしれない。

　啓夢を身に宿したことで姿を消し、秘ひそかに出産して……男子であること、父親と同じ『痣』を持っていることで、跡取りとして取り上げられることを恐おそれたのだろうか。

　小学校に入るまで、髪かみを長くして女の子のような服を着せられて……監かん視しされているかもしれない、『夢川』の目を欺あざむいていた？

　なにかから逃のがれるように住む土地を転々としていたのも、同じ理由だろうか。

「……一言くらい、言っておけよバカお袋ふくろ。おまえも、前に眷けん属ぞくとして憑ついていたのがおれの父親だったとか、黙だまってるし」

『聞かれなかったからな』

「そうだけどっ。あー……もう、なんか……ドッときた」

　緊きん張ちよう感かんのない一言に、脱だつ力りよくしてしまった。

　身体からだが重くて、動けない。

　名刺など、置いて行かれても厄やつ介かいなだけだ……と思うのに、そろりと手を伸のばして引き寄せる。

　いろんなことを一気に聞かされたせいで、頭がいっぱいで……飽ほう和わ状態だ。自じ慢まんにならないが、さほど脳の処理能力が高くないのだ。

　カフェのテーブルに肘ひじをついて、ぼんやりと窓ガラスの向こうを行き交かう通行人を眺ながめる。

　御影から、『どこでなにやってんだ。戻ってこい』とスマートフォンに連絡が来るまで、その場を動くことができなかった。







《八》







「なにをしていた？　十七時には戻れと言っただろう」

　祖父と異母姉を名乗る二人との対面を終えてからしばらく、気力も体力も使い果たした状態になってしまい、イスから立ち上がることができなかった。

　ようやくホテルの部屋に戻もどった啓夢に、御影は機き嫌げんのよろしくないことが感じられる低い声でそう口にする。

　テーブルに広げてあった書類やパソコンはすべて片づけられていて、仕事は一段落ついたらしい。

「下のカフェで、茶を飲んでた。すげー美女に声をかけられてさ。おれってば、モテモテ」

　噓うそは一つも言っていない。何があったのか、事実をすべて話してもいないが。

　啓夢の言葉を耳にした御影は、「ふーん？」と、どうでもよさそうに鼻を鳴らす。

「まぁいい。とりあえず晩飯だ。ここのレストランは……フレンチと中ちゆう華かと和食か。どれがいい？」

「……和食」

　モヤモヤしたものが、まだ胸の奥に渦うず巻まいている。空腹でも、今は味の濃こいものを食べられそうにない。

　啓夢の返事に御影がうなずいたとほぼ同時に、星川がスマートフォンを手にしてドアのほうへと足を向ける。御影に命じられるまでもなく、予約のためにレストランへ連絡しているのだろう。

　相変わらず、献けん身しん的な……と星川の背中を横目で見み遣やる。

　同じように御影の家で生活をしているにもかかわらず、啓夢は、この男がラフな服装で寛くつろいでいるところを見たことがない。秘書というより、映画で見たことのある伝統的な執しつ事じのようなストイックさだ。

　まさかと思うが、スーツを着たまま眠ねむっているのでは……と疑ったことさえある。

「そういや、特とく殊しゆな依い頼らい者ってなんだよ」

　事前に打ち合わせが必要になるような、特殊な『依頼者』は初めてではないだろうか。

　たいてい啓夢は、相手がどんな人物なのか……時と場合によっては性別さえ知らされずに現場に臨のぞむ。

　御影曰いわく、余計な先入観を持たないように……だとか、相手が政治家だと知っていたら緊きん張ちようするだろうという、啓夢への気き遣づかいらしいが……余計なお世話だ。

　人物像の予想もできない状態で依頼者と対面するよりも、チラリとでも知っているほうが、心構えができていい。

　それなのに、今夜は例外らしい。これまでにない前置きをされてしまうと、かえって緊張が込み上げてくる。

　チラリと啓夢を目にした御影は、なにを考えているのか読めない無表情で言葉を返してきた。

「……夕食が先だ。星川」

「手配できました。私は、別件で少し出て参ります。夕食も出先で済ませますので、お二人でどうぞ」

　スマートフォンをスーツのポケットに仕し舞まって頭を下げた星川は、書類やらが収められているらしい黒いバッグを手にして部屋を出ていく。

「腹が減っただろう。行くぞ」

　腰こしかけていたソファタイプのイスから立ち上がった御影が、脱ぬいでいたスーツの上着に袖そでを通す。

「ああ……」

　そういえば、昼過ぎに目を覚まして、御影と共に軽食を取ったあとは……カフェでコーヒーを飲んだだけだ。

　フレンチやら中華やらは受けつけそうにないと思っていたが、御影に「腹が減っただろう」と言われた途と端たん、空腹を意識した。

「寝ねてないのに、寝ね癖ぐせがついてるぞ」

「……ただのアホ毛だろ。寝癖じゃねーし」

　通り過ぎ様に側頭部を手で押さえられ、反射的に飛び退のく。

　予想していたまんまの反応だったのか、御影は啓夢を目にして満足そうにクッと低く笑って大おお股またでドアに向かった。

　御影は……あの、『夢川』という家系のことを知っているのだろうか。

　啓夢が『夢神』を継ついでいるとわかった上で、幼い頃ころから行方ゆくえを捜さがしていたというのだから……知らないわけがないと思う。

　それなのに、これまで啓夢に一言も話してくれなかった。

　母親を亡なくして、独りだ……と身の上を語った際も、父親はなくても祖父がいる……などと言ってくれなかったのだ。

　なにか思おも惑わくがあって、啓夢に血けつ縁えん者のことを隠かくしているのか？

　血縁者がいれば、啓夢がそちらを選ぶ……御影の『仕事』の役に立たなくなるから、素知らぬ顔をしてくるのだろうか。

「いや……そういうタイプじゃ、ないだろ」

　先に立って廊ろう下かを歩き、エレベータホールへと向かう御影の背中を眺めて、ポツリとつぶやく。

　この男なら、自信満々に「俺に協力するだろう」と決めつけて、啓夢を従わせようとするはずだ。

　血縁者の存在を隠し、自分しか頼たよれる人間がいないように画策……など、する必要もないだろうし、その手の小細工と御影という男は結びつかない。

「でも、あの男なら……」

　信用しきっているらしい星川が進言したのなら、「そうするか」と提案を受け入れそうだ。

　星川なら、御影のプラスになるよう手回しをすることくらい、なんの苦も無くやってのけるだろう。

　すべては、御影のため……それほど信望する理由が、どこにある？

　御影は啓夢に「片割れ」だとか「同じモノだった」などと言っていたが、星川とのほうが結びつきは深いのではないだろうか。

　チリッと胸の奥を引っ搔かかれたような不快感が走り、トントンと胸むな元もとを拳こぶしで軽く叩たたく。

『どうした、啓夢。心の臓に不具合でもあるか』

「いや、なんか変な感じが……。腹が減ったせい、かな」

　頭の上を飛んでいる『相方』の声に、首を捻ひねりながら答える。

　それとほぼ同時に、啓夢がついてきていないことに気づいたのか、振ふり向いた御影に「おい、啓夢！」と偉えらそうに呼びかけられて、小走りで御影の後を追った。










　レストランでの夕食を終えて部屋に戻ると、十八時を過ぎていた。依頼者がやって来るのは十九時らしいので、さほど時間がない。

　静かな部屋に有能な秘書の姿がないことを確かく認にんして、御影は表情を曇くもらせた。

「星川は、まだか。……仕方ない。俺から簡単に説明しておく」

　説明するのが面めん倒どうだ、と隠そうともせずに御影が口を開く。

　淡たん々たんと語られたその内容は、啓夢が予想もしていなかったもので……始終、顰しかめっ面つらをしていたに違ちがいない。

「……本人が言うには、だがな。実際のところ、どんなものなのかはわからん」

　そこで言葉を切った御影が、

「どうする？　無理だと思うなら、別の方法を取るが。獏ばくが喰くわなければ、おまえに夢が移植されることはないんだろ？」

　珍めずらしく、啓夢を気遣うような言葉を投げかけてくる。

　依頼者が事前に語った『夢』の内容がスタンダードな悪夢ではないことで、『その夢』を引き受けることになる啓夢の意見を聞こうとしているらしい。

　別の方法、と言うけれど……。

「こいつが喰わなかったら、依頼者は眠れたとしても結局悪夢を見るじゃんか。悪夢を祓はらう……夢を見ることのない快かい眠みんって依頼を、果たしたことにならないだろ」

「まぁ、それもそうだが。依頼者は、とりあえずグッスリ眠りたい……ってことらしいから、悪夢を祓えなかったってことで文句は言わないだろう」

　いつになく歯切れの悪い言い回しをする御影は、この男にしては珍しく困こん惑わくしているようだ。

　啓夢もだが、御影も今回依頼された『悪夢』は初めてのケースに違いない。

「……いいよ。今までにない試みだけど、死ぬわけじゃないし。どんな感じになるか、予測不能だから……やってみないことにはなんとも、だな」

　若い女性だという『依頼者』は、きっと悪夢の内容を他人に語ることからして勇気が要いっただろう。

　そこまで追い詰つめられている、眠れずに苦しんでいるのだと思えば、祓えるものなら祓ってあげたい。

　啓夢がぽつぽつと答えると、御影はふっと頰ほおを緩ゆるませた。

「優やさしいイイ子だなー、啓夢」

「ちょ……ガキ扱あつかいするなって！」

　破顔した御影に、くしゃくしゃと髪かみを撫なで回される。乱れた前まえ髪がみが目の前に落ちて、「ヤメロ」と御影の手から逃のがれた。

　イイ子だなんて、母親からも十年くらい言われていない聞き慣れない言葉だから、落ち着かなくて背中がムズムズする。

　こんなふうに、馴なれ馴れしく髪に触ふれてくるのも御影だけで……よく考えれば、躊躇ためらいなくキスしてきた最初の夜から、やたらと距きよ離り感かんの近い人間だ。

　啓夢との接せつ触しよくに躊ちゆう躇ちよがないのは、『同じモノだった』せいだろうか。自分の分身のようなものだと思えば、『同性に触れている』という感覚や違い和わ感かんが乏とぼしくても仕方がないのかもしれない。

　……ずいぶんと前から啓夢を片割れと認識していたらしい御影とは違い、片割れという実感は皆かい無むに等しい啓夢にとっては、やけに態度が大きい上に顔がいいからこそ胡う散さん臭くさい男にセクハラ行こう為いをされている……としか思えないのだが。

　自分だけが妙みように意識していることも悔くやしくて、御影に背中を向けると乱された髪を手て櫛ぐしで整える。

　頭上を浮ふ遊ゆうしている相方が、『啓夢。お主の態度は無礼だぞ』などと窘たしなめてきたけれど、聞こえないふりをして奥歯を嚙かんだ。
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　身体からだが重い。

　照明が灯ともっているのに目の前が暗く……スポンジの上を歩いているかのように、足元がふわふわとして不安定だ。

「啓夢。もう少しだけ身体を起こしてろ。スーツを脱ぬがすぞ」

「ん……」

　ネクタイを抜ぬき取られ、首元の解放感にホッとする。スーツを脱がせる御影の手に大人しく身を任せるのは、今の啓夢が正常ではないからだ。

　普ふ段だんは、尊大な態度で王様のように振る舞まっているくせに……この時だけは、やけに甲斐かい甲斐がいしく啓夢の世話をする。

　着慣れないスーツから解放され、ベッドに背中を預けられる安あん堵ど感かんに全身の力を抜いた。

　いつもなら、このまま夢に落ち……隣となりに身を横たえた御影が、口づけで半分悪夢を引き受けてくれて共に眠ねむるのだ。

　けれど今日は、ベッドの端はしに腰こしかけて啓夢を見下ろしている。

「半分引き受ける……より、見張ってるほうがいいか？　どんな現れ方をするのか、予測不能だからなぁ」

　迷う調子でそう言いながら、目元にかかる前髪を指先で払はらわれる。

　なんとか薄うす目めを開いて御影を見上げると、不ふ明めい瞭りような視界に映る御影は、彼らしくなく表情を曇らせていた。

　気き遣づかわれるのが恥はずかしくて、ぎこちないものだと思うが笑えみを浮うかべながら口を開く。

「放ほうっておいて、いい……って。なんていうか、ほら……近未来の、体験型ＶＲ風ふう俗ぞくだとでも思えば」

「……どんなとこかロクに知らんガキが、風俗とか言ってんじゃねーよ」

「ッ、殴なぐんなよ」

　ムッと眉まゆを顰めた御影に、額を平手打ちされる。

　ほとんど力が入っていなくて、叩くとか殴るというほどのものではなかった。けれど、わざと大おお袈げ裟さに痛がって寝ね返がえりを打ち、御影に背中を向けた。

　本当は、どんな悪夢に襲おそわれるかわからなくて、怖こわい。今、依い頼らい者の傍そばで『相方』が喰っている悪夢は……未知の『淫いん夢む』なのだ。

　でも、怖がっていることを御影に悟さとられたくなくて、必死に虚きよ勢せいを張る。

「限界だろ。大人しく寝ねてろ。うなされてたら……起こしてやるよ」

　啓夢の虚勢などお見通しとばかりに、背後からポンと頭に手を置かれて、ギュッと身体を丸くした。

　この手に、縋すがりたくない。どんな夢だとしても、御影に頼たよらず……乗り切ってやる。

　そう……決意を固くして、啓夢を引きずり込もうとする黒い夢に身を委ゆだねた。










　夢だ。

　ただの夢だとわかっているのに、目を開けて……現実に逃にげ帰ることができない。啓夢にとっては、ただの夢だとしても普ふ通つうの夢ではないのだ。

「っ……」

　自分の手さえ見えない暗くら闇やみの中、どこからともなく複数の手に触れられる感覚だけが、やたらとリアルだ。

　誰だれが……どこに、何人いるのかもわからない。

　言葉もなく、音の無い真っ暗な世界で全身を弄いじられている。

「ゃ、め……ッ！」

　怖い、怖い、気持ち悪い。

　夢だと必死に自分に言い聞かせているのに、不安と不快感から逃れられない。

　肩かたを摑つかんでいる手に、動きを制され……別の手が、胸むな元もとを這はい回る。足を蹴けり上げようとした瞬しゆん間かん、両方の膝ひざを摑まれてどうすることもできなくなった。

「ッ、ぁ……」

　胸と、背中……両りよう膝ひざに、喉のど元もと。

　今、身体に触れている手はいくつあるのだろう。

　生温かな体温が肌はだを這う気持ち悪さに、無様な声を漏もらさないよう奥歯を嚙み締しめるだけで精いっぱいだ。

　もう嫌いやだ。早く醒さめろ。

　夢なのだから、目を開ければここから浮ふ上じようできるのに……瞼まぶたを覆おおう手が、目を覚ますことを許してくれない。

　身み動じろぎさえ困難な状態で、膝にあった手が腿ももの内側を撫で上げる。ザワリと悪お寒かんが走り、鳥とり肌はだが立つ。

　その手が、どこを目指しているのか……何故なぜか、明確に予想がつく。

　嫌な予感ほど的中するもので、「違ちがっていてくれ」と願う啓夢をあざ笑うかのように、見えない手は暗闇の中で腿のつけ根まで辿たどり着いた。

「ぃ、ゃめ……っ」

　手も足も、自分の意志で動かすことができない。首を左右に振ふって「嫌だ」と訴うつたえても、啓夢に触れている手に伝わるわけがなく……股こ間かんを探さぐった手が、快楽の兆きざしのないそこをやんわりと包み込んだ。

　強ごう引いんに快楽へ堕おとそうとする手に、これ以上翻ほん弄ろうされたくない。触さわられたくない。

　誰か。……誰か？

　誰が、ここから救い出してくれる？

「ぃ、ゃ……助け……御、影っ」

　絞しぼり出すような声で御影の名を口に出した瞬間、全身を這い回っていた不快な手が、なにかに弾はじかれたように消え……た。

　なにが起きたのかわからず全身に緊きん張ちようを纏まとい、周囲の様子を窺うかがう。

「啓夢。……俺に助けを求めたな？」

「あ」

　聞き覚えのある声に名前を呼びかけられて、肩の力を少しだけ抜いた。

　瞼は重く、意識が暗闇に囚とらわれていて……まだ、目を開けることはできない。でも、耳に流れ込む低い声が御影のものだということだけは、認にん識しきできた。

「ッ……だ、って。あんた……しか……」

　ここから、救い出してくれる人はいない。

　御影の声が聞こえた時の安堵感は、どう表現すればいいのかわからないくらい……暗闇で怯おびえる啓夢に与あたえられた、唯ゆい一いつの小さな光のようだった。

「助けてやるから、目を開けろ」

「け……られ、な……」

　目を開けろと促うながされても、そんなこと簡単にできない。目を開けて悪夢から逃のがれられるのなら、とっくにそうしている。

　訴えは言葉にならなくて、辛かろうじて頭を左右に振ると、大きな手に両りよう頰ほほを包まれた。

「ッ！」

　せっかく、消えたと思っていた『手』が、再び戻もどってきたのかと身を竦すくませる。

　緊張で肩を強こわ張ばらせていることがわかったのか、落ち着いた御影の声が「啓夢」と名前を呼びかけてきた。

「これが誰の手か……自分の目で、確かめろ」

「ふ……っ、ぁ！」

　ビクッと身体からだを大きく震ふるわせて、重い瞼を押し開いた。

　ぼんやりとした間接照明の中、啓夢を見下ろしているのは……御影だ。頰に触ふれているのも、御影の手。

　そう認識した途と端たん、肌で感じる手のぬくもりが不快なものではなくなる。

「御影……、おれ、なんか……口走っ、た？」

「ああ。ひどくうなされてた。やはり、半分引き受けよう」

「ン……」

　思考力の落ちた啓夢が返事をする前に、唇くちびるを重ねられる。

　放心状態の啓夢が抵てい抗こうできないのをいいことに、傍ぼう若じやく無ぶ人じんに舌を絡からませて口こう腔こうの粘ねん膜まくをくすぐり……啓夢から『悪夢』の余よ韻いんを吸い取ろうとしている。

　強引な口づけは淫夢の続きに等しいと、不快感や嫌けん悪おが湧わいても不思議ではない。それなのに、今の啓夢はただ安あん堵ど感かんに包まれていて……全身の緊張が解ほぐれた。

「おまえに触れているのは、俺の手だ。わかるだろう？」

「う……ん」

　頰にあった手が首筋を指先で辿り、肩から手首までスルリと撫なでると……シャツを捲めくり上げて、腹や胸元の素す肌はだを撫でてくる。

　暗闇で全身に触れてきたさっきの手と、全然違う。

　気持ち悪いとか嫌だというマイナスの感情は一いつ切さい湧かず、ただ心臓が鼓こ動どうを速くする。

「さっきから、脚あしに当たってた。どんな夢だった？」

　膝のあいだに御影の脚を割り込まされて、密着してくる。

　脚に当たっていた、という言葉の意味は……啓夢にもすぐにわかった。

「……さぁ」

　あんなにも拒きよ否ひしていたのに、夢で触れられたことによって快楽の兆しを見せている……わけではない。

　今、啓夢の心しん拍ぱく数すうが上がっている理由は、恐怖や嫌悪感が理由ではない。

　御影が触れてくるから……勝手に鼓動が速くなり、身体からだ中が熱くなるのだ。

「夢の中の感かん触しよくを、上書きしてやる」

「え……、ぁ！」

　そんな言葉の意味を尋たずねようとした啓夢は、ビクリと身体を震わせて唇を嚙かんだ。

　もう、なにも言えない。下手に声を出そうとすれば、無様に上うわ擦ずったものになってしまうだろう。

　みっともない。恥はずかしい。

　御影の指に触れられて……心ここ地ちよさを感じていることを、隠かくせない。

　身を硬かたくして、どうしてそんなことを……と混乱する頭で考えていると、御影が耳元で尋ねてきた。

「今、おまえに触れているのは……誰の指だ？」

「ッ、ゃ……」

　この指は誰のものだと、啓夢に問いながら、熱を帯びる屹きつ立りつに指を絡みつかせる。

　それに呼応するかのように、ゾクゾクと啓夢の背筋を這い上がったものの正体は、嫌悪からの悪寒ではない。

「啓夢。誰だれの指か、わかるだろ？　ほら……」

「ア、っ……ん、う……御、影」

　ビクビクと身体を震わせながら、辛うじて名前を口にする。

　啓夢が素す直なおに答えたせいか、御影は上じよう機き嫌げんな口調で「当たりだ」と返してきた。

「カワイイな、啓夢」

「……わいく、ね……よ」

　緩ゆるく頭を振りながら、御影の言葉を否定する。

　可愛かわいくなんかない。この男に、そんなふうに言われて……心臓の脈動が激しさを増したなどと、認めるものか。

　葛かつ藤とうする啓夢の内心を知る由よしもない御影は、屹立に絡みつかせた指をゆるゆると動かして追い詰つめようとする。

「も、嫌……だ」

「ふっ、言葉の選せん択たくを間ま違ちがえてるぞ。イイ……だろ？」

「ゃ、ちが……ぅ」

　揶や揄ゆする口調なのに、触れる手はとことん優やさしいなんて……反則だ。

　熱っぽい吐と息いきを零こぼしながら首を横に振って否定しても、説得力は皆かい無むに違いない。

「おまえは、意地っ張りなところもカワイイけどな。そんなふうに俺に反発する人間は、啓夢くらいだ」

「わいく、ない……だろ」

　反発されているのだから、可愛げはないはずだ。眉まゆを顰ひそめてそう言い返した啓夢に、御影は小さく笑う。

「それが、そうでもないんだよな。強がって意地を張っているから、逆に突つき崩くずしたくなるっつーか……」

「捻ひねくれて、る。性格……ワル」

「かもな。だから、可愛がりたいのにいじめたいっつって、相反した気分になる。おまえは、俺を煽あおる天才だ」

　楽しげにそう言った御影を睨にらみつけようとしたけれど、絡みつく指が複雑な動きを見せたことでなにも言えなくなった。

　顔を背そむけて、唇を嚙み……迫せり上がってくる快楽の塊かたまりに吞のみ込まれないよう、必死に自意識を保つ。

「我が慢まんするな。もうちょっと……だろ」

「ゃ、だ。それ……ッ、ぁ……ア！」

　啓夢が「嫌いやだ」と反応したところを、的確に探り出して集中的に責められると、抗あらがうことができなくなる。

　もうダメだ。頭の中……真っ白になる。心臓が猛もうスピードで脈打ち、耳の奥で鼓動が忙せわしなく響ひびいている。

「ッ、ふ……ぁ、ぁ」

　息を詰めて奥歯を嚙んだ啓夢は、ビクッと大きく身体を震わせた。解放感に包まれて、全身の力が抜ぬける。

　御影の指を汚よごした……と気づいて自己嫌悪に襲おそわれるより早く、

「もう一度、寝ね落おちしてもいいぞ。一人で悪夢に落ちないように、俺が摑つかまえている」

　そう口にした御影が啓夢の脇わきに身体を横たえると、長い腕うでが背中に回される。息苦しいほどの力で両腕の中に抱だき込まれて、ふ……と息をついた。

　もう眠ねむりたくないと、恐怖に包まれていてもおかしくないはずなのに……御影のぬくもりに包まれているだけで、睡すい魔まが忍しのび寄ってくる。

　そうか。御影が、助けてくれるなら……大だい丈じよう夫ぶ。一人きりで、悪夢の世界を彷徨さまようのではない。

　御影に宣言されたとおり、悪夢を強ごう引いんに『上書き』された。もし、今の啓夢が再び淫いん夢むを見たとしても、その手は御影のものになるはずだ。

　その淫夢は、悪夢と呼ぶものとは……きっと、違ちがう。

「……すな」

　手を離はなすな……とつぶやいて、御影の着ているシャツの脇わき腹ばらあたりをギュッと握にぎり締しめる。

　御影にまで聞こえない、口の中で零こぼした小さな声だったはずなのに、啓夢を抱き寄せる御影の腕に力が増して……ホッとする。

　こんなふうに依い存そんしてしまうのは、危険なのではないか……と。

　そんな危機感が湧き上がってきたけれど、今の啓夢は心強い腕の中から逃のがれることができなくて、心の中で「今だけだ」と自分に言い訳をしながらぬくもりに寄り添そった。
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「すげ……」

　啓夢の目の前に聳そびえる大きな門は、侵しん入にゆう者を拒こばむものか権けん威いを誇こ示じするものか……。

　現在身を寄せている御影の家も立派だと思うが、門の大きさが段だん違ちがいだ。圧あつ倒とうされてしまい、ポツリとつぶやいたきりしばらく言葉が出なかった。

「そういや、おまえって……おれのところに来るまで、ここに住んでたんだよな？　あのジイさんの……息子むすこに憑ついてたんなら、さ」

　十歳になるまで、『相方』が眷けん属ぞくとして従っていた主あるじは、これまで影かげも形もなかった啓夢の父親だと聞かされたが、実感はまったくない。

　どう呼べばいいのか躊躇ためらい、ホテルのカフェで顔を合わせた老ろう紳しん士しの息子、という言い回しを選ぶ。

　あの老紳士も、啓夢には祖父だと思えない。血けつ縁えん関係はあるのかもしれないけれど、認にん識しきとしては『血の繫つながりがあるらしい他人』だ。冷たいと言われようが、啓夢にとって家族と呼べるのは亡なくなった母親しかいない。

『そうだ。まぁ、憑いていたという表現は少し違うがな』

「じゃ、その前は？　あのジジイ……じゃないよな？」

　ホテルのカフェで語っていた老紳士の口くち振ぶりだと、彼自身が『獏ばく』を使し役えきしていた雰ふん囲い気きではない。

　啓夢の頭上を飛んでいたコレも、見えていなかったようだ。

　夢川という家系に『夢神』と相方である『獏』が引き継つがれるのなら、啓夢の父親という人の前の主人は誰だれだったのだろう。

　そんな疑問を口にした啓夢を、『相方』は『これ』と咎とがめてくる。

『口が悪いぞ、啓夢。おまえの父の前は……曾そう祖そ父ふだ。必ず次世代に継がれるわけではない。二代空いたこともある。跡あと継つぎがいなければ、我もしばらく眠りにつく』

　啓夢の疑問は、呆あつ気けなく解消した。

　途と切ぎれることなく継けい承しようされているわけではなく、隔かく世せい遺伝もある……か。

　遺伝という呼び方は少し違うかもしれないけれど、血統のどこかにこの『痣あざ』を持つ継承者が現れるのだろう。

　継承者となる条件があるのかどうかは……。

『男子であることだけは確かだが、必ずしも直系の子にしか継がれないわけではない』

　眷属である『獏』も、知らないらしい。

「はぁ……なるほど。しっかし、御影もお金持ちみたいだし、『神様』ってもっと清貧なイメージがあったんだけど」

　改めて見上げた家……いや、屋や敷しきの門は、由ゆい緒しよ正しい仏閣か時代劇に出てきそうな木製の立派なものだった。

　観音開きの門はピッタリと閉じられていて、敷しき地ち内の様子はわからないが、門だけが威い風ふう堂どう々どうとしているわけではないはずだ。

『御影殿どのも言っていただろう。神が、清せい廉れん潔けつ白ぱくでなければならないという理由はないからな。受け継がれし能力を、上手うまく利用して世を渡わたっている継承者も多々いる』

「……世の中の神様すべてに対する、冒ぼう瀆とくだよなぁ」

　しばらく門の前で突つっ立って『相方』としゃべっていたけれど、突とつ如じよ目の前の門が軋きしんだ音を立てて開き出す。

　驚おどろいた啓夢は、息を吞んで古びた外観なのに電動らしい門を見み据すえた。

「あ……」

　麗華、と。口に出すことなく、名前をつぶやいた。

　開いた門の内側に立ってこちらを見ている女性は、数日前に祖父と名乗る老紳士と共に顔を合わせた人物だ。

　綺き麗れいな顔立ちをしているのに、不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともしないムスッした表情がもったいない。

「何分も前から、防犯カメラに映ってたわ。完全に不ふ審しん者ね」

　言葉のない啓夢に向かって、呆あきれたようにそう吐はき捨てる。

「あー……そっか。カメラくらい、あるよな」

　これほど立派な屋敷なのだから、侵入者を警けい戒かいするセキュリティシステムと共に防犯カメラが備えられているのは当然だ。

　どこにあるのだろう……と門の屋根付近を見上げても、カメラらしい機器は見つけられないけれど。

「おじい様が、そんなところに突っ立っていないで入りなさい、ですって。アポイントメントもなく突とつ然ぜん訪ねてくる非常識な人間を、お屋敷に入れるのは特例ですからね」

「……ハイ。すんません」

　本格的に訪ねるつもりはなかったが、と言い出せる雰囲気ではない。

　渡された紙し片へんに記されていた住所が意外と近くだったものだから、通りがかりついでに外から見学しようと思い立っただけなのだ。

　ただ、麗華には歓かん迎げいされていなくても、招き入れてくれるというのなら断る理由はない。

　実感のない父親が……かつて、住んでいた場所には興味があった。家系に関する書物かなにかを見せてもらえれば、この『夢神』のルーツを少しでも知ることができるかもしれない、という下心もある。

　御影が語った『夜神』と『夢神』の関係性を、『夢神』側からはどのように捉とらえているのか……それも、可能なら知りたい。

「グズグズしてないで、入りなさいよ」

「……お邪じや魔まします」

　案内するからついて来いとは言われなかったけれど、踵きびすを返した麗華の後について門の内側に足を踏ふみ入れた。

　目の前には、想像と違たがわない見事な日本庭園が広がっていて……心の中で、神様の子孫が暴利を貪むさぼった結果かねぇ……とつぶやいた。










「自分の家と思い、好きに寛くつろげばいい。今は御影のところに身を寄せていたようだが、あの男と行動を共にする理由はないだろう」

「はぁ……でも、世話になって」

　初めは、啓夢に有う無むを言わせず、拉ら致ちされたような不本意なものだったが、衣食住の世話をしてもらったのは事実だ。

　御影に拾われなければ、未いまだに俗ぞくにいうネットカフェ難民状態だったかもしれない。

　啓夢の言葉が終わるか終わらないかというタイミングで、祖父という実感のない老人が声を上げる。

「騙だまされるでない！　まったく、『ひろ』という名の女子がいるだろう……とか、数年前からなにやら探さぐりを入れてくると思えば、どこから嗅かぎつけたのか啓夢の存在を知ったのだな。啓夢が男子であることまで、調べていたのかもしれんな。自分の懐ふところに取り込んで、利用しようとしていたようだが……御影の手て駒ごまになる必要はない。夢川が分家なのをいいことに、昔から共に働いたものでも手て柄がらをすべて我がものにしたと聞いておる。なにかと目め障ざわりな家だ」

「分家……」

　啓夢のつぶやきに、老人は忌いま々いましそうに言い返してきた。

「御影とは、遠い縁えん戚せき関係にある。ただ、あちらは由緒ある本家だと、大きな顔をしているがな」

　御影は、『夜神』……過去には『夢神』と一つだったそうなので、分家と聞かされてもさほどおかしいとは思わなかった。

　ただ、自分たちが御影から正しく分かたれた存在だということまでは、わかっていないのかもしれない。

　御影の『夜神』が本体で、『夢神』は右みぎ腕うでのようなものだと聞かされている啓夢にしてみれば、あちらが大きな顔をしていても仕方がないのでは……と思うが。

　啓夢の沈ちん黙もくをどのように捉えたのか、大きく息をついた老人が言葉を続ける。

「おまえは、なにも心配しなくてもええ。息子むすこの血を引いているのだから、うちで面めん倒どうを見るのは当然だ。時々、息子のように……適当に、占うらない師の真似まね事ごとをするだけで構わん」

　夢川という家系が、『夢神』を継いでいることは、知っているはずだ。それなのに、適当に……とか、真似事を、という言い回しは少し不自然ではないだろうか。

「占い師の、真似事？」

　疑問形で小さく復唱した啓夢は、怪け訝げんな顔と声をしていたに違ちがいない。老人が、眉まゆを顰ひそめて答える。

「悪夢を祓はらうなど……子こ供ども騙だましの、まやかしだ。夢川の一族に現れる、半月の形の痣を持つ者が古いにしえの『神』の子孫だなどと口伝されているせいで、その気になっているのだろうが。……まぁしかし、迷めい信しんであろうとそれの威い力りよくは抜ばつ群ぐんだ。その痣を持つ者が本家にいるだけで、分家筋や旧知の仕事相手は心しん酔すいして、献けん身しん的に尽つくそうとするからな。啓夢が継ついでいることを知っていたら、もっと早くに引き取ったものを……女子だと装ったおまえの母親に、まんまと謀たばかられたわい」

　忌々しげに謀られたと口にする老人は、啓夢が血を分けた孫だから引き取るべきだった……という感情などないのだろう。

　重要なのは、右手にある『継承者の印』であり、コレがなければ啓夢の前に現れることもなかったに違いない。

　肉親の情というものを、まったくと言っていいほど感じない。啓夢に女の子のふりをさせて、逃にげ回っていた母親の行動は正解だったということか。

　それでも、啓夢を慈いつくしんでくれた母親は、気が多かったらしい父親に対する愛情があったのだろう。密ひそかに金銭的な援えん助じよをしてくれていたらしい父親も、母親に関してはわずかながらでも特別だったのだと……思いたい。

　一人で啓夢を養育した母親の苦労を思い出せば、ムカムカするばかりだが、喧けん嘩かをするために老人と向き合っているわけではない。

「あの……おれがここの跡あと取とりになるかどうかは別として、祖先に関する文ぶん献けんとかを見せてもらえないですか。家系に関するものなら、なんでもいいんで」

　啓夢の問いに、思案の表情を浮うかべる。

　家系に関する文献などなんの意味がある、と聞かれたらどう答えるべきか……そんな啓夢の心配は無用だった。

「……物置に、古い書物があったかもしれんな。麗華に案内させよう」

　拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりとうなずかれて、肩かたの力を抜ぬく。

　この老人の口くち振ぶりからして、夢川が『夢神』を継けい承しようする家系だと知らないわけではないが、信じてはいないのだろう。

　自分に、悪夢を祓ったり『獏ばく』を使し役えきしたりする能力がないせいで……。

「麗香！」

　廊ろう下かに向かって呼びかけると、さほど待つことなく廊下との境の襖ふすまが開いて麗華が顔を覗のぞかせる。

「お呼びですか、おじい様」

「啓夢を、地下の倉庫に案内しろ」

「……わかりました」

　啓夢のことは気に食わないようだが、家長である祖父には逆らえないのだろう。仕方なさそうにうなずいて、啓夢に「こっち」とついて来るよう促うながした。

「あ……じゃあ」

　老人に軽く会え釈しやくをして、座っていた座ざ布ぶ団とんから立ち上がる。

　文献を探し出して必要な情報を得る。そうして用が済めば、御影のところに戻もどろう。

　啓夢が『夢神』を継いでいるから、利用価値があるから必要とされていることに変わりはないのかもしれないけれど、同じように利用をされるにしても……啓夢は、御影の傍そばを選ぶ。

　啓夢を片割れと呼んだあの男のほうが、血の繫つながりのある老人や麗華と接している時よりも情を感じられる。

　それに……元が一つだったせいか、近くにいるとホッとする。

　御影にとって、『夢神』が啓夢でなくてもよかったのだとしても……啓夢は、『夜神』が御影でよかったと思う。

『啓夢。気が済めばここを離はなれるぞ。おまえの父がいた頃ころは、もう少し居い心ごこ地ちがよかったんだがな』

　頭の脇わきで羽ばたきながらそう話しかけてくる『相方』も、啓夢と同じように感じているのだろう。

「ああ……長居する気はない」

　小声で答えると、こちらを振ふり返ることなく歩く麗華の背中を追って、長い廊下を歩いた。
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　……参った。

　こんなふうに、力ちから業わざで啓夢を足止めするとは……想定外だった。

「腹減った。今、何時だろ」

　畳たたみに座り込み、つぶやきを零こぼす。

　地下に位置する物置は、十畳じようほど。雑多に詰つめ込まれた古い調度品や、壺つぼやら掛かけ軸じくの収まった箱やら……そんなものを搔かき分けてようやく巻き物を見つけ出したけれど、啓夢が期待した家系に関するものではなかった。

　そうして夢中で家や捜さがしをしているあいだに出入り口の扉とびらが閉められて、施せ錠じようまでされていることに気づくのが遅おくれたのは、我ながら間ま抜ぬけだと思う。

「騒さわいでも、無む駄だって感じだしなぁ」

　扉を叩たたいたり、蹴けりつけたりして「開けろよ」と騒いだけれど、疲つかれただけだ。

　散歩がてらに見学……と軽い気持ちでここまで来たこともあり、肝かん心じんな時にスマートフォンの充じゆう電でんが切れていて、御影に連れん絡らくすることはおろか時刻さえわからない。

「ちょっとだけ、嫌いやな予感がしたんだよな」

　地下の倉庫への出入り口は、一ヶ所しかないのだ。収蔵されているものを保護するためか、窓もなく……たった一ヶ所の出入り口に鍵かぎをかけられては、脱だつ出しゆつする術すべはない。

　しかも、木製とはいえ頑がん健けんな扉で、啓夢が素す手でで叩いたり蹴ったりしたくらいではビクともしない。

　広大な敷しき地ち面積のせいで、叫さけんでも啓夢の声は外の道路まで届かないだろう。

「なぁ……って、どこ行ったんだアイツ」

　気を紛まぎらわせようと思って話しかけたけれど、返事はない。

　あれ？　とキョロキョロ視線を巡めぐらせて、唯ゆい一いつの話し相手である『相方』が、いつの間にか姿を消していることに気づいた。

「自分は壁かべ抜ぬけができるのかもしれないけど、おれにそんな超ちよう能のう力りよくは使えないんだぞ。一人にするなよ」

　気弱な情けない一言を零すことができたのは、独りきりだから……だ。

　暴れても無駄だと悟さとってからは、壁かべにもたれ掛かかり、膝ひざを抱かかえて特大のため息をついた。

　啓夢がこの物置に入ってから、せいぜい二時間というところだ。十九時といったあたりだろう。

　いつまでここに閉じ込めておくつもりか知らないが、これ以上下手に体力を消しよう耗もうしないよう、大人しくしていたほうがよさそうだ。

「座ざ敷しき童わらしじゃないんだから、家に閉じ込めることになんの意味があるんだろ」

　座敷童でも、こんなふうに強ごう引いんに閉じ込められたら反発するに違ちがいない。呪のろってやる……とまでは思わなくても、益を与あたえることを止やめるはずだ。

　帰りたいな……と普ふ段だんは憎にくたらしいとばかり感じていた御影の顔を無意識に思い浮かべたところで、扉の向こう側から慌あわただしい気配が伝わってきた。

「……なんだ？」

　扉に近づいて、耳を澄すます。

　複数の人が言い合うような声、荒あらい足音……その中に、聞き覚えのある低い男の声が混じっていることに気づき、ドクンと心臓が大きく脈打った。

「拉ら致ち監かん禁きんは罪が重いぞ」

「……私の孫だ。引き留めてなにが悪い」

「百年くらい前なら、その言い分も通用したかもしれませんねぇ。残念ながら、現代じゃまかり通らない主張ですが」

　間ま違ちがいない。御影の声だ。なにも言わずに出かけたのに、捜して……迎むかえに来てくれたのだろうか。

　激しくなる動どう悸きを感じながら、気配を殺して扉の外の様子を窺うかがった。

　御影と言い合っているのは、この家の主あるじ……啓夢は祖父と認めていない、老人に違いない。

「おまえこそ、他人が……っ」

「他人の私と、自じ称しよう身内のあなたと……どちらを選ぶか、啓夢自身に選択させた方がいいでしょう。それとも、啓夢の答えを聞くのが怖こわいですか？」

「ッ……この若造め」

「若造でも、国家資格を持っているからなぁ。秋しゆう霜そう烈れつ日じつ、このバッジの意味を知らないわけじゃないですよね？　手て荒あらなことをする気はありません。その扉を開けてくだされば、拉致監禁については目を瞑つむりましょう」

　これはきっと、わざと慇いん懃ぎん無礼な言い回しをして、挑ちよう発はつしている。イイ性格だ……と眉まゆを顰ひそめた直後、身を寄せていた扉が外側から開かれた。

　一番に室内に飛び込んできたのは、空飛ぶ黒くろ豚ぶた……ではなく、慣れ親しんだ『相方』だ。

『啓夢っ、無事か？　御影殿どのを呼んできたぞっ』

「ああ……そっか、おまえが。ありがと」

　姿が視みえないと思っていたが、御影を呼びに行ってくれていたらしい。『獏ばく』に誘ゆう導どうされて、乗り込んできたらしい御影は……。

「帰るぞ、啓夢」

　畳に座り込んでいる啓夢に向かって、相変わらず尊大に右手を差し出してくる。その後ろには、星川とこの家の主に加え……不ふ貞て腐くされた様子の麗華の姿も見える。

　老人が険しい表情でこちらを見み据すえていることは感じていたが、啓夢は自然と右手を伸のばして御影の手を取った。

　その手をグッと強く握にぎられて、御影のぬくもりを体感した瞬しゆん間かん、肩かたの力がストンと抜けた。

　御影が……ここにいる。助け出しに来てくれた。

　そんな実感が胸の奥から湧わき上がり、心臓がトクトクと鼓こ動どうを速める。

　面めん倒どうはごめんだと、放ほうっておくこともできたはずなのに……こうして迎えに来てくれる程度には、啓夢は御影にとって必要なのだろうか。　>>>♥

　帰るぞ、という短い御影の一言が胸の奥に落ちて、波は紋もんのように喜びが広がっていく。

　帰りたい。

　自然と、そう感じた。御影が手を差し伸べてくれるのなら、その手を取るのは当然だと思ったのだ。

　啓夢が素す直なおに従ったからか、御影は見み惚とれるほど鮮あざやかな笑えみを浮うかべて、啓夢の手を握っている指に力を込める。

「ってわけで、啓夢は私が連れて帰ります。コトの始末は、後ほど改めて。……星川、証しよう拠こ写真は押さえたな？」

「はい。録音も万ばん全ぜんに」

　御影と星川のやり取りに、老人が顔を顰しかめている。もうなにも言えなくなったらしく、忌いま々いましげに御影を睨にらみつけるばかりだ。

「もちろん、そちらにも言い分はおありでしょう。顧こ問もん弁護士にご相談されるのも、ご自由にどうぞ。連絡は、こちらへ」

　星川は、続けて口にしながらスーツのポケットを探さぐり、名めい刺しケースを取り出した。

　白い紙し片へんを老人に差し出し……頑がんとして受け取ろうとしないことに苦く笑しようを滲にじませて、麗華に手て渡わたす。

「啓夢？　腰こしが抜ぬけたか？」

「……まさかっ」

　畳たたみに座った体勢でぼんやりしていた啓夢は、慌てて立ち上がる。御影の手を握ったままだということに気がつくと、今いま更さらかと思いながらパッと手を引いた。

「帰ったら、おまえはお仕置きだ」

　啓夢が手を離はなしたことが気に入らないのか、御影は不ふ機き嫌げんな顔をして二の腕うでを摑つかんできた。

　食い込む指の力が強くて、「痛い」と眉まゆ根ねを寄せても……離してくれない。

「なに怒おこってんだよ」

　お仕置きという言葉も引っかかるが、こんなふうに凄すごまれる憶おぼえはない。いや、確かに……ここまで迎えに来させたりして、面めん倒どうをかけたかもしれないが。

「な、なにが、お仕置き」

　しどろもどろに言葉の意味を問うと、ふんと鼻で笑って返してきた。

「夢川の接せつ触しよくを、俺に隠かくしていただろう」

「…………」

　ジロリと睨みつけられて、気まずさに口を噤つぐむ。

　意図して隠していた、というつもりはない。

　ただ、祖父を名乗る老人と顔を突つき合わせて話したことを、御影に報告しなかっただけだ。だいたい、啓夢がどこで誰だれとなにをしようと、御影へ逐ちく一いち報告しなければならない義務はないだろう。

　啓夢を見下ろす御影が漂ただよわせているあまりの迫はく力りよくに、そんな言い訳を口にすることはできなかったけれど。

「長居は無用だ。行くぞ」

「あ……」

　腕を摑まれたまま歩き出した御影について、よろよろと歩を進める。

　チラリと目を向けた老人は、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような……という形容詞がピッタリの顔でこちらを睨みつけていて、ぎこちなく視線を逸そらした。

　きっと、『夢川』が厄やつ介かいな相手だとわかっていて……御影が自ら、本ほん拠きよ地ちに乗り込んで迎えに来てくれた。

　じわじわと喜びが湧わき上がり、二の腕を強く摑む大きな手に心臓の鼓動がますます速くなる。

　啓夢を傍そばに置こうとするのは、悪夢を祓はらう商売に、多少なりとも利用できるから……でも、なんでもいいか。

　御影が少しでも必要としてくれるのなら、この男の傍にいよう。

　星川の、十分の一も役に立たないとしても……。







《十》







　御影の機嫌がよろしくない。

　夢川の屋や敷しきから御影の自宅に向かう車中でも、ずっと無言だった。

　ただ、啓夢の腕を摑む手はそのままで、離せばどこかに行ってしまうのではないかと怖がっていたみたいだ。

　この男が……？　まさか、とそんな自分の思考に頰ほおを歪ゆがめる。

　啓夢の腕を摑んだまま玄げん関かん前で車を降りた御影は、運転席の星川を覗のぞき込むようにして話しかけた。

「星川。今夜の仕事はキャンセルだ。適当に後日に振ふり替かえてくれ」

「承知しました。諸もろ々もろの根回しも兼かねて私は外しますので、ごゆっくりお話し合いになってください」

　相変わらず、クールというか……なにを考えているのか読めない男だ。無表情かつ淡たん々たんとした調子で答えると、再び車を発進させて庭の小道を走って行った。

　どこに行く、と尋たずねようともしない御影は、やはり彼に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せているのだと……否いや応おうもなく伝わってくる。

「いいのか？　キャンセル……って」

「それどころじゃないだろ。おまえに話を聞くのと……お仕置きのほうが重要だ」

　啓夢の腕を引いて、鍵かぎを開けた玄げん関かん扉とびらを入る。

　薄うっすらと笑っていたけれど、御影の纏まとう空気は重くて……手を離せ、と言い出せる雰ふん囲い気きではない。

　視界の端はしに、黒い羽をパタパタ動かしてついて来る『相方』が映り、御影が話しかける。

「啓夢に関する報告、ご苦労だった。おまえには、あとでご褒ほう美びをやろう」

『ありがたきお言葉！　しかし我は、御影殿どのと啓夢が共にいてくださることがなによりの褒美です』

「殊しゆ勝しようなことだ。お仕置きと、教育が必要なのは……啓夢だけか」

　目を眇すがめてこちらを見下ろす御影に、迫力に圧おされて怯ひるんでいると思われるのは悔くやしい。睨み返しながら、

「お仕置きや、教育って……なんだよそれ。おれは、あんたの手下じゃないからな」

　そう反発する。

　啓夢の反はん抗こうは可愛かわいげのないものだったはずだが、御影はますます楽しそうに唇くちびるの端を吊つり上げた。

「おまえの、真っ直すぐにぶつかってくる……そういうところが気に入ってるんだ。この数日、らしくなく考え込んでいる様子だったが、あのジジイのせいだったんだな」

「……まぁ」

　それだけではないので、曖あい昧まいに濁にごす。

　啓夢の様子がおかしかったのなら、それは同じ日に行われた、『悪夢祓い』のせい……というよりも、御影の手にアレコレされたコトの衝しよう撃げきが大きかったからだとは言い返せず、グッと奥歯を嚙んで顔を背そむけた。

　啓夢が御影を変に意識しているのだとは、チラリとも疑っていない。わかってはいたけれど……啓夢だけが、あの夜を引きずっている。

　御影にとっては、これまでの『悪夢祓い』と変わらない、特に意味のないものなのだと突きつけられる。

　御影に摑まれたままの腕が熱くて、苦しい。いつまで捕つかまえている気だと振り払はらえばいいのに、動けない。

　啓夢が微び動どうもできずにいると、御影が大きく息をついた。

「玄関先で、突っ立ったままする話じゃないな。とりあえず、上がるか。おまえは……適当に夜遊びしてこい」

　玄関の天てん井じよう付近に目を向けた御影が、ふわふわ浮ういている黒い影かげに向かって短く命じる。

『御ぎよ意い』

「あっ……おい……」

　啓夢が引き留める間もなく、御影に答えた『相方』はパタパタと飛んで行ってしまった。相変わらず、啓夢よりも御影のほうに従順だ。

　完全に御影と二人きりになってしまい、ぎこちなく足元に視線を落とす。

「ほら、靴くつを脱ぬげ。俺を跪ひざまずかせて、脱がせようって気じゃないだろうな」

「自分で脱ぐよっ」

　冗じよう談だんにしても悪あく趣しゆ味みな言葉に眉まゆを顰ひそめて言い返し、雑な仕草でシューズを脱ぎ捨てる。容易たやすく、御影の挑ちよう発はつに乗る自分が悔しい。

　靴の爪つま先さきが行ぎよう儀ぎ悪くあっちとこっちに向いていたけれど、御影は満足そうに「いい子だな」と笑って廊ろう下かに足を上げた。










　強ごう引いんに自室へ引っ張り込んだくせに、啓夢の正面に座り込んだ御影は、先ほどから黙だまりこくっていて……気まずい。

　今度は、啓夢ではなく御影が無言を決め込む番か。

　どうして、こんなふうに息苦しく感じなければならないのだろう。無言の圧をかけられるのなら、尋じん問もんされたほうがマシだ。

　居い心ごこ地ちの悪さに、座ざ布ぶ団とんの上で落ち着きなく脚あしを組み直す。それが合図になったかのように、御影が口を開いた。

「まずは、夢川からのコンタクトを黙っていたのはどうしてだ？」

　ようやく御影が口を開いたことに、ホッとして肩かたから緊きん張ちようを抜ぬいた。不ふ機き嫌げんな低い声でも、黙って睨にらみつけられているよりずっといい。

「隠かくそうってつもりじゃなくて……別に、話す必要はないと思ったから」

「俺に黙って、夢川の家に行くために？」

「そうじゃない。外から、ちょっと覗くだけのつもりだった。そこに、父親が住んでいたのかって思ったら……」

　逢あいたいと考えたこともなかった父親に、思し慕ぼを感じているわけではない。

　ただ、自分のルーツというものに興味があったのだと、御影に話してわかってもらえるだろうか。

　迷い、言葉を切った啓夢の頭に御影が手を伸のばしてくる。

「……そうか。そうだよな。母親と二人で……独りになって、もう片方の親のことが気になるのは、当然だ」

　ぽつぽつとそう言いながら、意外なくらい優やさしい手で髪かみに触ふれられる。

　予想もしていなかった言葉にうっかり鼻の奥がツンと痛くなってしまい、慌あわてて頭を振って御影の手から逃のがれようとした。

　それなのに、御影は手を引いてくれない。

　もう頼たよることのできる人はいないのだと、そう思っていた。独りで生きていけると……覚かく悟ごを決めていたのに、甘やかそうとする大きな手に身を寄せたくなって困る。

「なにも言わずに出ていく気かと、ちょっとばかり腹が立ったが……そうじゃなさそうで、安心した」

　常に自信に溢あふれた、御影らしからぬ台詞せりふだ。啓夢が自分から離はなれようとしなかったことに、安心したなんて……。

　胸の奥から嬉うれしいという感情がじわじわと込み上げてきて、そんな自分を制するつもりで、わざと可愛げのない言葉を言い返す。

「……あんたが、おれなんかいらないって言うなら、ここを出ていくけど」

　啓夢の髪に触れていた御影の手がピタリと止まり、軽く叩たたかれる。痛い、というほど力は籠こめられていなかったけれど、抗こう議ぎの視線を向けた。

　啓夢と目を合わせた御影が、静かに口を開く。

「誰だれが、そんなことを言った。そう……感じさせることがあったか？」

　怒おこっているというよりも、傷ついている表情だ。あまりにも意外で、ぎこちなく首を左右に振った。

「違ちがう。……じゃなくて、あんたには大して役に立たないおれより星川さんさえいればいいんじゃないか……って思って、変に苦しくなった。おれなんかより、ずっと役に立つし気心が知れていて、好きとか嫌きらいって次元じゃなくて……おれを傍そばに置くよりメリットがあるんだから。……っ、悪夢祓ばらいはできないかも……だけど」

　途と中ちゆうから、自分がなにを言っているのか……御影になにを伝えようとしているのか、わからなくなってしまった。

　大して役に立たないとか、星川のほうがいいだろうとか……自分ができないことに対する劣れつ等とう感やもどかしさを、御影に八つ当たりしているだけだ。

　唇を嚙かむことで、止めどなく溢れる自分への歯がゆさを制する。癇かん癪しやくを起こした子供のような支し離り滅めつ裂れつな言葉が恥はずかしくて、頰ほおが熱い。

「啓夢。……俺の役に立ちたいか？」

　うつむいて顔を隠そうとしたのに、御影は啓夢を逃にがしてくれなかった。頰を両手で挟はさみ、強引に顔を上げさせられる。

「みっともない顔してんだから、見んなよ！　おれのこと、片割れとか……そんなふうに言ったけど、実際はいてもいなくても大して変わんないだろ。それどころか、獏ばくが喰くう夢を自分だけで消化できなくて、あんなことまで……あんたにさせて」

「あんなこと……？」

「忘れてるなら、いい」

　離せと両手を振ふり回して、頰を挟んでいる御影の手から逃のがれる。畳たたみに突つっ伏ぷして、全身を隠したい……と居たたまれない気分で泣きそうになっている啓夢を、御影は容よう赦しやなく追い詰つめようとする。

　今度は啓夢の頭を両手で摑つかみ、髪を撫なで乱しながら口を開いた。

「こら、逃げずにハッキリ言えよ。……俺は、役得だったが。淫いん夢むと快楽に混乱して泣くおまえは、ゾクゾクするくらいエロくて可愛かわいかったな」

　クッと笑う御影は、とてつもなく悪い顔をしていた。

　一段高いところに立って、優位な位置から啓夢を見下ろしていて……腹立たしいのに、魅み惑わく的で目を離せない。

「ッて、忘れてないじゃんか！　性格ワル……」

　恥ずかしさのあまり全身が熱い。首筋を撫でる手に、ざわざわと悪お寒かんに似た奇き妙みようなものが背筋を這はい上がる。

「も、いや……だ。あんたは余よ裕ゆうで、おればっかりいつもジタバタみっともないところを見せて……。消えたい」

「勝手に消えるな。おまえは、俺の片割れなんだ。手放すかよ」

　穴があれば、頭の天てつ辺ぺんまで埋うまりきりたい……と畳に向かって身体からだを丸めようとする啓夢を、御影は傲ごう慢まんな宣言と共に腕うでの中に抱だき込んだ。

「違う。おれは、片割れだからあんたの傍にいたいんじゃな……い。もっと、特別になりたいんだ。メンドクセェ……こと言ってる、ってわかってるのに」

「なにがメンドクセェ？　おまえは、とっくに俺の特別だろう。夜に眠ねむるなんて……それも、寝ね姿すがたなんて無防備なもの、おまえ以外に曝さらけ出せるかよ」

　御影の言う特別と、啓夢の望む特別は、言葉は同じでも意味合いが異なるのでは……？

　そんな疑念に背中を押されて、恐おそる恐る御影の顔を目に映す。

「やっと目ぇ合わせたな。おまえは例外だし、特別だ。ガキだった『ひろ』に一ひと目め惚ぼれして……うっかり犯罪者になるところだった。ようやく見つけ出したのが、ここまで育ってからで幸いだったかもな」

　啓夢と視線を絡からませた御影は、そう言って笑ったけれど……よく考えれば、かなり怖こわいコトを言われたのでは。

　コクンと喉のどを鳴らした啓夢は、恐る恐る聞き返した。

「幸いって、誰が？」

　まさか、ガキのおれをどうにか……と頰を引き攣つらせているだろう啓夢に、ふんと笑った御影は躊ちゆう躇ちよすることなく『まさか』を肯こう定ていする。

「おまえが。俺は、自分のものだと決めたなら、同性だろうがガキだろうが俺の思うようにするからな。ってわけで……変に疑わなくていいように、名実ともに俺のものになっちまえ」

「え……ぅわ、っで……も、ぁ……待て、っ」

　抗あらがう間もなく鮮あざやかな手つきでシャツを剝はぎ取られてしまい、「手品かよ」と目を剝むく。

　なにが起きているのだろう。こんな展開は、予定外だ。

「そ、んな気になる？　だっておれは、元々あんたと同じものだったとか……『夜神』から『夢神』の能力が分かれたきっかけが、双ふた子ごとして生まれたせいだとか。なんか、そう考えたら……ナルシストかよっ」

　しゃべっているあいだも、魔ま法ほうのようにどんどん脱ぬがされていく。焦あせるあまり、言葉を選んでいられなくなってしまった。

　最後に残っていた一枚を、足で蹴けり落とすようにして脱がされ……ついに一糸まとわぬ姿になる。

「こうして剝き身にしたおまえを前にして、そそられるのがナルシストだっていうなら……まぁ、そうかもな。でも、今の啓夢と俺は、双子の片へん鱗りんもないだろ」

「っ、貧相で悪かったな！　どうせあんたとは、似ても似つかねーよ」

　啓夢に見せつけるように上着を脱ぎ捨てた御影は、立派な体たい軀くを誇ほこっている。

　肩かた幅はばも、胸むな元もとの厚みも……手足の長さも筋肉の質や量も、なにもかも御影に劣おとっていると認めざるを得なくて、悔くやしい。

「だったら、問題はないだろ？　てっとり早く、元が一つだったって体感する方法はこれだろう」

「……ワルイ大人に、口八丁に言い包くるめられているとしか思えな……い」

　そうかもしれないと、納なつ得とくしそうになってしまった。

　肌はだに触れている御影の手に気が逸それて、上手うまく言い返すことができない。

「八丁なのは、口だけじゃないからな」

「ン……ぅ」

　笑えみを深くした御影は、反論を封ふうじるためか啓夢の口に親指を含ふくませてニヤリと笑う。

　エロオヤジめ。弁護士というものは、言葉が巧たくみだとわからなくはないが……それにしても、弁が立つ。

「ゴチャゴチャ考えていても仕方ない。とりあえず流されてしまえ」

「ん、んんがっ……ッ、ぅ」

　それが弁護士の言う言葉か、と皮肉を投げつけてやりたいのに親指で舌を押さえられて呂ろ律れつが回らない。

　せめてもの抵てい抗こうに睨にらみつけると、楽しそうな表情を浮うかべて端たん整せいな顔を寄せてきた。

「なにより、その目が堪たまんないんだよなぁ」

「な、ぅ……ン」

　ようやく口こう腔こうに含まされていた指が引き抜ぬかれたのに、今度は口づけで言葉を封じられる。

　台詞せりふは傲慢なくせに、キスはやたらと優やさしくて……押し返そうと、御影の肩かたにかけていた手から力を抜いた。

　どうせ、この男に逆らうことはできないのだ。










「っ、ぁ……、しつっこ……ぃ」

　執しつ拗ように触ふれてくる手を払はらい除のけようとしても、ロクに力が入らないせいで御影の腕を軽く引っ搔かくだけで精いっぱいだ。

　これでは、抵抗の数に入らないだろう。

「ゃ、御影……ッ」

「御影じゃなくて、統夜って呼べよ。御影は、俺だけの名前じゃないからな。おまえが、そんな声で呼ぶのは……面おも白しろくない」

　ふっと息をついて、御影を見上げた。

　なんだか、意外な言葉を聞いた気がする。この男が、そんなふうに独どく占せん欲よくを露あらわにするなんて……予想外だ。

「なんだよ、その顔」

「いや、なんか……可愛いとこ、あるんだな……って」

　ジロリと睨まれても、迫はく力りよくはあまりない。たった今交かわしていた会話の内容が、自分だけの名前で呼べと拗すねてねだるものだったのだから……。

　御影は開き直ったらしく、啓夢の言葉にも偉えらそうに言い返してくる。

「ギャップ萌もえだろ。トキメいたか」

「ふ……、ははっ。トキメいたよ。なんか……負けたって感じだ」

　大だい企き業ぎようのＣＥＯや政治家、国内外で活かつ躍やくする俳優……どんな大物を前にしても、『夜神』としての尊大なオーラを纏まとって、夜の支配者とばかりに振ふる舞まう御影とは別人のようだ。

　負けたと笑った啓夢に、御影は満足そうにうなずく。

「気持ちよくても、寝ね落おちするなよ」

「……しないって」

　目を合わせて、五秒で相手を眠りに落とす御影と……じっくりと視線を絡ませることができるのは、啓夢だけなのだ。

　それは確かに、例外で特別なのかもしれないと、夜の闇やみを吸い込んだような瞳ひとみを見み詰つめる。

「イイ目だ」

「……統夜こそ。真っ黒な瞳に、おれが映ってる」

「それを見られるのは、啓夢だけだ」

　確かに、五秒で眠りに落ちるのだから……こんなふうに、マジマジと御影の瞳を覗のぞき込むことができる人間は他ほかにいないか。

　星川も、知らない……と思えば、ほの暗い優ゆう越えつ感が湧わいてくる。

「なんか、余よ裕ゆうだな。ちょっとばかり複雑な気分だ」

　啓夢が微び笑しようを滲にじませているせいか、御影は眉み間けんに縦たて皺じわを刻んで啓夢の後こう孔こうに含ませている指を抽ちゆう挿そうさせた。

「ぁ！」

　予告なく指を動かされたことに、ビクッと小さく脚あしを跳はね上げさせる。

　余裕なんかない。ただ、少しでも気を逸らしていなければ……御影に与あたえられる未知の快楽に際限なく沈しずみ込みそうで、怖くなる。

「かなり慣れてきたが……もう少しか」

　最初は、指一本でも「無理」とか「殺される」と涙なみだ目めになって逃にげかかっていたことを思えば、人差し指と中指を揃そろえて受け入れられるようになった今は、慣れたと言ってもいいかもしれない。

　でも、最終的には指どころではない……ソレが、とさり気なく目を向ける。

　やっぱり、無理なのでは……と逃げ腰ごしになりそうだったけれど、見上げた御影が熱っぽく潤うるんだ瞳で食い入るように啓夢を見み据すえていることに気づけば、ここで引き下がるわけにはいかないという気分になった。

　普ふ段だんは偉そうで、余裕たっぷりのくせに……見たことのない必死な目を向けられれば、愛いとしさが込み上げてくる。

「もう、いい……よ。統夜の好きにして、いい」

「っても、まだ……」

「おれがいいって言ってんだから、気が変わらないうちにやれよ」

　我ながら、可愛かわいげのない誘さそい文句だ。

　もっと、他に言いようがあったのでは……と視線を泳がせた直後、身の奥に挿そう入にゆうされていた指が引き抜かれる。

「後で、痛かったとか文句を言うなよ」

「……統夜次し第だいだろ」

「ふ……よく言った」

　啓夢の挑ちよう発はつに乗ったふりをして、膝ひざを掬すくい上げるようにして受け入れの体勢を取らされる。

　指……とは、全然違ちがう。灼しやく熱ねつの塊かたまりを指で馴な染じまされた粘ねん膜まくに感じて、震ふるえそうになる手を握にぎり締しめた。

「ッ……ぁ、ン」

「嚙かみついていい、から……息は詰つめるな」

　じわじわと、熱の塊に侵しん食しよくされる。

　無意識に奥歯を食い縛しばりそうになったけれど、長い指を口に含まされて顎あごの力を抜いた。

　熱い。苦しい。痛い……のかどうかも、よくわからない。すべての感覚が遠ざかり、耳の奥で心臓の鼓こ動どうがやけに大きく聞こえる。

「啓夢……っ」

「あ……」

　どうすることもできない混乱に落ちているのに、御影の声に名前を呼ばれると意識が浮ふ上じようする。

　今、自分が身に受けているものすべてが、御影に与えられているものなのだと……そう思った瞬しゆん間かん、五感を取り戻した。

「ふっ、……ぁ！　熱、い。統……夜」

「おまえも、融とけそうなくらい熱い……」

　強く抱だきすくめられて、汗あせの滲む熱い背中に震える手でしがみつく。

　御影に与えられるものなら、どんなものでも受け入れよう。　>>>♥

　苦痛であるはずがない。

　だって、もともと……同じものなのだから、身に馴染んで当然だ。

　そう思い浮かべると、これまでの圧あつ迫ぱく感かんや苦しさが、不思議なくらい心ここ地ちよさに取って代わられる。

「ゃ、だ。なんか……ぁ、引きずり込まれ、る」

　ズルズルと吞のみ込まれて、浮かび上がることができなくなるのでは……という恐きよう怖ふに近い快楽に、もう嫌いやだと御影の背中を引っ搔く。

「存分に溺おぼれろ。俺が、どんなところからでも引き上げてやるよ」

「あっ、ぁ……っ！　ゃ……深、い」

　身体からだの奥深くで感じる熱に、ビクッと身体を震わせて力いっぱい御影に縋すがりつく。

　御影の身体も、啓夢と変わらないくらい熱い。同じ熱を共有しているのだと、言葉ではなく伝わってくる。

　かつて一つだったことを証明するかのように、全身が融け合うみたいで……快楽だとか、愉ゆ悦えつだとか、言葉では言い表すことのできない未知の浮ふ遊ゆう感かんに恍こう惚こつと漂ただよった。
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『啓夢はまだ眠ねむっているのですか』

「ああ……起こすなよ。野や暮ぼなヤツだ」

『しかし、御影殿どのの手下が襖ふすまの前でうろうろしておりましたぞ』

「手下……星川か。はは、踏ふみ込んでいいものかどうか、悩なやんでいるんだろうな」

　御影と……あいつの声だ。

　なにを話しているのだろう。

「夢川に関する報告だな。部屋に入れてやるとするか」

『啓夢に怒おこられますぞ』

　近づいたり、遠ざかったり……不安定に聞こえていた会話が明めい瞭りように耳に入り、ビクリと身体を震わせて、目を見開いた。

　ここは、御影の部屋……か。

　意識を落とした時は、座ざ布ぶ団とんを敷しき布ぶ団とん代わりにしていたのだが、今はきちんとした布団を敷かれて、そこで寝かされている。

「やめろ、バカ」

　御影を咎とがめる台詞せりふは、かさかさの小さな声になってしまい、ケホッと空から咳ぜきをした。

　喉のどが痛い。理由は……と眉まゆを顰ひそめて、頭に浮うかんだ自分の痴ち態たいにゴホゴホと噎むせる。

　布団の中で一人で百面相をしていると、御影が顔を覗き込んできた。

「起きたか。……とりあえず、シャツだけでも着ておくか？」

　きちんと着き替がえる、と言い返したいところだが、身体が重くて起き上がれそうにない。

　シャツを着ていれば、あとは布団で誤ご魔ま化かせる……と自分に言い聞かせて、御影に差し出されたシャツを受け取った。

　ボタンを留めようとしても、指に力が入らない。

　動きの鈍にぶい啓夢を、見かねたのだろう。御影の指が伸のびてきて、上から二つ……三つ目を留めながら、襖に向かって声をかけた。

「入っていいぞ、星川」

「……失礼します」

　一いつ拍ぱくおいて、ゆっくりと襖が開かれる。

　一、二歩入ったところで足を止めた星川が、

「おじゃまをしてすみません。ひとまず、ご報告を」

　と、遠えん慮りよがちに口を開いた。

　気まずさに目を泳がせる啓夢とは違って、心臓に剛ごう毛もうが生えている御影は、「気にするな」と答えて星川に続きを促うながす。

「夢川ですが、さすがに分が悪いと思ったようで……今回の敷しき地ち内への不法侵しん入にゆうは不問にする、と言ってきました」

「……拉ら致ち監かん禁きんのほうが、重罪だからな」

「啓夢さんに関しては、改めて話し合いの場を設けたいそうです。……ＤＮＡ鑑かん定ていによる血けつ縁えんの証明と、その他諸もろ々もろ……最優先されるべきは、啓夢さんの意思ですが」

「諦あきらめの悪いジジイだ。まぁ、啓夢は成人しているからな。あちらの一方的な思おも惑わくは通用しないだろ」

　そこで言葉を切った御影の視線が、チラリと啓夢に流れてくる。

　真面目まじめな話を寝ね転ころがったまま聞いていられなくなり、重く感じる上半身を起こした。

「おれの意思が、最優先される……って」

「おまえが嫌なら、相続する義務はないってことだ。縁えんを切ってもいい。逆に、夢川の財産を寄よ越こせって権利を主張することもできる。……どうしたいのか、おまえが選べ」

　きちんと考えなければならないのに、思考が鈍い。

　自分が、どうしたいか……そんなの、決まっている。

「おれは、統夜と一いつ緒しよがいい……それだけだ」

　ぼんやりと口にした直後、問題はそこではなかったような……？　と眉を顰める。

　ダメだ、本当に、頭がきちんと働かない。

「いや、それはそうとして……ま、今はそれだけでいいか。星川、あっちには改めて話し合いに応じると伝えておけ」

　御影の手が髪かみをくしゃくしゃと撫なでて、「もうちょっと寝ねてろ」と肩かたを押される。

　素す直なおに布団に横たわった啓夢の耳に、珍めずらしく照れたような響ひびきの星川の声が聞こえてきた。

「……惚のろ気けられましたね」

「カワイイだろ。ってわけで、用が済んだら出て行け。これ以上おまえに見せるのは、もったいない」

「……では、失礼します。食事の準備は整えておきますので、気が済むまで眠って空腹に負けて目が覚めれば、お声をかけてください」

「ああ」

　星川の声が遠ざかり、襖の閉じる音がして……ぼんやりとした視界に、御影の顔が映り込んだ。

「邪じや魔ま者ものはいなくなったぞ。……俺も、もうちょい寝るか」

「いい、のか。星川さん……」

「十年以上も、おまえを必死で捜さがしていたのを知っているんだから、念願叶かなった俺がちょっとくらい浮かれていても見み逃のがしてくれるだろ」

「…………」

　どうも、啓夢が邪じや推すいしていたような特別深い繫つながりは、その気配さえないようだ。一いつ般ぱん的な秘書より親密であることは間ま違ちがいないと思うが、純じゆん粋すいな雇こ用よう関係……ということか。

　一人で深読みをしてジタバタしていたのかと思えば、恥はずかしい……。

「もう少しそっちに寄れ。……眠い」

「……ん」

　ゴソゴソと潜もぐり込んできた御影のために、少しだけ身体をずらして巨きよ体たいの収まるスペースを空ける。

　当然のように腕うでの中に抱だき込まれ、ふっと安あん堵どの息をついた。

「やっぱり、おまえは……しっくり馴な染じむな」

「それは……統夜がおれの片割れだから、だろ」

「ああ？　主語が入れ替かわってるぞ」

　啓夢が、御影の所有物なわけではない……と言い換かえてやる。

　明確に意味を解したらしい御影は、クッと笑って啓夢の髪を搔かき乱した。

「まぁ、どっちでもいいが。ギリギリで意地を張って、一ひと筋すじ縄なわではいかないところが可愛かわいいんだよなぁ」

　うとうとと眠ねむ気けに漂い、御影の言葉に言い返すことはできなかったけれど……呆あきれたように『相方』が零こぼした一言は聞こえてきた。

『御影殿は、啓夢を甘やかし過ぎですぞ』

「とか言いながら、結局おまえも啓夢を甘やかしてるだろ」

『仕方ありませんな』

「なー……」

　嫌いやな感じに意気投合している二人に、心の中で「勝手なことばかり言うな」とつぶやいて、瞼まぶたを閉じた。

　御影の手を握にぎれば、重なり合って満月の形になっているだろう手のひらの痣あざが、ぼんやりと熱くなるのを感じる。

　この腕の中は、どこよりも心ここ地ちよくて安心できる。それは、自分たちがかつて一つだったからだろうか。
















獏は戀の夢を喰うか







　およそ十年前。

　出で逢あった頃ころの啓ひろ夢むは、小こ柄がらで儚はかなげな美少年といった風ふ情ぜいだった。ただ、十の子供にしては大人びた目をすることがあり、芯しんの強さは好ましかった。

　弱音を吐はかず、涙なみだを見せず、小さな身体からだに大和やまと魂だましいを秘ひめている。

　それでこそ、眷けん属ぞくとして仕える甲斐かいがあるというものだ。

　一人で啓夢を養育しているという母親は家を空けることが多いらしく、啓夢は『獏ばく』である自分が『夢神』の継けい承しよう者である啓夢を捜さがし出してやって来るまで、ほとんどの夜を独りで過ごしていたという。

『啓夢。怖こわい夢は我が喰くらうぞ。安心して眠ねむるのだ』

　甘えろと呼びかけても、

「どんな夢を見ても、怖くなんかない。おまえに助けてもらわなくていい」

　庇ひ護ごされたくなどないとばかりに、頑かたくなに意地を張って頼たよろうとしない。まぁ……可愛げのない子供だった。

　ただ一人の身内だった母親が他界し、心細さや淋さびしさを抱かかえていないわけがないのに唇くちびるを嚙かんで真っ直すぐに前を見み据すえ……強くあろうとする。

　それが、自分の存在を受け入れてくれていないことの証あかしのようで腹立たしかったと、啓夢自身に告げたことはない。
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『ふぅ……満腹じゃ』

　主君である『夜神』に命じられた人間の枕まくら元もとで、一晩中『悪夢』を喰い続けていた。腹が満たされ、人の生気が行き渡わたったことで羽や毛が艶つや々つやとしているはずだ。

　代々の『夢神』に仕える『獏』は、人のように飲食で栄養を補給する必要はない。

　なにも食さなくとも朽くちることはないけれど、生きている人間の『夢』は嗜し好こう品のようなものだ。

　しかし、人というものは不思議な存在だ。

　自ら創つくり出す幻げん影えいでしかない悪夢に怯おびえ、幸福な夢に悦よろこび……悪夢を祓はらう護札に頼ったりもする。

『本物の呪のろいも、ごく稀まれにあるがな。ここ百年ほどは、呪じゆ術じゆつ師しも鳴りを潜ひそめているようだが』

　人の世の移り変わりは、驚おどろくほど速い。便利な道具が増えて生活に不自由が無くなるにつれ、目に視みえぬものは「迷めい信しんだ」の一言で排はい除じよする。

『両の主あるじが揃そろうなど、数百年振ぶりだ』

　もとは『夜神』という唯ゆい一いつの主君だったものが、『夢神』と分かたれ……『獏』は、相方を護まもれという『夜神』の命によって『夢神』に伴ともなうこととなった。

　代を経るにつれて、古いにしえの『神』の力は薄うすれていく。

　ここしばらくは、『夢神』の傍そばに在っても姿を目にしたり会話を交かわしたりできる主はいなかった。『獏』としての能力を発揮する機会もなく、久々に継承者……啓夢と交流することができて、嬉うれしかった。

　その上、『夜神』の御み影かげとも逢あいまみえたのだ。『夜神』と『夢神』の両方が揃うことは滅めつ多たになく、現状は『獏』としての能力が最大になる稀まれな時代だ。

『わざわざ、分かたれた夢神を捜し出そうという夜神殿どのもいなかったからなぁ。啓夢は警けい戒かいしておったが』

　どうして、一目で『夜神』だと気づいて邂かい逅こうを歓かん迎げいしなかったのか、不思議だ。

　圧あつ倒とう的な神力に気け圧おされていたのかもしれないけれど……『夢神』が『夜神』に惹ひかれないわけがないのに。

『御影殿っ、啓夢！　間もなく曙あけぼのですぞ。悪夢は我がすべて喰らい尽つくしました』

　自分には妨さまたげとならない扉とびらをすり抜ぬけて、まだ夜の余よ韻いんが色いろ濃こく漂ただよう寝しん室しつに飛び込む。

　見下ろした寝しん台だいに、啓夢と……御影殿が同どう衾きんしていた。

　頭上でパタパタ羽ばたいていると、気配を察したのか御影殿が目を開いて自分を見上げてくる。

「……獏か。もうちょっと寝ねかせてやれ」

　普ふ通つうの人間であれば、暗い部屋に浮うかぶ黒い姿の自分は見えないだろう。優すぐれた暗視能力は、『夜神』である御影殿ならではのものだ。

　ただ、三百年ほど前……『夢神』と分かれるまでは太陽が出ている時間でも夜の闇やみを召しよう喚かんできていたことを思えば、『夜神』の力も経年によって確実に弱まっている。

『今回の夢は、空を駆かけ……失しつ墜ついするものであった。人は何なに故ゆえ、恐きよう怖ふを抱えながら飛ぶことを望むのか謎なぞですな』

　獏のつぶやいたそんな疑問に、御影殿は頰ほおを緩ゆるませる。

「おまえから見れば、矛む盾じゆんしているか。人間は基本的に、矛盾を楽しむ道楽者なんだよ。失くすのを怖がりながら、懲こりずに恋こいをするしなぁ」

『それは、千年以上も前から変わりませぬ。愛の夢は、甘美で……苦い、複雑な味がして我にとっては珍ちん味みとしか……』

「はははっ、珍味か。どんな味なのか、興味深い」

　声を上げて笑ったせいか、御影殿に寄り添そって眠っていた啓夢が「んー……うるさい」と不満を零こぼす。

　慌あわてて口を噤つぐんだ獏は、啓夢の様子を無言で見守った。

「悪い、起こしたか」

「……なんだよ、統とう夜や。派手な独り言」

「独り言っつーか……」

「うるさい。眠い。黙だまってろ」

　未いまだ、覚かく醒せいしきっていないのだろう。

　眠りから現うつつに戻もどり切っていない声でつぶやいて、御影殿の首に腕うでを回し……唇を重ねることで、言葉を封ふうじる。

「ン……んっ？」

　薄く目を開いた啓夢が、御影殿の肩かた越ごしにこちらを見上げ……薄うす闇やみの中で、目が合った。

　直後、啓夢は慌てたように御影殿の肩かたに手を突つっ張ぱって、身体を離はなす。

「なんだよ」

「だ、だって……アイツが……」

「ああ？　獏か。さっきからずっと、飛んでたぞ」

　獏の存在を気にしない御影殿とは違ちがい、啓夢は「バカ、見られてるだろ」と目元を紅く染めて顔を背そむける。

　意図して覗のぞいているわけではないのだが……野や暮ぼというものか。

『すみませぬ。我は退散しますので、遠えん慮りよなく接せつ吻ぷんの続きを』

「そんなふうにお膳ぜん立だてされて、できるかよアホ！」

「……照れ屋だな、啓夢」

「照れてんじゃねー……っ、統夜、ぁ」

　二人の主君の睦むつみ合いを背に、扉をすり抜けて部屋を出る。

　啓夢が、身を預け……頼り、甘えることのできる存在が『夜神』の御影殿であることは、必然なのかもしれない。

　ただ、十年余り近くにいながら、自分では啓夢の孤こ独どくを癒いやせなかったのかと……少しばかり、無力感のようなものが込み上げてくるが。

　廊ろう下かに出ると、扉の脇わきに誰だれかが佇たたずんでいた。

『おや、御影殿の手下か』

　星ほし川かわという名の青年は、時刻を確かく認にんしながら、何時いつ御影殿へ声をかけるべきか計っているのだろう。

　横顔がどことなく淋しげで、自分が啓夢に向ける複雑な思いと似たようなものを、御影殿に対して抱えているのかもしれない。

『……仕方ない。お主に寄り添ってやろう』

　星川に自分の姿は見えないし、声も聞こえないとわかっているが……肩に乗り、共に御影殿から入室の許可が出るのを待つ。

　同類相憐あわれむというやつだ。

『しかし……御影殿と啓夢の夢は、如何いか様ような味だろうか』

　味見を申し出たところで、許されるとは思えないけれど……神々の戀こいは、人のものとは異なる珍味に違いない。







　あとがき




　こんにちは、または初めまして。真ま崎さきひかると申します。この度は、『夜神×夢神』をお手に取ってくださり、ありがとうございました！

　大変ありがたいことに、……大変罰ばち当あたりなことに、七組目の神様カップルとなります。一応シリーズですが、一冊ずつカップリングの違う独立したお話ですので、こちらだけ読んでいただいても大丈夫なはずです。などと言いつつ……気が向かれましたら、既存の神様カップルたちにもお目を通していただけるとすごく嬉しいです！




　いつか罰が当たる……と小心者の私は内心怯えながら、今回も楽しく神様の末裔を書かせていただきました！　自分では支配しているつもりの偉そうな男が、怖いもの知らずのやんちゃな若者に陥落します。夜の神と言いつつあまり強くない感じで、期待外れでしたらすみません。あ、パタパタしている『獏』は創作生物です。どんなだよ、とツッコんでやってください。

　日本の神様はあらゆるものに宿っていて、それらを心の目で見て敬う……先人の方々の感受性の豊かさに、感服するばかりです。

　現代の私は、その畏い怖ふするべき存在を萌もえに変換するという狼ろう藉ぜきを働く、罰当たり者ですが……。読んでくださった方に、ほんの少しでも楽しいと感じていただけましたら、神様もわずかなりとも赦ゆるしてくださるかも……と図々しいことを考えています。




　今回も、格好よくて綺麗で可愛いイラストで神様たちに命を吹き込んでくださった、みずかねりょう先生。大変お世話になりました。ありがとうございました！　毎回、どんな神様のビジュアルをいただけるか、すごく楽しみにしています。うっかり、みずかね先生に向かいそうになった流れ弾（という名の神罰）は、すべてこちらで引き受けますので……。




　担当Ｋ様、またしてもとんでもない目に遭わせて申し訳ございませんでした。こんなダメ人間に懲こりることなく、𠮟しつ咤た激げき励れいの愛の鞭むちを振るってくださって、ありがとうございます。どうか、ご遠慮なく背中を蹴りつけてやってください。今後ともよろしくお願い申し上げます。

　ここまでおつき合いくださり、ありがとうございました！　ほんの少しでも楽しいと思っていただけますと、なによりの幸せです。神×神シリーズは、読んでくださる方のおかげで支えられています……。面白そうな神様がいらしたら、教えていただけると嬉しいです。

　では、そろそろ失礼いたします。また、どこかでお逢いできますように。








二〇一九年　　　今年は秋が短そうです
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